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「何だって……？」

　東の空が白く染まり、月のない夜がようやく明けようとしている刻限。まだ多くの者が夢と現うつつの境さかいをまどろんでいる街の中を、その報しらせを受け馬上の人となった枢すう昱いくは全力で駆かけ抜けていた。

「こちらです！」

　一軒だけ煌こう々こうと灯あかりがつけられた家の門前で、自みずからも松たい明まつを掲かかげた家人が手を振っている。馬から飛び降り手た綱づなを部下に任まかせると、枢昱は真まっ青さおな顔をした使用人に連れられ大おお股またで門をくぐった。

「寝ていたら突とつ如じよ悲ひ鳴めいが上がりましてね。飛び起きて駆けつけてみたら、厠かわやに用があったらしい女の使用人が、腰を抜かして座り込んでるんですよ」

「それで」

「言葉にならないながら必死に何かを指差しておりまして。よく見てみたら、まああの通りですわ」

　言って男は前方を指差した。どの家にもありそうな土蔵がどっしりと立っている。しかしその周囲には、遠巻きにするようにこの家の使用人と思われる者たちが集まって、互いに不安そうに顔を見合わせていた。

　武官の装よそおいをした枢昱に気づき誰ともなく道を開ける。進んだ枢昱は正面に立つことで、ようやく揺ゆれる灯りに照らし出された土蔵の異常に気がついた。

「鍵かぎが……」

　家か格かくは中の上ほど。堅けん実じつな暮らしぶりをしているから、それなりに溜ため込んだものもあるだろう。それらがしまわれていると思われる土蔵の、二重にかけられた鍵が見るも無む残ざんに壊こわされていた。

「臥が竜りゆうですよ！　臥竜が再び盗みを始めたんです！」

　無言のまま土蔵を見つめる枢昱に、耐たえ切れないとばかりに誰かが叫さけんだ。

　臥竜。

　それは先日、枢昱が捉とらえ損そこねた賊ぞくの名前だ。

　──あれ以来盗みは止まってたんだけどな……。

　枢昱が眉まゆを寄せている間にも、その名前は取り巻く人々の間に波は紋もんのように広がっていく。黙だまっていては不安で押し潰つぶされそうになるのか、次々と上うわずった声が飛び交かった。

「あの矢は関係あったの？」

「あるに決まってる！」

「だけど臥竜が予告状よろしく矢を放はなつなんて話はなかったわ」

「どちらにしろ、なぜもっと警戒しなかった！」

「誰だい、悪戯いたずらだろうから放っておけばいいなんて言ったの！」

「──矢？」

　何の話だ、と枢昱は振り向きながら鋭するどい眼光で使用人たちを睨にらむ。ざわついていた使用人たちが一いつ斉せいに黙った。前方の者は気まずそうに視線を逸そらし、後方にいた者は枢昱の視界に入らないよう、首をすくめている。

「射いられたんだよ、矢が」

　誰かが率そつ先せんして口を開くのを今か今かと待つ嫌いやな空気が流れ始めた時、一人の若い男の声が淀よどんだ空気を打ち払った。

　一斉に視線が声の主ぬしに向けられる。──枢昱とも面めん識しきがある、この家の若き主あるじが立っていた。

「三日前に、家の柱に矢が一本刺ささってた。しかも普通の矢じゃない。白いはずの矢羽が黒ときた。あまり事を荒あら立だてたくないと黙っていたらこの有あり様さまだ」

「黒……」

「黒い矢羽。黒と臥竜。──黒こく竜りゆう賊ぞく、なんてな」

　遊ゆう戯ぎのように連想させ、青年は呟つぶやいた。その声は静かになった庭に予想以上に大きく響き、ひっと誰かが息を飲む。

「またか。またあいつらか……！」

　自分で思った以上の険けわしい声を発しながら、枢昱は土蔵の壁かべを思い切り拳こぶしで叩たたいた。じん、と鈍にぶい痛みが手に広がる。

　──何て言ったらいいんだよ。

　可か憐れんに笑う従妹いとこの姿が思い浮かぶ。

　彼女が趙ちよう家けに住まうようになってからずっと見守ってきた。最近、ようやくその顔に憂うれいを見ることがなくなってきたというのに。

「ちょっと待ってくれよ。黒竜賊で弓矢っていったら……」

　一人の使用人が発した引きつった言葉の最後は音にはならない。しかしその場にいる誰もが、先に続くべき言葉を理解し、すぐさま脳のう裏りにある二つ名を思い描えがく。

　枢昱も同じだった。この先何があっても、その名前だけは忘れないという自じ負ふがあった。

　かつて世を騒さわがせた黒竜賊。弓を自在に操あやつりその守護神と謳うたわれた少女の異い名みようは──。










「──小しよう弓きゆう姫き？」

　煌きらびやかな宮。中でもとりわけ豪ごう奢しやに飾り立てられた一室で、つまらないと言わんばかりに右から左へと侍じ女じよの話を聞き流していた女は、その一言に過か敏びんなほどの反応を示し顔を上げた。

　その白い顔はぞっとするほど美しい。切り揃そろえられた前髪の下の柳りゆう眉びを軽くひそめると、彼女は大きな青みがかった灰色の瞳を胡う乱ろんに侍女へと向けた。

「小弓姫が現れたと？」

「そう、言われております」

　若じやつ干かんのたじろぎと共に返され、ふむと彼女は考える。

　小弓姫。そしてそう呼ばれた少女が属していた黒竜賊という組織のことは、まだ幼おさなかった彼女の周囲を度たび々たび騒がした。──その話がやんだのは、ある家が娘一人を残して全滅したという話が飛び込んできた直後のことだ。

「あれから五年か……」

　彼かの一族が今もなお存続していたなら、我が身を取り巻く状況はきっと違うものとなっていただろう。その滅めつ亡ぼうは自分の弟の運命を、とりわけ大きく変えることになったのだから。

「柳りゆう、驪り珠しゆだったか」

　たった一人の少女について、様々なことが語られた。少女が知らないところで繰り広げられる話を聞いて、不快に思ったのを覚えている。──自分も、きっとこのように好き勝手に言われているのだろうと。

「公こう主しゆさま？」

「どうしているかな、あの娘は」

　けぶるような長い睫まつ毛げをそっと伏ふせると、濃こい陰いん影えいが美しい顔に落とされる。顔色を窺うかがってくる侍女に尋たずねるわけでもなく、公主黎れい華かは過去に思いを馳はせながら一人呟いた。
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「あんたに、頼みたいことがあるんだ」

　突然の来訪者は、まるで近所にお使いに行ってくれとでもいうような軽い口く調ちようでこう言った。

「俺と一緒に、ちょっと王宮まで来てくれないか？」










　小さな弓の姫。──小しよう弓きゆう姫き。

　かつて驪り珠しゆがそう呼ばれていたことを知る数少ない人物である青せい家けの兄弟、蒼そう天てんと朱しゆ明めい。その二人が屋敷を訪れると祖父仲ちゆう毅きから聞かされたのは、夏も終わりかけ、秋を予感させる清せい涼りような風が窓から入ってくるようになった頃だった。

　蒼天と懇こん意いにしている枢すう昱いくからではなく、今まで彼ら兄弟の話題を好まなかった仲毅からの言。しかもまるで枢昱がいる時間を避さけての訪問である。

「──本当に驚おどろいたわ」

　驪珠が言うと、美しい銀の髪を高く括くくり上げた男装の少女──ということになっている少年は、鳶とび色の目め許もとを和なごませた。

「だろうな。私も兄上から趙ちよう家けに行くと聞いた時には驚いた」

「黒こく竜りゆう党とうのことなんでしょう？　あれから何かあったの？　というか、あの後どうなったの？」

　門をくぐるなり、蒼天は難むずかしい顔をした仲毅と人払いをして一室にこもってしまった。彼らがそうまでして話をしようとするなら、おそらく自分の──ひいては黒竜党のことだろう。深刻な気配すら感じられて、驪珠は気が気ではなかった。

　──結局、何も教えてもらえないんだもの。

　蒼天に頼まれて、黒竜党の人間を集める囮おとり役をした。残党をまとめていた微び瑛えいという女道士は捕とらえることができたが、その過程で驪珠自身が騙だまされておびき出され、挙あげ句く彼女の術にかかって操あやつられた話はしっかり祖父の耳にも入っているらしい。しばらくは屋敷から出るなと、厳きびしく言いつけられてしまった。

　──折せつ角かく、何か変われる気がしたのに。

　これでは屋敷から出してもらえず、黒竜党の情報からも遮しや断だんされてきた今までと何も変わらない。やっと、己おのれの正体を知る同じ年頃の友人ができたというのに。

「別に何もない。心配するな」

　驪珠の視線を受けた当の友人朱明はいつも通りの態度を崩くずすこともなくゆるく首を振った。かすれた声が、淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「黒竜賊ぞくの話ではあるが、先日の一件の報告をしに来ただけだ。後片付けも根ね回まわしもあらかた終わったらしい。前は外か我が家でやっていたが、訪ねて来てもいいと仲毅どのからお許ゆるしが出た。──驪珠と我々が接点を持った以上、隠れて会う意味もあまりないからな」

「……飛ひ龍りゆうさまは、どうなったの？」

　枢昱に尋たずねるわけにもいかず、かといって仲毅にも聞けず。ずっと気にかかっていた名前を出すと、朱明が一いつ瞬しゆんだけあからさまに嫌いやな顔をした。

　──訊きいちゃ駄だ目めだったかしら。

　驪珠の胸きよう中ちゆうを不安がよぎる。彼に、そんな顔をさせたいわけではなかったのだ。

　しかしすぐに表情は取り繕つくろわれ、ぶっきらぼうな答えが返ってくる。

「捕まえた者の中にはいなかった。──今、あいつの足取りは摑つかめていないんだ」

「そう……」

　驪珠はついこの間まで知らなかったことであるが、飛龍は今、「臥が竜りゆう」と呼ばれる、それなりに名の知れた義ぎ賊ぞくとなっているらしい。しかし足取りが途絶えているというのなら、きっとその活動は今休止しているのだろう。

　──よかった。

　追う立場でもある朱明や従兄には悪いと思いながら、捕まっていないと聞くとついほっと胸をなでおろしてしまう。だがその一方で、道を違たがえたとはいえかつては兄とも婚約者とも慕したい当たり前のように隣となりにいたのに、今はこうして人づてにしか消息が知れないことが悲しくもあった。

　──でもついこの間までは、生きているか死んでいるかも分からなかったんだから。

　どうしているのか聞けるだけでも良しとするべきだ、と息を吐はく驪珠の心の内を察したのか、朱明が苦く笑った。

「気になるか？」

「そりゃあ、まあ」

「……あいつのことだ。いつか向こうから勝手にほいほい会いにやってくるだろう。心配するだけ無む駄だだと思うぞ」

　朱明の前で、こうして飛龍の身を案じるのは悪い気がする。自然と歯切れが悪くなるが、返ってきた返事はそっけない。

　けれど実際、彼の言う通り危険も顧かえりみずこの家にやって来てもおかしくないな、と思った。

　──来てくれればいいのに。

　この間の邂かい逅こうは短すぎた。会って、もっともっと、離れていた時のことを──そしてこれからのことを話したかった。

　けれどそれは朱明の前で口に出すべきことではない。

「他に、変わったことはないか？」

　朱明が再び口を開いたのをいいことに、驪珠は気持ちを切り替えた。

「また外に出してもらえないから、何も起こりようがないわ。──朱明は今、何をしてるの？」

　肩をすくめてから社しや交こう辞じ令れいの延長で訊き返してみると、朱明は意外にも形のよい眉まゆをひそめた。

　そうだな、と口ごもる様子はまるでどこまで話してよいか吟ぎん味みしているようにも見える。驪珠は慌あわてて言い添そえた。

「難しいことなら、別に」

「いや、そうだな……。ちょっと今、王宮の方で気になる動きがあって追っている。いわゆる勢力争いってやつだな。具体的に言うと──」

「──いいわ。そういう話、まったく分からないの」

　驪珠は家格や家と家の結びつきといった話にはとことん疎うとかった。

　ここ趙ちよう家けには沢たく山さんの門人がいる。出身が様々だということは身につけている物を見れば察しはつくが、ここでの力関係は腕の良よし悪あしで決まる場合が多いし、仲毅が家柄を理由にひいきをするという話も聞かない。

「〝名門〟柳りゆう家けがどの程度凄すごかったのかもよく知らないんだから、聞いても無駄だと思うわ」

　顔の前で手を振ると、朱明が呆あきれたような視線を寄よ越こしてきた。

「黒竜賊にいた時に聞いたりしなかったのか？」

「そういう話は飛龍さまが」

「またあいつか」

　朱明がうんざりしたように長めの前髪をかきあげる。指からこぼれた銀髪が、窓から入ってくる日の光を浴あびてきらきらと輝かがやいた。

　──綺き麗れい。

　思わず息をつくが、緩ゆるんだ顔に朱明は顔をしかめる。

「笑っているが、そんなに他人事じゃないぞ。柳家の血に趙家の後うしろ盾だて。欲しいと思う人間は多い」

「心配しなくても、どうせ私も爺じいさまも兄さまも、すっかり蒼天さまの掌てのひらの中よ」

「それは……」

　朱明は最初否定しようとしたが、自分に噓はつけなかったらしい。一呼吸の後、そうだな、と頷うなずいた。

「よく分からないけど、私の血や過去が蒼天さまの──ひいては朱明の役に立つなら、嬉うれしいと思うわ」

　孫娘の過去を隠いん匿とくするために、仲毅が蒼天に便べん宜ぎを図はかっているという話を聞いたことがある。自分の問題なのに、自分の力では何もできないことがもどかしい。──だから、自分にはその価値が分からないものでも、役に立つのであれば是ぜ非ひ使ってもらいたかった。

「兄上に利用されてるんだぞ」

「そりゃあ、いい気はしないけど、巡めぐり巡って朱明のためにもなるんでしょ？」

　何しろ朱明は、過去と今を知った上で何の打算もなく受け入れてくれた。とても頼りになる、驪珠にとって初めての友人であり、そして大切な人なのだ。

『私は、驪珠の力になりたい。幸せに生きてもらいたい』

　かつて朱明はそう言ってくれたが、心の中でどんどん大きくなっていく存在に対し、驪珠だってまったく同じことを思っている。

　穏おだやかに告げて朱明に視線を送れば、男にも女にも見える中性的な凜り々りしい面おも差ざしに驚きの色が浮かんでいた。

　──男、なのよね。

　しげしげと眺ながめ、嘆たん息そくする。

　簡かん素そな男物の服に包まれた身体からだは線が細く華きや奢しやに見えるが、鍛きたえられていて見かけよりずっと逞たくましいことを驪珠は知っている。

「……なあ、驪珠」

　照れたように目を逸そらしていた朱明がゆっくりとこちらを向いた。真剣な色を帯おびた視線がきょとんとした驪珠のものと交こう錯さくする。

「もし私が『青朱明』じゃなくなったら──」

「──待って、声がする。あれは、兄さま……？」

　外から風に乗って知った声が聞こえてくる。まだこの時間では聞こえないはずの従兄いとこの声は、誰かと言い争っているような気配すらした。

　朱明が大おお仰ぎようにため息をつくと、大たい儀ぎそうに立ち上がる。その際にあの野郎、という低い声が聞こえた気がしたが、次の瞬間はもう、いつもの彼だった。

「帰ってきたようだな。出迎えたらどうだ」

「朱明は？」

「私の顔など見ても嬉しくないだろうからな。兄上たちの様子を見てくる」

「分かったわ」

　こくりと頷きつつ、驪珠はこっそりと朱明の横顔を見上げる。

　──何て言うつもりだったんだろう。

　遮さえぎられた声。かすれたその先に続く言葉を尋ねても、適当にはぐらかされるだけのような気がして、驪珠は口を閉ざした。










　朱明と別れ外に出てみると、太陽が高い空の上で輝いている。

「兄さま、お帰りなさ──」

　晩ばん夏かとなって大分和やわらいだ陽光を受け門の前に現れた従兄。その姿を認めた驪珠は笑みを浮かべて迎えたが、ふとその言葉を切った。

　いつもなら、出迎えた驪珠に対して向けられる、蕩とろけるような笑みはない。それどころかどこか憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべた枢昱は、珍めずらしく人を伴ともなっていた。

　──誰、かしら。

　ただ並び立つだけでなく馴なれ馴れしそうに肩に手まで回しているその男は、枢昱と同じ、武官の装よそおいをしていた。おそらく歳の頃も同じくらいだろう。ただ、仲毅の影響を受けて、絶たえずきっちりと服装を整えている枢昱をはじめとした門下の武人たちとは対照的に、この青年の均きん整せいの取れた身体からだを包む衣服は若じやつ干かん着崩されている。そのせいか同じ武官でも受ける印象は大分違い、砕くだけた感じがした。

「ああ、今帰った。──で、おい、離はなせ！」

「俺とお前の仲じゃねえか。そんなに恥はずかしがるなよ」

「暑苦しいと言っているんだ！」

　ぴしゃりとはねつけながらも、枢昱が本気で拒きよ絶ぜつしているわけではないことはすぐに分かる。なれあいとでもいうべき光景を、驪珠は口も挟はさめずただ見守った。

　──これだけ親しいのなら門下の人？

　枢昱よりわずかに高いところにある顔を、まじまじと失礼なほど見つめながら記き憶おくを辿たどる。しかし残念なことに、思い当たる人物はいなかった。

　──一度会ったら忘れないような気がするし、会ったことがない？　でもそれならこの人は。

　ほどなくして困こん惑わくに満ちた視線に青年が気づいた。明るい茶色の頭をかきながらまっすぐに驪珠の視線を受け止めると、すぐに枢昱の耳元に顔を寄せる。

「おいおい、あの子が例のお嬢じようちゃんか？」

「お前っ！　驪珠、ここはいいから早く部屋に戻──」

「──はじめまして」

　枢昱の口を押さえて言葉を封ふうじた青年が、朱明にも似た切れ長の目許を和ませながら白い歯を見せた。

「あんたが枢昱ご自じ慢まんの驪珠ちゃんか。いやあ、散さん々ざん噂うわさには聞いてたけど、なるほどな。毎日驪珠ちゃんに出迎えてもらえるのかあ。俺、ちょっと枢昱に殺意覚えたかも。どうだ、こんな馬ば鹿かはほっといて今度俺と一緒に──」

「──おい敬けい達たつ！　お前ほんと何しに来たんださっさと出てけ！」

　口を塞ふさいでいた指の一本を、折る勢いで反そらして自由を勝ち取った枢昱が拳を震ふるわせる。まるで不ふ審しん者しやを追い払う番犬のような態度に、敬達と呼ばれた青年は胸の前で軽く両の手を挙あげた。
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「まだ何もしてないじゃねえか」

「まだってな……！」

　枢昱は敬達を押しのけ、驪珠を背に隠すように間に割って入ると、己おのれの広い肩越しに驪珠の顔を見下ろした。注そそがれる眼まな差ざしはいつになく真剣だったが、重大なことが語られる気が微み塵じんもしないのはなぜなのか。

「兄さま？」

「いいか驪珠、何があっても絶対に近づくんじゃないぞ。こいつは触ふれると子供ができるんだって軍の中でも有名なんだ。昔からすぐに歯の浮くような台詞せりふを抜かして何人女を泣かしてきたことか……！」

「可愛かわいい子を見かけたら褒ほめるのが礼れい儀ぎってもんだろ」

　敬達は呆れたように肩をすくめ、自信たっぷりに主張する。動じることのない飄ひよう々ひようとした態度は、この状況を楽しんでいる節ふしすらあった。

　──何だか、分かる気がするわ。

　少し接しただけでも分かる明るく陽気そうな性格と、二枚目ふうの容よう貌ぼうから、驪珠はすぐに遊び人という言葉を連想した。初めて会った驪珠に対する挙きよ動どう一つとっても女慣れしているような気がする。それでいて不思議と、いざという時は頼りがいがありそうなのだ。

　──兄さまとは大違い。

　そう思ってしまうのは、身内を見る目がどうしても厳しくなってしまうからだろうか。

　とにかく巷ちまたの女の子たちに騒さわがれるのは一緒でも、従妹いとこばかりにかまけている枢昱とは違ってきちんと相手をしているのだろう、と思えた。

「お前もやってみろって。いつまでも女の子の方から寄ってくるなんて甘あまいこと思うなよ」

「余計なお世話だ！」

「まったく、人が親切で言ってやってるのに。知らないぞ、どうなっても」

　大仰にため息をついた敬達に、枢昱が射い殺ころせそうなほどに視線を送っている。完全に掌しよう上じようで転がされている従兄の姿を、驪珠は新鮮な気持ちで見ていた。

「驪珠ちゃんだって心配だろ？」

　野郎の視線に興味はないと言わんばかりに枢昱の熱い視線を無視し、敬達は気安い口調で話を振ってきた。

「……そうですね。兄は、いつも私を気にかけてばかりなので」

「気にかけるなんて甘いもんじゃないだろ。兄馬鹿じゃないこいつなんて、枢昱じゃないって感じだもんな。従妹自慢してない日なんてないんじゃないか」

「従妹自慢……」

　さらりと言われた言葉に、驪珠は頭がくらくらした。

　聞かなかったことにしたいのに、敬達は丁てい寧ねいに補足までしてくる。

「毎日してるぜ。──さっきもここに来るまであれこれと」

「…………兄さま」

　思った以上の冷たい声が口から飛び出す。鈍にぶい痛みを訴うつたえる額ひたいを押さえ、驪珠が聞こえよがしにため息をつくと、枢昱はぎくりと肩を揺ゆらした。

「あれだけ、もうやめてって言ったのに……」

　眦まなじりを吊つり上げる気力もなく、驪珠は呻うめく。

　約ひと月前、枢昱と連れだって祭りに足を運んだ。朱明に会い、黒竜党の事件に絡からみ──。印象的なことが次々と起こった忙いそがしい日であったが、「あれが噂の」と様々な人に言われ続けたことはそれらの事件にかき消されることなく、しっかりと覚えている。

　──ほんと、顔から火が出るかと思ったんだから！

　だから驪珠は後日、枢昱にもうそのようなことを言いふらさないようにときつく言ったのだ。きっぱりやめるとは最初から期待していなかったが、それでも恨うらみ言ごとの一つは言いたくなってしまう。

「いいわ。兄さまにとって私のお願いなんて取るに足らないことなんだって、よく分かったから」

「待て！　誤ご解かいだ！　話せば分かる！」

　驪珠がすねたように言って顔を背そむけてみせると、枢昱は目に見えて動揺し、いつかも聞いたような台詞を並べて言い訳を始めている。

「苦労してるな」

「……はい」

　失しつ笑しようされ、慰なぐさめるように肩に手を置かれる。驪珠は首を横に振ることがどうしてもできず、そのまま顎あごを引いた。

　共感してくれる人の存在を驪珠は純粋に喜んだが、一方で敬達は少し気まずそうに頰ほおをかく。

「どうかしましたか？」

「実は更さらに苦労をかけそうな話があって──」

「──いつまで外にいる気だ？」

　呆れた声と共に扉とびらが開けられる音がしたので、敬達は口をつぐんで目を向ける。驪珠もつられるようにそちらを見ると、丁ちよう度ど銀色の頭が表に出てくるところだった。

「秋は近くなったがまだ暑い──敬達どの？」

　朱明が鳶色の瞳を見開く。二人に面識があることに驪珠も驚き、敬達もいきなりの朱明の登場に驚いたようだったが、すぐに気を取り直し、気さくに肩のあたりで手を挙げた。

「よっ、朱明。相あい変かわらず凜々しいな。女の子が放っておかないだろ。俺みたいに」

「最後の一言はどう考えても余計だろう」

　すげなく切り捨てた朱明の態度から、二人が一度や二度会っただけの仲ではないことはすぐに分かった。関係を知ろうと驪珠は二人の会話に注意深く耳を傾ける。

「いやあ、まさか朱明がいるとは思わなかったな。お前がいるってことは兄貴もいるんだろ？」

「奥にいる」

「何でここにいるんだよ」

「敬達！　その台詞、俺はそっくりそのままお前に返すぞ！」

　話に無理やり割り込んだ枢昱は、指先をびしっと敬達に突きつけた。剣だこができているごつごつとした指先が、怒りのあまりわずかに震えている。

「枢昱どのが連れてきたわけじゃないのか？」

「誰が！」

　枢昱が全力で首を横に振った。あまりの勢いに、結ゆった髪がほどけてしまうのではないかと思うほどだ。

　敬達が無理やり来たのだということは驪珠も察していた。でもそれならなぜと、ようやく明かされそうな答えをじっと待つ。

「帰ろうとする俺に声をかけてきて、ずっとついてきたんだ！　ああ、こいつだけは驪珠に会わせたくなかったのに……！」

「お前、みんなにそれ言ってるじゃないか。──仕事だよ、仕事」

　敬達はとても面めん倒どうくさそうにそう言うと、こほんと一度咳せき払ばらいをし、改あらためて驪珠に向き直った。

「あんたに、頼みたいことがあるんだ」

「私に？」

　驪珠は目を瞬またたかせた。

　敬達とは今日初めて会ったのだ。心当たりがまったくない。その上、ちらりと横目で見た枢昱もとても意外そうな顔をしている。

　──どうして私に？

　こちらを見下ろしてくる敬達の雰ふん囲い気きは、それほど重要なことを告げるようには思えなかった。しかし頼みごとと聞くと、どうしても以前蒼天に頼まれた囮役のことを思い出してしまう。

　決していいことばかりではなかったその記憶に、驪珠は無意識のうちに身構える。敬達は驪珠の緊張を感じ取ったのか、ひょいと肩をすくめてごく軽い口調で言った。

「俺と一緒に、ちょっと王宮まで来てくれないか？」

「……え？」

　驪珠はその言葉の意味を咀そ嚼しやくするのに数瞬を要し、反応を返すのに更に数瞬の時を要した。枢昱と朱明も同じようなもので、口を開けたまま何も言えずにいる。

　理解と共に徐々に驚きよう愕がくが訪れ、それがまた正常な思考を奪う。そんな三者の中で真っ先に我に返ったのは枢昱だった。

「おい、どういうことだ！」

「──兄さま！」

　枢昱が敬達の着崩された襟えりを摑んで詰め寄る。あまりの剣けん幕まくに驪珠は思わず悲鳴にも似た制止の声をあげ、それでも従兄が止まらないと悟さとると服の裾すそを引っ張った。

「王宮って……！　お前、確か仕事だと言ったな。まさか！」

「多分そのまさかだと思うぜ」

　何かに気づいたらしい枢昱の動きが鈍る。まったく動じた素そ振ぶりを見せない敬達が、枢昱の手を摑んで無む造ぞう作さに引き剝はがした。

「そういうことは先に言え！」

「言ったらお前、絶対俺を敷地に入れないだろ」

「当然だ！」

　力強く言い切った枢昱は、言ったそばから敬達のことを追い出そうとしている。どうしたものかと彷徨さまよわせた敬達の視線と驪珠の視線が交錯した時、驪珠は力強く焦こげ茶の目を見返した。

　お、と敬達の口が意外そうに開かれる。

「お入りください。──詳くわしい話は、中で伺うかがいます」

「いいんだぞ、驪珠。こいつの話を聞く必要なんて──」

「──でも、私に話をしに来られたのでしょう？」

　枢昱の言葉を遮り、驪珠は敬達の顔を見上げた。うんうん、と敬達が頷いている。

　──きっと面倒な話なのに。

　王宮に行ったその先で何かをしなければいけないことくらい、驪珠にだって予想はつく。けれど分かっていても聞きたかったのは、王宮という言葉の響きに惹ひかれたからだ。

　いつも外から見ているその広大な土地がいかに美しい場所なのかは人づてに聞いている。一生見る機会などないだろうとは思っていたが、入れるのなら入って、この目で文字通り豪ごう華か絢けん爛らんな宮殿を見てみたい。そんな純粋な興味が胸の内にあった。

　それに、祖父が長らく勤つとめ、今は枢昱が働く場所という意味でも興味があった。──顔も知らない父親も、そこで働いていたという。

　──それに、今までこんなことはなかったもの。

　家族も記憶も失った可か哀わい想そうな娘を名指しで訪ねてくる者などいなかった。小弓姫として求められたことはあっても、柳驪珠として必要とされたことなどほとんどなかった。

　それなのに彼は、柳驪珠に頼みたいことがあると言ってやって来たのだ。

　誰かに必要とされている。その事実は王宮という場所の持つ魅み力りよく以上に、驪珠の気持ちを駆かり立てた。

「それなら敬達さまは私の客人よ。兄さまは口を挟まないで。──朱明も戻りましょう？　爺じいさまと蒼天さまのお話もそろそろ終わりそうかしら」

「あ、ああ」

　黙ってやりとりを見守っていた朱明は急に振られて返事をしながら、気の毒そうにちらりと枢昱を見やった。

「……いいのか？」

　邪じや険けんに扱われた衝しよう撃げきから立ち直れずにいる枢昱の姿を横目に、朱明が小声で問う。

「いいの。従妹自慢をやめてくれないこと、私、ちょっと怒ってるんだから」

　ちらりと従兄の姿を確認した驪珠は苦笑し、枢昱にはそれ以上声をかけることなく、敬達を伴って屋敷に入った。










　新たな客の報しらせを受け、部屋から出てきた仲毅や蒼天を含ふくめて全員が一つの卓たくを囲む。二人とも敬達とは面識があるようで、驚きはしたものの、話があるのだと知るとあっさりと首を縦に振った。

「お師匠、どうもです。邪じや魔までしたかね？」

「構わん。大体の話は終わった」

　上かみ座ざに座る仲毅に、敬達が砕けた感じに話しかける。このやりとりで、驪珠はようやく敬達が趙家門下の人間であることを知った。敬達の態度に仲毅が眉み間けんに皺しわを刻きざんだだけで何も言わないのは、もうすっかり諦あきらめているからに違いない。

「しっかし珍しい組み合わせもあるもんですねえ。枢昱と蒼天の仲がいいのは知ってたけど、お師匠と蒼天なんて。一体何の話を？」

「難しい年頃になった妹への接し方についてご教授願ったり、かな。年長者の意見はとても参考になるからね」

　さして考えることもなく、本当に語り合っているのではないかと思えるほどの自然さで、さらりと蒼天が答えた。無言のままの仲毅の眉間に、皺がもう一本増えたことに気づいたのは、おそらく驪珠だけだろう。

「へえ、そりゃ後こう学がくのために是非ともお聞かせ願いたいね」

「あの」

　信じているのかいないのか、敬達が身を乗り出した。これ以上踏ふみ込んだ話になっても、きっと蒼天はのらりくらりと追及をかわすだろう。しかしいたたまれない気分になるので、驪珠は思い切って口を挟んだ。

「それで、先ほどのお話はどういう意味なんですか？　あ、蒼天さまと朱明がこの場にいても、差さし支つかえありませんか？」

「あんまりよくはないけど、どうせ蒼天のことだ。大体察しはついてんだろ？」

「まあね。──公こう主しゆさまのご所しよ望もう。違うかい？」

「ご明察」

　ぱちぱち、と敬達が手を叩く。同じく察していたらしい仲毅がため息をつき、枢昱は苦虫を嚙かみつぶしたような顔をした。その中で驚き、耳を疑っているのは驪珠だけだ。

「公主、さま？」

　家格の話が分からない。そんな話をしたばかりだからか、隣に座る朱明が小声で念を押してきた。

「……さすがに公主さまのことは知ってるな？」

「ば、馬鹿にしないで！」

　驪珠は頰に朱を昇のぼらせ、つい大きめな声で反論してしまう。声につられて皆の視線が集まったので、何でもないと慌てて首を振った。

　公主さま。

　そう呼ばれる人物は現在一人しかいない。王の姉に当たる人物で、正確に言うと長ちよう公主にあたるのだが、王が未婚であることも手伝い公主と呼ばれ続けている。──名を、黎れい華かといった。

　──色んな人が噂してる、あの方よね。

　趙家に出入りする者の中には、未婚の若い男も多い。だから「どこの誰が可愛い」という噂話を小耳に挟むこともあるが、中でも美しいと評判のこの国唯ゆい一いつの公主の話はとりわけ多かった。彼女が誰に嫁とつぐかで勢力図が変わる可能性もあるため、多くの者が関心を寄せていたのだ。

「驪珠ちゃん、公主さまの有名な噂は知ってるか？」

　楽しそうに敬達に問われ、驪珠は神しん妙みような面おも持もちでこくりと頷いた。

　後こう宮きゆうの深しん窓そうに育ち、下しも々じもの者では滅めつ多たにお目にかかれない公主には、黎華に限らずいつの世にも様々な噂が付きまとう。

　それは后きさきよりも贅ぜい沢たくの限りを尽つくしているというものや、いずれは政略のために嫁がされる身を儚はかなんで情じよう夫ふを囲っているといった悪評が多いらしいのだが、黎華の場合少し変わっていた。

「公主さまは男嫌いで美少女がお好みだ、と」

「じゃあ、その噂がたった原因は知ってるか？」

「原因……？」

　驪珠は視線を宙ちゆうに彷徨わせる。聞いたことがあるような気もするし、まったくないような気もする。

　敬達は黙って驪珠の答えを待っているだけで、どうやら自分で正解を告げる気はないらしい。困って隣を見ると、朱明が助け舟を出した。

「主しゆ上じようが王位につかれてから、公主さまは良家の娘を自分の宮に招いては話し相手をさせるようになった。その選ばれた娘がことごとく王の妃ひ嬪ひんになりそうな美女ばかり」

「義妹いもうととなる人物の選定をしているとも、飾り立てて人形代わりに愛めでているとも、その美女たちの生き血を吸って美び貌ぼうを保たもっているともいわれているね。──とにかく公主さまは、男など見向きもせずに評判の娘を自分の膝ひざ元もとに度たび々たび呼びよせてる、ということさ」

　引き継いだ蒼天の声こわ音ねが弾はずんでいるのは、気のせいではないだろう。

「それって……」

　驪珠は目を見開いた。さすがにそこまで言われれば、なぜ王宮に来いと言われたのか予想がつく。敬達が、厄やつ介かいなものに捕まってしまって気の毒に、と言わんばかりの目でこちらを見ていた。

「ああ、公主さまが、驪珠ちゃんをご所望だ」

「どうして、私を……？」

「さあ、そこまでは俺も知らない。会って本人に訊いてくれ」

「──公主さまに会うなんて、俺は反対だ！」

　今まで沈ちん黙もくを貫つらぬいてきた枢昱が、急に卓を叩いて立ち上がった。衝撃で椅い子すが後ろに倒れ、音が響く。

「あの公主さまが招くっていうのは、一日や二日じゃないんだぞ？　滞在しろってことだ」

「そうなんですか？」

「……まあ、そうだな」

　敬達が歯切れ悪く頷く。枢昱に対する目が険けわしい。余計なことを言って、と思っているのがよく分かった。

「招かれて、そのまま女によ官かんになった女だって多いんだ。驪珠は可愛いからな。あの公主が気に入らないはずがない！　いや、手放すわけがないんだ……！」

「兄さま、話が飛ひ躍やくしすぎよ」

　呆れて驪珠は諫いさめるが、枢昱の妄もう想そうという名の未来予想はすでに止まらないところまで広がっていた。

「いいや、そうなる！」

　枢昱は声高らかに断じる。

「公主さまはそのうち無理やり驪珠を側そば仕づかえの女官に召めし上げるんだ。他の女官に妬ねたまれて苛いじめられて、庭園の片かた隅すみでこっそり泣いているところをたまたま通りかかった主上の目にとまって──！」

「君、武官じゃなくて文筆家の方が向いてるんじゃないか？」

　拳をぷるぷると震わせている枢昱に、蒼天が耐たえきれないとばかりに噴ふき出した。半なかば本気で転職を勧すすめている口調に枢昱が嚙みつく。

　そんな孫まごの姿を見ながら、仲毅がふう、と息を吐き出し一人ごちた。

「……公主さまの命めいでは、な」

「────！」

　諦めの交まじるその声を拾った驪珠は、あっと息を飲んだ。

　頼みがある。

　そう敬達は驪珠に言ったが、話を聞く限り彼の言葉は公主の言葉も同義。──つまり、これは「公主の命令」である。いくら名門とはいえ一臣下の娘である己に、断るという選択肢しなど、はじめからないのではないだろうか。

　──でも。

　声高に命令されるまでもなく、驪珠は首を縦に振るつもりだった。

　面倒な話だと予感しながら話を聞くと決めたのは自分だ。確かにその内容には驚いたが、断る理由はない。

　──それに、行ってみたい。

　青家の別邸から帰ってきてから、またほとんど外に出ていない。少しずつ溜たまっていく欲求を晴はらすのに、これ以上なく魅力的な話のように思われた。

　──公主さまって、どんな人かしら。

　驪珠のことを求めているという、この国で一番高貴な女性と言っても過言ではない人物。己とあまり歳の変わらない彼女の周囲には、似たような年頃の娘も沢山いるのだろう。

　いくら朱明と親しくなったとはいえ、驪珠はまだ、同じ年頃の友人という存在に憧あこがれを抱いていた。身分の差はある。朱明ほど打ち解けられるとは思わない。──けれど、屈くつ強きような若い男たちしか出入りしないこの屋敷の中にずっといることを思えば、何かが変わる気がした。

「敬達さま」

　蒼天と言い合っている従兄の声をどこか遠くで聞きながら、驪珠は正面に座り、仲裁をすべきかどうか迷っている青年の顔をまっすぐに見上げる。

　ぴんと背筋を伸ばした迷いない態度から言いたいことを悟ったのか、敬達は口の端はしを上げた。

「私、行きます」

　言い合いをしていても驪珠の声だけはきちんと届くのか、枢昱がばっとこちらに顔を向けた。しかし文もん句くを言う前に仲毅が追い討ちをかける。

「そうだな。いつかこんなこともあるかと思っていた。──それに、今は意外とよい時期かもしれん」

「驪珠！　爺さんまで何言ってんだよ。爺さんが公主に言えば、もしかしたら……」

　祖父までもが賛さん成せいに回ったことに、枢昱がぎょっとした。しかし仲毅が自らの意見を翻ひるがえす気配はない。

「よかったよかった。これで殺されないですむぜ。──でも」

　はじめから断られる心配などほとんどしていなかったらしい敬達が、意外そうな面持ちで仲毅に視線を送った。

「いいんですか？」

「公主さまに直じき訴そしに行ってほしいのならそうするが？」

「いえいえ。助かります。俺もこれで首がつながりました」

　冷や冷やしてたんですよ、と敬達が苦い笑みを浮かべる。

「お師匠だけが不安要素だったんで。枢昱はどうにでもなると思ったんですけど、お師匠に直訴されたらたまらない」

「くそっ……！」

　枢昱は何か悪態をつきかけるが、結局何も言わずに口を閉じた。駄々をこねても仕方がないことは、感情はついていかなくともよく理解しているようだった。

　倒れてしまった椅子を元に戻し、再び腰を下ろす。しかし顔を覆おおった彼は呻くように息を吐き出した。

「公主さまか……」

「お会いしたことあるの？　どんな方？」

「どんなって、そりゃ──」

「──とても美しい方だよ」

　片手で器うつわを持ちお茶をすすっていた蒼天が、枢昱の言葉を受け継いだ。

「あの、今兄さまが」

　明らかに違う何かを言おうとした、と続けようとしたが、蒼天はにっこりと怜れい悧りな顔に笑みを浮かべる。無言の圧力を感じて、驪珠はつい喉のど元まで出かかった言葉を飲み込んだ。

「枢昱と似た所がある方だから、驪珠どのならきっと大だい丈じよう夫ぶだよ」

「きっとって、あの」

　この従兄に似ていると言われ逆に不安になるが、別の意見を求めて周囲に顔を巡らせても敬達も枢昱も顔を逸らした。

「私は知らない。……流れている噂通り、美しい方だ、とだけ」

　頼みの綱つなの朱明も困ったようにこう言うだけだ。驪珠の胸の中に、先ほどまではなかった不安が次々と浮かび上がってくる。

「……朱明、一緒に行かない？」

「道づれにする気か」

　だって、と顔を引きつらせていると、この場にいる誰よりも落ち着き、そして若干しわがれた声が驪珠を包んだ。

「大丈夫だ。公主さまはお前を悪いようにはしないだろう。楽しんでくるといい。王宮は──公主さまの膝元は、とても安全な場所のはずだ」

　剣一筋で何十年も暮らしてきた仲毅だ。あまり冗じよう談だんは言わず、いつだって厳げん格かくで、怖いくらいだった。けれど今驪珠に注そそがれる視線はいつになく柔やわらかい。

　──爺さまは、むしろ私を行かせたがってる？

　仲毅は、それ以上語ろうとはしなかった。けれど何かが知らないところで起こっているような胸騒ぎがする。

　祖父の目が、かつて黒竜党のことを語った時の目に似ていたからかもしれない。柔らかく、強制されているわけでもないのに、有う無むを言わせない何かがそこにはあった。










　とりあえず話の決着はついたので、敬達は帰っていった。枢昱にはもう二度と来るなと言われていたが、日取りなどの話もあるので、また会うことになりそうだった。

「楽しみか？」

　仲毅と蒼天は、まだ少しだけ話が残っていると言って再び一室にひきこもってしまう。枢昱は荒れていて、やり場のない怒りを撒まき散ちらしながら、剣を片手に屋敷の一角にある鍛たん練れん場に向かった。被害者となっているらしい門人の悲鳴が時々聞こえてくる。

「ええ。──ちょっと、不安もあるけど」

　朱明の問いに、部屋の隅の長椅子に座っていた驪珠は備え付けの小さな枕まくらを抱きかかえながら答えた。

「不安？　さっき話に出た、公主の人ひと柄がらか？」

　部屋の中心にある、先ほどまで一同が座っていた円卓。椅子に逆向きに座り、背もたれに腕と顔を乗せている朱明が不思議そうに首をひねった。

「それもある、けど……」

　勿もち論ろん、いくら話を聞いてもよく分からない公主像への不安はある。けれど、それだけではなかった。

「私は、引き取られてから、ほとんどこの屋敷の中ですごしてきたでしょう？」

「そうだな」

　少しずつ頭の中で考えをまとめながら口に出していく。朱明は相あい槌づちを打つだけで、急せかすことなく辛しん抱ぼう強く驪珠が話すのを待っていた。

「王宮に行くと、きっと、公主さま以外の人にも会うでしょう？」

「まあ、公主だけというわけにはいかないだろうな」

「私は柳驪珠としてほとんど人前に出たことなんてないし、朱明が呆れるほど、家と家とのこととかも知らないのよ」

　祖父も枢昱もいないところで、まったく知らない人と渡り合わなければならない。しかも相手は驪珠の身の上を、きっと多少は知っている。

　──そもそも、私の家だって、なぜ襲おそわれたのか。

　遠い遠い記憶が、色いろ鮮あざやかに蘇よみがる。

　あの日──黒竜党でのあの最後の日。すべてのきっかけとなったあの客人は、何と言った？

『目め障ざわりな柳家が途と絶だえれば怖いものなどない』

「王宮は、遠くから見ているととても華はなやかで、豪華で、綺麗だわ。でも、それだけじゃないでしょう？」

　その裏で熾し烈れつな権力闘争があることを、驪珠だって知っている。

「『柳家の血に趙家の後ろ盾。欲しいと思う人間は多い』。そう言ったのは朱明だわ。私も──」

　知らない間に何か利用されることがあるのかもしれない。

　詳しく知らないからこそ、蒼天のような頭の回る人間の口くち車ぐるまに簡単に乗せられそうで怖かった。自分だけならいい。けれど、祖父や従兄にまで迷惑がかかるようなことがあったら申もうし訳わけないと不安になる。

「驪珠……」

　俯うつむいていた驪珠は、予想以上に近いところで朱明の少しかすれた声を聞いて、驚いて顔を上げた。すぐ目の前に、整った、美少年とも美少女ともとれる凜りんとした顔がある。

　涼すずしげな眉は寄せられて、口くち許もとも固く結ばれていた。鋭く力強い色を湛たたえる鳶色の瞳はわずかにかげり、驪珠の顔を映し出している。

　心配されているのだと、すぐに分かった。

　申し訳ないと思う。その一方で、心配してもらえることに喜びを感じている自分がいた。

　──朱明にしか、話せない。

　枢昱には言えない。仲毅にも言えない。──でも、朱明ならきっと拒こばまず、聞いてくれる。

　そう分かっているからこその、甘えだった。

「すまなかった。不安にさせるつもりで、あんな話をしたわけではなかったんだが」

「朱、明……」

　いつの間に移動してきていたのか。彼は長椅子の前で片膝をついて驪珠を間近で見上げていた。膝の上に置いていた微かすかに震える手に、朱明の大きく繊せん細さいな手が包み込むように重ねられる。

　──温かい。

　まだ完全に夏が過ぎ去っていないのに、緊張のせいか手がすっかり冷たくなっていることに気づいた。朱明の手から、ゆっくりとぬくもりが移ってくる。しかし一方で、少し気恥ずかしい感じもした。

「大丈夫だ」

　何の根拠があるわけでもないのに、その囁ささやきがこんなにも心強く、乱れた心を落ち着かせるのはなぜだろうか。

　──どうして、なんだろう。

　従兄である枢昱とも、幼い頃から一緒に育ってきた飛龍とも違う思いが朱明に対してある。けれども周囲に異性の友人どころか同性の友人すらいなかった驪珠には、それが初めてできた頼れる友人への信頼なのか、それ以上の依い存ぞんなのか、よく分からなかった。

「……ねえ、さっきも言ったけど、一緒に行かない？」

　自分で行くと決めたのに。そう情けない思いでいっぱいになりながら、驪珠はつい、思いを口に出した。

「公主さまには、私がきちんと説明するから」

　先ほどの軽口とは違う真剣な説得に、朱明が苦笑する。

「やっぱり道づれにする気か」

「そんなんじゃ」

　口では言いながらも、自分でも調子のいい発言だと自覚していた驪珠は視線を逸らす。だが朱明は軽く首を振った。

「いや、いい。兄上が喜びそうだ。さっき驪珠がそれを口に出した時、兄上の目が光ったのを私は見た。──それに」

　一度言葉を切った朱明の顔に、驪珠は恐る恐る視線を戻す。すると相変わらず優しい色を浮かべた瞳が、じっと見上げていた。

「前に、私は味方でいると言ったからな。──驪珠が望むのなら、どこにだって共に行くさ」

　言って、朱明は少し照れたように笑った。










　趙家の無ぶ骨こつな門の前に一台の立りつ派ぱなしつらえの馬車が横づけされたのは、それから七日が過ぎた日の朝のことだった。緊張をほぐすようにゆっくりとよく嚙かんで朝食をとっていた驪珠が、ようやく箸はしを置いたくらいの時間だ。

　──来たわ。

　ぐっと気持ちを引きしめる。

　祖父から何度も受けた注意を頭の中で繰り返しながら驪珠は立ち上がった。

　──何かが変わるかもしれない。

　以前、蒼天の話を受けた時、大変なこともあったが結果として朱明という大切な存在を得た。だったら今回も何か大きなものが得られるかもしれない。

　恐れてばかりでは何も変わりはしないのだと、七日の間、驪珠はすべてを前向きに考える努力をするようにしてきた。

「やあやあ、驪珠ちゃん。今日も可愛いね」

　勝手に上がり込んだらしい敬達が、廊ろう下かに出た驪珠の姿を認めにこやかに手を振る。すぐに敬達の来訪を聞きつけた枢昱がどたどたと音を立てながら廊下を疾しつ走そうしてきて、庇かばうようにして驪珠の前に立った。

「こんな朝早くから、非常識だろう！」

「黎華さまが早く行けってうるさくてさ。ずっと楽しみにしていらしたから。──驪珠ちゃんと出かけるのを指折りで楽しみにしてた枢昱さながらだったぜ」

　とても分かりやすいたとえにより、驪珠は姿も知らない公主が己に寄せる期待の大きさを正確に把は握あくした。

　──もしかしたら、公主さまも一緒なのかもしれない。

　不自由な身の上で、何か新しい変化に飢うえているのではないか──。そんな共感めいたものを感じると共に、世間知らずの自分がその期待に添えるだろうかと一いち抹まつの不安も覚える。胸元をそっと握にぎりしめた驪珠の横で、ぽんと枢昱の肩を叩いた敬達がしみじみと言った。

「お前と黎華さま気が合うぜ、きっと」

「お、ま、え、な！」

　嫌いやそうな顔をしながら手を払いのける枢昱の姿が子供のようで微ほほ笑えましくて、驪珠は思わず笑みをこぼした。

「この間も思ったけど、仲がいいのね」

　趙家には沢山の武官が訪れる。人あたりのよい枢昱は若手の者には慕したわれ、年上の者には一目置かれていることくらい、驪珠だって知っていた。だがこうして誰かとじゃれあうように接する従兄の姿を見たことは、敬達と会うまでは一度たりともなかったのだ。

　しかしこれを聞いた枢昱はおぞましいことを聞いたとでもいうように渋じゆう面めんを作り、対して敬達は深く頷いた。

「ああ、俺は驪珠ちゃんがここに引き取られる前、仲毅どのに弟子入りしてたからな。その時一緒に釜かまの飯めしを食った仲ってやつさ。今は配属が違うから、なかなか顔を合わせる機会がないんだけど」

「でも、兄さまと同じ格かつ好こうじゃないですか」

「近衛このえは近衛なんだけど、こいつは人目に触れやすい花はな形がたの城外で、俺は目立たない城内さ。特に黎華さまの宮周辺を警備してるんで、今回の任が回ってきた」

　なるほど、と驪珠は頷く。つまりとばっちりを食ったわけだ。

「ほんと嫌になるぜ。何が悲しくてあんなむさくるしいおっさんの顔ばかり見なけりゃならんのか。──あんなのと美女ぞろいの女官しか見ずに育ったら、そりゃ黎華さまも男嫌いになるよ」

「何がむさくるしいおっさんの顔ばかり、だ。女官を口く説どきまくりだと聞いたぞ。仕事をしろ、仕事を！」

「うるせぇ。どんな美女にも靡なびかないお前が変なんだ。話にならない、あっち行ってろ。──というわけで驪珠ちゃん、あんまり遅くなると黎華さまに恨み殺されそうなんでね。早々と出発したいところなんだが」

　枢昱のことなど見もしないで、ただ邪魔な羽虫を追い払うように手を振りながら、敬達は少し困ったように眉を寄せた。

「はい、ちょっと待っていてください。荷物を取ってこさせますから」

　驪珠は近くにいた使用人の一人に声をかける。自分自身の準備は、すでに朝食をとる前に終えていた。

『あいつらに着飾った驪珠を見せるのか？　いやでも、驪珠に変な格好をさせて惨みじめな思いをさせるわけには……』

　敬達も蒼天も去った夜、あれだけ城に上がるのに反対した枢昱は、それが不可抗力だと無理やり納なつ得とくすると、次は装いについて一人頭を悩なやませ始めた。驪珠としてはほどほどに恥ずかしくない格好をしていればいいという認識だったのだが、枢昱は頑がんとして首を縦に振らなかったのだ。

『公主さまはおそらく色々と──滞在する上で何不自由なく過ごせるように、すべてを整えてくださっているぞ』

　呆れ果てて仲毅は言ったが、むしろ枢昱の闘争心に火をつけたらしい。ならば行くまでの装いには殊こと更さら力を入れなければと、彼は己が買ってきた幾いく多たの服を引っ張り出すように使用人に命じた。

　買い与えられるだけでそのほとんどを封印していた驪珠がこんなにもあったのかと驚く前で、彼はそれら一つ一つを吟味し、使用人の女たちとああでもないこうでもないと驪珠の身体に合わせながら議論していく。ようやく結論が出たのは、夜の帳とばりが大分下りた頃だった。

　なので今日、驪珠は枢昱のお墨付きに身を包んでいる。紗しやの領ひ巾れを持たされ、頭には大輪の華を模もした髪飾りが添えられるという力の入りっぷりだ。

　念のためにと持たされた着替えの内容も推おして測はかれる。驪珠は先方で用意してあるものが自分の好みに合うことを、真剣に祈いのっていた。

「──急せかして悪いな。枢昱はどうも俺が気に入らないらしい」

　御ぎよ者しや台だいに乗った敬達がそう声をかけてきたのは、祖父への出しゆつ立たつの挨あい拶さつを終えて乗り込んだ馬車が、枢昱の名残なごり惜おしそうな声を背に出発した後だった。

「ふらふらしてるのが気に食わないんだろうな。昔からそうだよ。俺の愛は何一つ伝わりゃしない」

「兄さまのこと、昔からご存じなんですよね？　どんな子供だったんですか」

　引き取られた時、枢昱はまだ少年期の面おも影かげを残した青年だった。それでもすでに武官として出しゆつ仕しを始めていた彼は、当時十一の驪珠から見れば十分大人に見えた。

　当然それまで会ったこともない従兄だったが、最初からどういうわけか驪珠のことを猫かわいがりしてくれた。だから、驪珠がいなかった頃の枢昱がどんなふうだったのか、まったく思い浮かべることができないのだ。

「優等生だったぜ」

　当時のことを思い出しながら、くすりと敬達が笑う。

「さぼることばっか考えてた俺とは正反対。まあ、俺に言わせれば単純馬鹿なんだけどな。だから、あんたが引き取られた後、最初に枢昱に会った時には驚いたもんだ。あんなふうに暴走する奴だとは思ってなかった。──それまで枢昱の口からあんたの名前を聞いたこともなかったし」

「それは……」

　そうだろう。

　おそらく枢昱が驪珠の存在を知ったのは、「唯一生き残った可哀想な娘」としてあの家に引き取られてからなのだ。それ以前に話が出るわけがない。

　──これ以上追及されたらどうしよう。

　驪珠が言い淀よどんでいると、敬達が再び口を開いた。その声音は今まで聞いてきた枢昱を手玉に取る楽しそうなものとは違う静かなものだ。

「うちも、柳家とはそれなりに付き合いがあった」

「え……？」

「俺の家──燕えん家って言うんだけどさ、先の王位争いでは柳家と同じ王子を推していたんだ」

　気まずくて伏ふせぎみだった顔を、驪珠は弾はじかれたように上げた。

　趙家では驪珠のことを慮おもんぱかって黒竜党の話をすることは禁きん忌きとなっている。だから黒竜党に滅ほろぼされた柳家の話が出ることもほとんどなかった。忘れているのなら忘れたままの方がいいと、枢昱も仲毅に言い含められているのだろう。

　知りたいと、思わなかったわけではない。けれど当時加害者側にいた驪珠は、娘──驪珠の母を失った仲毅に直接尋ねることがどうしてもできなかった。

「王位争い……」

「孫そん家も厄介なことをしてくれたもんだよ。あんたの父さんが生きてれば、きっと今の主上は王位についてはいなかったぜ」

　その話が誇こ張ちようなのかまぎれもない真実なのか、残念ながら今の驪珠に判断する術すべはない。返答に窮きゆうする驪珠に構うことなく、敬達は淡々と続けた。

「だから俺は、あんたの父親に会ったことも、俺の親父に連れられて柳家に行ったこともある。──だけど、娘がいるなんて話は、聞いたことがなかった」

「…………」

　顔が強こわ張ばり、どんどん青ざめていくのを驪珠は感じていた。

　──いけない。平静を保たないと。

　当然だ。その時驪珠は、柳家にはいなかったのだから。けれどそれは明るみに出てはいけないことなのだ。

　唇くちびるを嚙みしめる。幸いにも敬達は手た綱づなを握り前を向いたままだ。驪珠は毅き然ぜんとその背を見つめ、腹に力を入れた。

「ごめんなさい、私、何も覚えてなくて」

　何か言われたらこれで通せと、仲毅にも言われている。

　事情に明るくない驪珠が何かを取り繕つくろうには限界がある。覚えていない。そう言ってしまえば、少なくとも墓ぼ穴けつを掘ほることはないだろう。

　悪かったよ。そう悪びれもせず笑って引き下がってくれるかと思えば、敬達は意外にも更に言い募つのった。

「驪珠ちゃんさ、本当に、覚えてないのか？」

　今までと変わらない、落ち着いた口調だ。しかしどういうわけか、驪珠は自分がひどく追いつめられているかのような感じがした。

　──この人。

　家長である仲毅が言ったことは家の中では絶対だ。それは上下の規律が厳しい武人たちの中でも同様で、頂点に立つ仲毅が一言言えば、門弟たちは誰も驪珠に対する疑問など口に出したりしなかった。中には違和感を持っている者もいたかもしれないが、少なくとも、驪珠に直接問うてくる者は皆かい無むだった。

　それなのに敬達は、淡々と真しん偽ぎを問うのだ。

　──この人、武官らしくないんだわ。

　飄ひよう々ひようとしている、型破りな武官。──それはすなわち、言われたことを愚ぐ直ちよくに遂すい行こうする驪珠がよく見知った武官たちとは違うということだ。

　──きっとこの人は、何でも訊いてくる。

　話していて、少しでも引っかかることがあれば、日常会話の延長でさらりと訊いてくるのだろう。そんな予感がした。

　気安くて軽くて、そして楽しい人だ。けれどそのことに油断して気を抜いてはいけないと、驪珠は敬達に対する認識を改めた。

　目もつ下かの問題は現状をどう乗り切るかだ。驪珠はからからに乾かわいた口を開き、無理やりかすれた声を絞しぼり出した。

「それはどういう──」

「──実はもとから知らない、とか」

　馬車がぴたりと止まる。

　そして、敬達がゆっくりと振り返った。

　その時、自分がどんな顔をしていたのか驪珠には分からない。けれども振り返った敬達は一目見るなり苦笑して、頭をかいた。

　一気に張りつめていた空気が緩む。驪珠の緊張も解けかけるが、ここで気を抜いてはいけないと思い直した。

「悪かったよ、そこまで困らせるとは思わなかったんだ」

　御者台から軽やかに飛び降りた敬達が近づく。反射的に身をすくめると、彼は親指で背後を示した。肩越しに、遠影こそ見慣れているもののあまり近くでは見る機会がなかった王宮の白壁が見える。

「ついたぜ」

「あ……」

「悪かったって。ちょっと絡んでみたくなったんだ。趙家で真ま綿わたにくるまれるように大事にされてるあんたが柳家の娘じゃないなんて、最初から思っちゃいないよ」

　驪珠を城門前の広場に引っ張り出し、近づいてきた兵士に馬車を預け二、三指示を出す。それから敬達は力を抜けとでもいうように、肩を軽く叩いてきた。

「ただ何かあるような気がしてな。気にしないでくれ」

「敬達さまの、お父さまは……？」

　顔も知らない父親と、懇意にしていたという敬達の父。

　──もしかしたら、何か勘かんづいて？

　だから息子に探さぐらせようとしたのだろうかと考えたが、敬達は苦い笑みを浮かべながら首を振った。

「親父おやじは、その、もう死んでる」

「え……？」

「あんたのお父さんが死んで、推してた王子も王位につかすことができなくて。拍ひよう子し抜けしちゃったんだろうな。去年ぽっくりといっちまった」

「……ごめんなさい」

　申し訳ない気持ちでいっぱいになり、驪珠は慌てて頭を下げる。しかし敬達はもう割り切っているのか、努つとめて明るい声を出してくれた。

「いいって。親父の話を振ったのはこっちだし。そんな顔するなって。頼むぜ、枢昱に殺されちまう」

　ぱん、と手を顔の前で合わせた敬達に驪珠はようやく力を抜いた。それと同じような台詞は前にも聞いたことがある。

「……それ、前に蒼天さまにも言われたことがあります」

「蒼天？　ああ、枢昱仲いいもんな、あいつと。この間もいて驚いたぜ」

　歩きだしながら、敬達はあからさまに顔をしかめた。

「何考えてるのかよく分からなくて、どうも苦手なんだよな。枢昱みたいな単純馬鹿があの腹黒そうな男と友達。俺の宮廷七不思議の一つだ。──朱明は嫌いじゃないんだけどな」

「親しそうでしたね」

　敬達がゆっくりと歩いてくれるおかげで、驪珠は苦もなく彼の横に並ぶことができる。

「ああ、何度か顔を合わせたことがあって。文句なしの美人なんだが、あのなりのせいかどうも口説く気がしないんだ。だからこそ、気安く付き合える」

　はは、と敬達が声を立てて笑ったが、驪珠はひきつった笑い声しか出てこなかった。

　──本能的に分かる人は分かるものなのかしら。

　もし朱明が女ではないと知ったら、敬達はどんな反応を示すのだろうか。

「結局あいつも来るんだろ？」

「はい」

　問われ、驪珠は頷いた。

　驪珠から直接公主さまにお願いしようかとも思っていたが、話を聞いた蒼天がさっさと手を回してくれたらしい。

『うちの朱明も巷じゃそれなりに有名だからね。公主さまも噂はご存じで、むしろ是非にと言われたよ』

　いつもと変わらない笑みを浮かべて、気にすることはないと蒼天は言った。朱明が言った通り、この展開を望んでいたのかもしれない。

「でも、まだ来ていないみたいです」

　城門の前をぐるりと見渡してみるが、それらしき人影はない。何しろ目立つ彼だ。いれば探さなくても向こうから目に飛び込んでくる。

　しかし歩きながら驪珠に倣ならって首を巡らせた敬達は、右から左までを見回した一いつ拍ぱくののちに、ぎょっとある一点に視線を戻した。

　凍こおりついたように足も止まる。

「なあ、あれ……」

「あ……」

　指先を追った驪珠も思わず声を上げて立ちすくんだ。城門の前、太い朱しゆ塗ぬりの柱に腕を組みながら背を預けている美少女がいる。

　朝も早くから出仕してきた真面目な官かん吏りたちも皆驚き言葉を失っている。近づく勇気がないのか一番遠い場所から門の中へ入ろうとするが、気にしないふりをしてもちらちらと視線が向けられていた。

　まるで珍ちん獣じゆうのような扱あつかいが気に食わないのか、少女がため息をついて髪をかきあげた。日の光を受けてきらきらと輝く色はよく見知った銀。長めの前髪の合間から見えるのは、薄うすく化け粧しようが施ほどこされているが凜々しく涼しげな目許。

「朱明……」

　呆ぼう然ぜんと呟くと、官吏たちが言葉を失い生まれた静せい寂じやくのせいで、朱明の耳にも届いたようだった。伏せられていた顔が上げられ、不ふ機き嫌げんな面持ちが吹き飛ぶ。辺あたりを見回した彼は、すぐに鋭い鳶色の瞳に驪珠を映した。

「──驪珠」

　少しかすれた声は間違いなく朱明のものだ。いつもは中性的な容貌に拍はく車しやをかけるその声も、今日の姿では色いろ艶つやがあるように感じられた。

「ど……」

「ど？」

「どうしたの、その格好!?」

　駆け寄って、驪珠は朱明の姿を見上げた。それはもう、見事な女装である。

　女ものが似合うだろうと思う一方で、男ものの服が似合いすぎ、着飾る朱明の姿が想像できなかった。性別が男だと知ってからは、尚なお更さらだ。──けれど、今の格好に何の違い和わ感かんもない。

　いつも高く括くくっている髪は一部だけを結い、あとは背中に流している。髪飾りはないが、煌きらめく銀髪が鮮あざやかなので見み劣おとりすることはない。服装も驪珠が身にまとっているような可愛らしいものではないが、長身をいかしたすっきりと品があるものだ。

　──凄すごい。

　まじまじと見つめ、驪珠は感かん嘆たんの息を漏もらす。
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　今の朱明を見たら、誰も男装の麗れい人じんと名高い青家の娘だとは思わないだろう。

「折せつ角かく公主さまの元に行くなら精一杯めかしこんで取り入ってこいと兄上に命じられた。──私だって、やればできるんだぞ」

　どうだ、と朱明は胸を張り、応こたえるように横から敬達が惜しみない拍はく手しゆを送った。

「女は化けるな。どうだ朱明。今夜一緒に」

「ほう、それほど兄上と親しん戚せきになりたかったとは知らなかったぞ」

　鼻の下を伸ばしている敬達を冷たく一いち瞥べつした後、朱明は驪珠に視線を移した。そのまま頭の先からつま先までをしげしげと眺め、納得したように呟く。

「驪珠のは……枢昱どのの趣味だな」

「そうよ。兄さまがはりきっちゃって……。変かしら？」

「そんなことはない」

　腕を広げ、飾り立てられた自分の姿を不安げに見下ろす。本当は女ではない朱明の美しさに圧あつ倒とうされている驪珠に、彼はやんわりと首を横に振った。

「よく似合っている」

　どうせお世せ辞じだと思いながらも驪珠ははにかむ。

　枢昱もその他の家人も太たい鼓こ判ばんを押してくれたが、朱明に言われるとその時とは違う、少しこそばゆい気持ちになった。

　それでも礼を言おうとした、その時。

「──ほう、そなたが柳家の娘か」

　突とつ如じよ割り込んだ知らない声に、驪珠は喉の奥まで出かかった言葉を飲み込み、反射的に声のする方へ顔を向けた。
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『こちらにおいで、黎れい華か』

　かつてこの国で最も高貴だった男は、それまでどれほど難むずかしい顔をしていたとしても、自分の姿を見たとたんに相そう好ごうを崩くずした。

『おとうさま』

　拙つたない言葉で呼びながら伸ばした手をとってもらった。優しく頭をなでてもらったことも、膝ひざの上に乗せてもらったこともある。

　先王が成なした四人の子のうち三番目。身分の低い母親から生まれ、後こう宮きゆうの片かた隅すみでひっそりと暮らし、やがては適当な臣下か他国へ政略のため嫁とつがされるものと誰もが疑わなかった最初にして唯ゆい一いつの女じよ児じ。

　その女児だけが、兄王子や夫人を差し置いて、父王の愛を独ひとり占じめにした。

　なぜそこまで溺でき愛あいされたのか、黎華自身にもよく分からない。しかし他の女人に向ける愛情と同じですぐに冷めるだろうという周囲の予想に反して寵ちよう愛あいは続き、黎華は後宮で、そして王宮で、栄えい華がを極きわめることになった。

　父へ告げた望みがはねのけられたことなど一度たりともなかった。それに、父を介かいさなくとも誰もが黎華の言うことに嫌いやな顔一つせずに従したがったし、機き嫌げんを損そこねれば首が飛ぶと悟さとった官かん吏りたちはこぞって数えきれないほどの品々を献けん上じようしてきた。女によ官かんたちも皆、時の権力者である黎華の宮に配属されたがった。通らない我わが儘ままなど、なかったのだ。

　その寵愛が格別のものだと悟った時、黎華はまた、自身が特別な存在であると認にん知ちした。父王は、何でも望みを叶かなえてくれる便利な存在にすぎない。──この王宮の真の頂点にいるのは自分なのだ、だから皆がひれ伏ふして己おのれの言うことを聞くのは当然なのだと、真剣にそう信じていた。

　当時、この王宮は間違いなく、黎華を中心に回っていたのだ。

　──わらわがいたから。

　そんな黎華がいたから、身分の低い母と王位継けい承しようの可能性が皆かい無むに近い同どう腹ふくの弟は、顧かえりみられることはないまでも特に不自由することなく暮らすことができた。

　これといった後うしろ盾だてを持たなかった両者は、黎華の威い光こうがなければ、とうの昔に王宮の闇やみに飲み込まれていたことだろう。──だというのに。

「まったく、世も末じゃな」

　父王が死んだ後も、黎華の強い立場は変わらない。長ちよう兄けいの死を皮切りに始まった王位争いを経て、どういうわけか弟玄げん奏そうがその地位を継いだからだ。

　そう、弟が。

　よりによって、愚ぐ図ずで、暢のん気きで、すべてにおいて黎華に劣おとるあの弟が。

「皆、あの愚ぐ弟ていになど夢中になりおって」

　父はおそらく女児が欲しかったのだろう。母は黎華を産んだから、もう一度子供を産む機会を与えられた。

　黎華がいたからこそ誕生した弟は、特にこれといった才さい覚かくもなく、姉の気が変われば簡単にその地位を失うような存在だった。それでも庇ひ護ごしていたのは同腹の誼よしみと、強者が弱者へ与える憐あわれみに近い感情だった。

　すべては黎華ありきだった、言ってしまえば己より格下の立場である弟はしかし、王という立場につくやいなや一転してちやほやされるようになった。自みずからが蔑ないがしろにされているとは思わないが、取り巻く者の数は格段に減った。──目をかけていた女官たちが幾いく人にんも、弟の宮へと流れた。

　だから黎華は臣下の娘を呼びよせるようになった。以前よりはいささか融ゆう通ずうが利ききにくくなり退たい屈くつになった宮中での生活を、より豊かなものにしようという気持ちもある。だがそれ以上に、美しいと評判の娘たちを、弟の后きさきにという話が上のぼる前に自分の側へ引き入れたかったのだ。

　己を持ちあげてくれる要員として。──そして、弟ではなくただ自分だけを見てくれる存在として。

「柳りゆう家けの娘に青せい家けの娘、か」

　人目を避さけて黎華は城門へと向かう。部屋に閉じこもったふりをして女官たちの目をかいくぐることなど、造ぞう作さもないことだった。

　そして城門の前。この場には不似合いな二人の少女を見つけ、黎華は彼女たちが己に気づくのを待てず、自ら声をかけた。










「公こう主しゆさま、ですか……？」

「肩書きで呼ぶなど無ぶ粋すい。黎華と呼ぶがよい」

　咄とつ嗟さに膝ひざをつこうとしたものの、止められてしまう。見ると敬けい達たつも軽く目もく礼れいをしただけで立ったままだった。驪り珠しゆは反応に困り、供も連れずに現れ尊大に言い放はなった公主黎華を見上げる。

　──凄すごい、綺き麗れい。

　絶ぜつ世せいの、と言って差さし支つかえのない、文句なしの美人だった。小さな顔の造ぞう形けいがぞっとするほど整っているだけでなく、纏まとう空気が一般の子女とは明らかに違う。その雰ふん囲い気きが、只ただ人びととは違う存在──たとえば仙せん女によが誤あやまって地に降り立ったのではないかと錯さつ覚かくさせた。
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　身につけているものは胸が大だい胆たんにあいた黒衣に紫むらさきの薄うす衣ぎぬ。取り立てて華か美びというほどではなかったが、金きん糸しの見事な刺し繡しゆうが黎華の纏まとう神秘的な雰囲気をより一いつ層そう際きわ立だたせていた。

　驪珠の記き憶おくが正しければ、彼女は三つ年上──つまり十九歳のはずなのに、ひどく大人びていてもう少し上に見える。しかし一方で、猫のように大きな目が笑えば子供っぽくも見える、何とも不思議な人だった。

「そなたが柳家の驪珠だな。なるほど、そなたの従兄いとこが自じ慢まんしたくなるのもよく分かる」

　くすりと笑われ、驪珠の頰ほおに朱しゆが走る。興味の光をちらつかせる黎華を直視できずに視線を逸そらした。

　──何で公主さまの耳にまで入ってるのよ！

　ここにはいない従兄を今すぐにでも問いつめたい気分だ。王宮中の人が枢すう昱いくの従妹いとこ自慢を聞いたことがあると言われても、もう驚おどろかないだろうと驪珠は思った。

「わらわも美び辞じ麗れい句くを並べたてられ褒ほめられるのは慣れているが、わらわに対して他者をあのように褒める人間は初めてでな。──会ってみたいと」

「それは、その……光栄です」

　何とか取り繕つくろったが、驪珠の口からは乾いた笑いがこぼれた。

　──あれだけ反対してた兄さまがすべてのきっかけなわけね。

　枢昱のおかげでこのような機会を得られたともいえる。──そう頭では理解しても、素直に感謝する気になれないのはなぜだろうか。

　──もう一度きっちり言わないと駄だ目めね。

　むしろ自分のことを吹ふい聴ちようして回るなとか繰り返すよりも、いっそしばらく口をきかない方が効果的かもしれない、と驪珠は思い直した。

「気持ちは分かるがあまり従兄を責せめてやるな。──昔から、そなたには会ってみたいと思っておった」

　いつの間にか複雑な気持ちが表に出ていたらしい。近づいてきた黎華が、驪珠の頰に手を添そえた。青せい灰かい色の瞳に、戸と惑まどう己の姿が映り込む。

「私に、ですか？」

「黒こく竜りゆう賊ぞくの奇襲の話も、柳家唯一の生き残りの話も、時の宮中を騒さわがせたものよ」

　黎華はさも当然と言わんばかりの口調だったが、驪珠はやはりそうなのか、と新鮮な気持ちでその話を受け止めた。

　枢昱があまりに自分のことを言いふらしているせいで忘れがちだが、もともと驪珠は劇的に散った名門柳家の唯一の生き残りである。それだけで人口に膾かい炙しやするには十分な立場といえた。

「最近、ふとそなたのことを思い出す機会があってな。──しかし期待通りじゃ。わらわの勘かんに狂くるいはなかった。ふふふ。さすがわらわじゃ」

「……毎回言ってんだぜ、あれ」

　満まん悦えつしている黎華を傍はた目めに敬達が朱しゆ明めいの耳元でぼやく。

「聞こえておるぞ、敬達！」

　驪珠の耳にも届いたのだ。黎華にも聞こえるだろう。

　勢いよく振り返った彼女は鋭するどい目で敬達を射い抜ぬく──が、すぐにふっと鼻を鳴らし、驪珠を自分のもとに引き寄せた。

「言わずとも分かっておる。愛らしい娘たちを侍はべらすわらわが羨うらやましくて仕方がないのであろう。その美的感覚は褒めてやってもいいが、わらわの庇ひ護ご下かに置く以上、そなたの毒どく牙がにはかけさせぬぞ」

「いやあ、驪珠ちゃんはちょっと、背後に憑ついた存在を思うとなかなか」

「なんじゃ、普段見み境さかいなどないくせにつまらんな。そこから略りやく奪だつしてこそ楽しいのではないか」

「……俺に手を出してほしくないんですか。出してほしいんですか」

　一いつ貫かんしない黎華の主張に対して、敬達は慣れた調子で受け答えしている。仲毅に対していた時のような──むしろそれ以上の砕くだけた態度だった。そして尊大な彼女がそれに対して咎とがめる様子もない。

　──かなり親しいんだわ、きっと。

　男嫌い、という黎華とこれほどの関係が築けているのだ。

　宮の主あるじと守護する者。それ以上の特別な何かがあると、驪珠は直感した。

「さて、どちらが楽しいものかな。──ところで、そちらの娘が？」

　上機嫌に話していた黎華が頭を巡めぐらし、敬達の隣となりに控ひかえていた朱明に目を移す。視線を受けて軽く目礼した朱明が、よく通る声で口を開いた。

「青、朱明です」

「ふむ」

　黎華はゆったりと近づいてくると、朱明の前に立った。口くち許もとに手を添えると吟ぎん味みするように上から下まで朱明を見た後に、不ぶ躾しつけなほどじっと顔を見つめる。

　その後彼女は長い人差し指を使って顔を上げさせた。朱明は居い心ごこ地ち悪そうに、男とばれない程度に身体からだをのけぞらせながら、そっと目を逸らす。

　黎華の頭ず上じようには豪ごう華かな飾りが煌きらめいている。結い上げられた髪と飾りで水増しされた黎華の身長は、朱明と並んでも遜そん色しよくがなかった。

「男装の麗れい人じん。そう聞いておったが」

　驪珠の時とは違い、顔にも声にも喜びの色はない。朱明が若じやつ干かんたじろぎながら答える。

「女の私が男装姿で宮中に上がるのは非礼だと思い、女ものの衣服を着ることにいたしました」

「確かに、噂うわさ通りじゃな。顔形が良いのも認めるし、男装すればさぞや似合うだろう。──が、どうも気に食わんな」

　自分で言っておきながら、黎華にも気に食わない理由がよく分からないのかしきりに首をひねっている。朱明もこの展開は予想外だったらしい。戸惑っているのがよく分かる。

　──噓うそ。

　驪珠は声が漏もれないよう、口許を押さえる。

　──この朱明を見て、そう思うの？

　今の朱明は、どこからどう見ても美しい少女だ。普段男装している少女の盛装であると聞けば、確実に驪珠より朱明の方が目を引くはずなのに。

「確かにわらわが知る中でも一級品だとは思うぞ。──だが、どうしてなのだろうな。こう、無む性しように気に食わないのは。美しいと思うのに見ていて虫むし唾ずが走る」

　鼻はな白じろんだ黎華は、普通の娘が面と向かって言われたら一生立ち直れそうにないようなことを悪びれずに言い放った。

「へえ、こいつは驚いたな」

　腕を組んだ敬達が驚きよう愕がくの声を上げる。

「何だかんだ言って自分より美人は気に──」

「──わらわの方が美しいに決まっておろうが」

　散さん々ざん周囲に褒めそやされているせいか、それとも鏡で見る己の容姿に絶対的な自信を持っているせいか、その両方か。黎華は少しも迷うことなくそう断じ、敬達に鋭い視線を飛ばす。

　親しそうとはいえ公主への軽口にはらはらしている驪珠のことなどどこ吹く風で、敬達はやっちまったと言わんばかりに肩をすくめると、今度は彼女に聞こえないようそっと囁ささやいてきた。

「朱明のやつ、男装の麗人って噂に引きずられて、無意識のうちに男と認定されてるのかもしれないな」

「えっ……」

　驪珠は思わず顔を強こわ張ばらせる。

　しかし朱明が男装の麗人──女性だと信じ込んでいる敬達は、驪珠の頭をぽんぽんとなでて力づけるように声をかけてくれた。

「大丈夫だって。好みの問題だろ。黎華さまの女官を見てれば分かる。あの方は、可愛く愛らしい、庇護したくなるような娘がお好みなんだよ」

　敬達の視線の先には、不快そうに柳りゆう眉びを寄せている黎華がいる。その前にいる朱明は今まで驪珠が見たことがないほどたじろいでいた。

　驪珠はそっと敬達の横を離はなれ、黎華の横に立つ。気配に気づき、彼女はどうした？　と打って変わった蕩とろけるような笑みを浮かべた。

　──この反応、とっても覚えがあるわ。

　枢昱と似たところがあると蒼天が評すだけのことはある。

　同じ反応をする従兄のあしらい方ならば、それなりに心得ている。同じ技が通じるかどうかは分からないが、やってみる価値はあると思った。

「あの、黎華さま」

　上うわ目め遣づかいに驪珠は黎華の顔を見上げた。くらっと青灰色の瞳が揺ゆれた気がする。

「朱明を、できれば……」

「わ、分かっておるぞ！　追い出したりなどせぬわ。──さあ、わらわの宮を案内しよう。来るがよい」

　恋人に向けるかのように甘い声を向けると、黎華は艶つややかな漆しつ黒こくの髪を片手で払い、あっさりと朱明に背を向けた。

「さすが。よく心得てるじゃねえか」

　敬達が耳元で、黎華の耳に届かないよう小さな声で囁いてから後方に下がった。

　黎華に連れられ、興味深そうに追ってくる人々の視線の中、驪珠たちは進んだ。水を湛たたえた外堀に沿そいぐるりと囲む堅けん牢ろうな城壁。その正面にある門をくぐってしまえば、特別に許ゆるされた王族や高官以外は歩くしかない。

　官吏たちが働く政治の場である広い外がい朝ちようを越えなければ、王族たちの住居である内朝に辿たどりつくことはできない。左右に様々な建物を見ながら、驪珠たちは中心を通る門からの一本道を突き進んだ。

　その道の先に堂々とそびえたつのが王城の中心、王の住居である。やはり城壁に囲まれており、裏には妃ひ嬪ひんが集う後宮が存在するという。

　しかし黎華は、後宮に居きよを構えていなかった。

『あそこは王の妃賓が住むところ。誰があの愚弟のための宮に住むか！』

　そう主張した彼女は、王の娘である公主から王の姉妹である長公主となってすぐに、後宮外の離宮を要求した。結果黎華に与えられたのは本来成長した王子が使う離宮の一つなのだが、今ではすっかり「公主宮」と呼ばれているのだそうだ。

　この宮は男子禁制の後宮と隣りん接せつしているのだが、あくまでも外朝の外はずれにあるため一部分に限り男性の出入りが認められている。機嫌を伺うかがいに来る者から降こう嫁かを請こう者まで、沢たく山さんの官吏が訪れるそこを、敬達たち近衛このえの武官が守っているらしい。

　黎華が良家の娘を強引に招くことができるのも、彼女が出入り自由な公主宮に住んでいるからだ。女子とはいえ、後宮に部外者が入ることはやはり難しい。

「私、朱明が王族以外で後宮に立ち入った男の記念すべき第一号になるのかと思ったわ」

「何を言う。今の私は正しよう真しん正しよう銘めいの女にしか見えないだろう？」

　途中つま先立ちながらこっそりと耳打ちをすると、苦い笑みが返ってきた。

「……と言いたいところだが、実のところ、後宮には入らないと聞いてかなり安心した」

「でもあの反応じゃ気を抜いていられないわよ」

　驪珠はちらりと黎華の背に視線を送る。朱明は頷うなずいた後、微かすかに首を傾けた。

「というか、その……ばれてない、よな？」

「多分、ね」

　それにしても、と驪珠は嘆たん息そくする。

　敬達は好みの問題だと言った。それならばいい。けれど、それ以外の理由で黎華が朱明を「何となく」気に食わないのだとしたら、それは凄いことだと思った。

　幼おさない時は後宮、長じてからは公主宮。そんな美女、美少女たちに囲まれるという通常ではありえない環境で目が肥こえたのか。もしくは──。

「本能ってやつかな」

　朱明が頭をかく。半なかば呆あきれを含ふくんだ言葉に驪珠が同意して頷いた刹せつ那な、黎華がくるりと髪を揺らして振り返った。

　何か言われそうな気がして、驪珠は咄とつ嗟さに一歩右に寄り朱明から距離を置く。背後で一部始終を見ていた敬達が笑いをこらえている気配がした。

「着いたぞ、ここよ」

　得意げに示されたそこは、四方を壁に囲まれていた。脇に兵士が隙すきなく立つ門をくぐり、首を痛くなるほど大きく巡らせて、ようやく全ぜん貌ぼうが明らかになる。

「わぁ……」

　驪珠は思わず感嘆の息を漏らし目を見張った。

　鮮あざやかな朱しゆの地じに、金や青や緑といった様々な塗料によって公主宮は彩いろどられている。金色の瓦かわらが敷きつめられた屋根の上には数々の装飾が施され、中も特に柱や壁の上部から天てん井じようにかけ、鳳ほう凰おうや竜、亀といった縁えん起ぎ物ものの動物や花の絵が所狭しと描えがき込まれていた。

「どうじゃ、驪珠。それなりのものであろう？」

　弾はずんだ声で名前を呼ばれ、驪珠はようやく我に返る。今まで見てきた「良家の屋敷」とは段違いに贅ぜいを尽くされた室内に、一歩足を踏ふみ入れた途と端たん、口を開けて立ち尽くしてしまっていた。

　──本当に凄い。ここに住むなんて想像がつかない。

　感嘆する一方で、でも、と驪珠は思う。見ている分にはいいが、実際ここに住むとなると落ち着かない気がした。横眼で朱明を見ると、彼も驚きというより呆れに近い表情で天井を見上げている。その様子が黎華の気に障さわるらしく、腕を組んで半眼で睨にらみつけられていた。

　それにしても驪珠が圧あつ倒とうされたこの空間に、黎華は何の違和感もなく溶け込んでいる。もし彼女が普通の家に訪問する機会を得たとしたら、それこそ浮いてしまうことだろう。

　──世界が違うわ。

　もし驪珠が柳家で普通に名門のお嬢様として育ったら、臆おくすることなくこの空間に立てたのだろうか。

　ここに仕つかえている、女官たちのように。

「まあ、黎華さま！　お部屋にいらっしゃるのだとばかり！」

　黎華の、そして驪珠と朱明の姿に気づいた数人の女官が慌あわただしく礼をとっている。美少女好みと噂されるだけあって、皆みな目鼻立ちの整った十代の娘たちだ。そして確かに見たところ、朱明のような系統の娘は一人もいない。

　そんな彼女たちは顔は伏ふせていたが、目はしっかりとこちらを捉とらえていた。公主直じき々じきに迎えに行った新参者を値ね踏ぶみするような容よう赦しやない視線をびしばしと感じる。

　あまりの居心地の悪さに、驪珠は思わず身じろぎをした。










　すっかり寝不足になった状態で、驪珠は公主宮で五日目の朝を迎えた。

　驪珠が与えられたのは、公主宮の奥まった場所にある三つの続き部屋だった。一番奥の一部屋に天てん蓋がいつきでうんざりするほど大きな寝台が置かれており、残りの二部屋は居間のようになっている。

　これまで黎華が自身の宮に招いた娘の数は両手を超えるという。家の格にかかわらずどの娘もこの部屋を使ったらしいのだが、驪珠はどうしても好きになれなかった。

　金糸でふんだんに刺繡され、それでいて羽根のように軽い布ふ団とんでは緊張してよく眠れない。

　──なんだか拍ひよう子し抜けするくらい静かだわ。

　朝食を一緒に食べた後、黎華は用事があると名残なごり惜おしげに宮から出かけていった。なので驪珠はここに来てから久しぶりに、一人で過ごす穏おだやかな時間を享きよう受じゆしていた。

『さあ、驪珠。今日はいかに過ごそうか』

　朝食をとっている時、黎華は必ず驪珠にそう問いかける。しかし何か意見を言う前に自分で思いついたことを口にして、それが決定事項となるのが常だった。珍めずらしい遊具を出してきたり、お喋しやべりに興きようじたりとその遊び方は様々だったが、次々と提案して実行していくその様と、それが当然と思っている態度は、彼女の昔からの立場の強さを感じさせられた。

　──いい方なんだけど。

　黎華との時間が嫌いなわけではない。けれども枢昱以上に「愛めでられている」感覚が強く落ち着かないのも確かなので、驪珠は今、少なからずほっとしていた。

　──それにしても、胃が重いわ。

　長なが椅い子すに座ってぼんやりと庭園を眺ながめながら、驪珠は服の上から腹をさすった。

　不調の理由は分かっている。

　初日こそは宮の隅すみ々ずみまで案内してもらいそれなりに身体を動かしたが、二日目からは室内で時間を潰つぶすのが主だった。それなのに、何か祝い事のある日の晩ばん餐さんかと思うような昼食と、それを上回る品数が並んだ夕食が出されるからだ。

　体重は軽い方だと自負していたが、少し太ったかもしれない。

　──それに。

「驪珠さま、失礼いたします」

　鈴を転がすような声と共に、少女が遠えん慮りよがちに室内に入ってきた。驪珠より少し年下の彼女は、黎華によりつけられた公主宮の女官の一人だ。

「芳ほう春しゆん。──また？」

　身体はそのままに顔だけを向けると、静しず々しずと歩み寄ってくる芳春は小さな包みを携たずさえている。小さな手にちょこんと乗せられたそれを恭うやうやしく差し出され、驪珠はため息をついた。

　ここに来てからというもの、顔も知らない相手から贈おくり物をされる。装身具だったり花だったりと内容は多た岐きにわたり、贈り主もまた様々だ。

『もらっておけばいい。所しよ詮せん物を贈るしか脳のない低俗な輩やからが選んだ物。たいした品はなかろうが、捨てるには忍びない』

　なぜ自分に物が届けられるのかまったく理解ができなかった驪珠に、献上されることに馴なれきった黎華はこともなげに言った。

『わらわのお気に入りの機嫌をとっておけばわらわの機嫌もとれると思っておるのだろう。──それに、そなたは柳家の出身。わらわ抜きにしてつながりを持ちたい者も多かろう』

　機嫌をとるどころか礼状のことを考えると憂ゆう鬱うつになってしまう。黎華はそんなものを出したことがないと胸を張ったが、さすがに驪珠にそこまでの勇気はない。

「そのうち部屋が物で溢あふれるかもしれないわね」

「ええ、そうですね。素す晴ばらしいことですわ」

　呆れかえる驪珠とは対照的に、芳春が屈くつ託たくなく笑った。あどけない表情は彼女を更さらに幼く見せる。

　驪珠は包みを受け取りながら、何気なく尋たずねた。

「で、これは誰から？」

「聞いて驚いてください。──蔡さい妃ひさまからです！」

「蔡妃さま……？　蔡妃さまって、あの？」

　蔡妃。それは、黎華や玄奏の死んだ兄、元第一王子惇とん皓こうの正せい妃ひにして唯一の妃の名前である。惇皓との間に永えい皓こうという息子を一人もうけており、そのためまだ王宮を辞していないのだ。黎華のように離宮を与えられ、幼い息子と共に暮らしていると聞いている。

　思いもかけない名前は芳春の言う通り驪珠を驚かせた。

「蔡妃さまは一人しかいらっしゃいませんわ」

「でも、どうしてそんな方が私に贈り物を？」

「どうしてって、柳家が永皓さまの後こう見けんをなさっていたからでは？」

「そうなの？」

　至し極ごく当然のことのようにさらりと言われ、驪珠は目を瞬またたかせる。一方の芳春は予想外の反応に瞠どう目もくし、ぽかんと小さな口を空あけた。

「あの、その、私、家族の記憶がほとんどなくて。祖父も従兄も、あまり話してくれなくて……」

「──あっ！」

　驪珠が取り繕うように慌てて言うと、芳春は眉まゆ尻じりを下げてしゅんとうなだれた。

　家族を黒竜賊ぞくに殺され、記憶を封じた悲劇の少女──。その話を、芳春も耳にしていたようだ。

「申し訳ありません。私、なんて無神経なことを……」

　今にも泣きだしそうにうなだれる芳春に、驪珠はどきりとして腰を浮かせる。年上の者たちばかりと親しくしていたせいで、年下の者への接し方がよく分からない。

　芳春の一挙一動は、驪珠を常にはらはらさせていた。

「気にしないで。知りたいと思ってたから。──聞かせてくれるわよね？」

「私も当時はまだ幼かったので、詳くわしくは存じませんが……」

　驪珠が促うながすと、芳春は気乗りしない様子ながらもゆっくりと口を開いた。

「太子であった惇皓さまが亡くなられて、次の王太子さまを定める前に、先王も亡なくなられて。今の主しゆ上じようの兄君──当時の第二王子さまと、惇皓さまのご子息で、当時まだ幼子だった永皓さまの間で、争いが起こって」

「それで、父は永皓さまの後見を」

　言いながら、驪珠はここに来る途中に聞いた敬達の言葉を思い出していた。

　──同じ王子を推していた。

　つまり敬達の家である燕えん家も、永皓派だったわけだ。

「けれど永皓さま派の筆ひつ頭とう格かくだった柳家は、その、あんなことになってしまって。第二王子さまは外がい戚せきの孫そん家けが黒竜賊と癒ゆ着ちやくしていたことが露ろ見けんした際、母子ともども井戸に身を投げられて。──言い方は悪いですが、なし崩しに主上が王位をお継ぎに」

「黒竜賊、ね……」

　──あの日。

　第二王子の外戚、孫家からの客人。あの日扉越しに聞いた野太い声、不ふ穏おんな台詞せりふを、驪珠は一生忘れることはないだろう。

「永皓さまも今年で八つ。聡そう明めいと評判ですが、ゆえに危険視する者がいるようです。黎華さまがいらっしゃいますから、蔡妃さまもお立場はあまり芳かんばしくなくて……」

　一度区切ると芳春は驪珠に近づいた。きょろきょろと周囲を見回し人の気配がないことを確認すると、より一層小さな声で囁く。

「柳家を──驪珠さまを改あらためて味方につけたいとお考えなのではないでしょうか」

　幼い芳春の真剣な顔を、驪珠はまじまじと見つめた。

　驪珠よりも歳が下なのに、きちんと働いている彼女は、ここの事情にも明るい。舌を巻くばかりだった。

「よからぬ野心を抱いているという噂もございます。お気をつけくださいませ」

「……そう、ありがとう」

　どう気をつけたらよいのかは皆かい目もく見当がつかなかったが、折せつ角かくの忠告だ。とりあえず驪珠は神しん妙みように頷いた。

　とはいえもらってしまった以上は礼状を書かなければならない。中を確認するため包みを開いていると、横で芳春がためらいがちに声を上げた。

「あの、驪珠さま」

「何？　──あ、耳みみ環わだわ」

　簪かんざしや首飾りは多かったが、耳環をもらうのは初めてだった。物珍しさも手伝って、掌てのひらに耳環を乗せてじっくりと見下ろす。花の形をした華きや奢しやな金細工で、これならつけてもいいと思わせるほど、驪珠の好みに合っていた。

　──蔡妃さまも贈り物攻撃に苦労してらっしゃるのかしら。

　どんなものが贈られてくるのかを知っているから、あえて変わったものを贈ってきたのだろうか。それとも女官の誰かに驪珠のことを聞いて、その上で選んだのだろうか。

　──どんな方なんだろう。

　既婚者で子供までいる蔡妃のことは、さすがに趙ちよう家けを出入りする武人の口には上らない。もっとも、敬達あたりならそんなことは関係なく、口く説どき文句の一つや二つ放っているかもしれないが。

「今日は朱明さまは、いらっしゃらないのですか？」

「朱明は……」

　耳環を見ながらぼんやりと思いをはせていた驪珠は上の空で返す。が、すぐに我に返った。

「……朱明？」

「はい」

　答えた声は少し上ずっている。驪珠は視線を耳環から芳春に移し、そして目を見開いた。

　──顔が赤いわ。

　自分でも分かったのだろう。芳春は恥はずかしそうに両手で頰を挟はさんだ。

「驪珠さまは、朱明さまと親しくていらっしゃるんですよね？　朱明さまは、いつもあのような格かつ好こうをされているんですか？」

　朱明に対し、黎華は容よう赦しやがなかった。きちんと部屋は用意してあったのに、驪珠のようには泊めず、一度家に帰らせた。曰いわく「いっそ男装で来い」。

　初対面の時のように、驪珠が「お願い」をすれば黎華の決定は揺らいだかもしれない。けれどそうしなかったのは、朱明本人がそれでいいと言ったからだ。さすがに女だらけのこの宮に泊まるのは気が引けたらしく、暗あん黙もくのまま毎日通いで出入りすることが決まった。

　──来てくれるのは嬉うれしいけど。

　一緒に来てほしいと言ったのは驪珠だ。そのまま追い返されなくて、本当によかったと思っている。

　けれど朱明がいつも通りの男装でこの宮を訪れた途端、女官たちの目の色が変わったのを見て以来、驪珠の胸の中にはもやもやした思いが渦うず巻まいていた。

　──これは、覚えがあるのよね。

　ほとんど家から出ない驪珠も、まったく同世代の娘と交流がないわけでもない。たまにやってくる門もん弟ていの娘の中には、頰を染そめながら枢昱のことを訊いてくる者がいる。

　彼が普段どうしているのか。何が好きなのか。結婚の予定はないのか──。

　もじもじと上目遣いに驪珠を見てくるその態度は、そんな娘の姿に重なって見える。しかし、枢昱の話を聞いている時にはない苛いら立だちを感じた。

「そうね、いつもしてるわ。私が最初にあった時も男装してたし」

「やっぱりそうなのですね！　何だか私、あの整ったお顔と凜り々りしい立ち居振る舞いを見ていると、時々同性だということを忘れてしまいます」

　嬉しそうに、そしてうっとりと夢を見るように芳春は語る。こういう反応を示すのは、驪珠の見たところ彼女だけではなかった。

　男の出入りが可能で、かつ周囲を武官が守っている公主宮とはいえ、女官たちはどうしても異性との接触を制限される。色々と抜け道はあるものの、建たて前まえ上女官は王の女だからだ。

　そんな彼女たちが、突如現れた朱明に対し一種の憧あこがれを抱く気持ちはよく分かる。

　──でも、面おも白しろくない。

　驪珠がそう思ったところで、隣の部屋から黄色い声が聞こえてきた。

「朱明さまがいらしたんだわ！」

　ぱっと芳春が顔を輝かせる。あまりにちらちらと声のする方を見るので隣室に行く許可を与えると、実に嬉しそうに礼を言って、ぱたぱたと音を立てながら驪珠のもとを去っていった。

　静かになった部屋の中には、隣の楽しそうな声が無む駄だに大きく響いてくる。朱明がこちらに来る気配もないので、驪珠は立ち上がると部屋を区切る白い布をこっそりと捲まくって隣室の様子を窺うかがってみた。

　──まったく、大人気ね。

　見知った女官たちがぐるりと朱明を取り囲んでいる。その光景を見て、驪珠はため息をついた。

　面白くない。そう感じる理由は分かっている。

　ずっと待ち望んでいた、すべてを知る理解者。折角手に入れたそれを、簡単に横取りされてしまったような気がして悔くやしいのだ。

「馬ば鹿かみたい」

　布を戻した驪珠は、頭を振った。

　──ちょっと外に出よう。

　頭を冷やしたいと思ったし、聞こえてくる嬌きよう声せいにも辟へき易えきする。皆朱明に夢中なので少し散歩をするくらいならばれないだろうと高を括くくり、驪珠は堂々と庭に繰り出した。

　どこへ行こうかとか、目的は微み塵じんもない。ただぶらぶらとできればよかったので、驪珠は無計画に広い庭園を歩いた。けれどそれが必ずしも賢かしこい選択ではなかったことに気づいたのはすぐ後のことだ。

「黎華さまったらまた新しい子を呼んで。嫌になるわ」

　刺とげ々とげしい声を聞いて、驪珠は足を止めた。何人かがこちらにやって来る気配がする。今は誰にも会いたくなかったのでさっと茂みの陰かげに隠れると、数人の女が壁の角を曲がって姿を現した。格好からすると女官のようだが、見覚えはない。

「でも今回は後宮入りの準備だって噂もあるわよ。──柳家の娘を后につければ、蔡妃さまも永皓さまを王位につけるのを諦あきらめるだろうって」

　そんな噂が、と驪珠は茂しげみの中で目を見開く。一方で、どうりで贈り物も多いはずだと妙なところで納得した。

「それは違うと思うわ。黎華さまのあれは、いつものことよ」

　当人が目の前にいるとは夢にも思っていない彼女たちは、楽しそうに軽口を叩く。

「あら、でも蔡妃さまとしては是ぜ非ひとも永皓さまの妃にって思ってるはずよ。削そがれた勢力の旗はた頭がしらにもなるし。あーあ、いいわよね。引く手あまたで。私ももっといい家に生まれたかったわ」

「実力で主上を籠ろう絡らくするという手があってよ」

「あの方を見ていると、どうもそういう気になれないのよね」

　一人が笑いながら漏らした言葉に、そうね、と周囲も同意した。

「分かるわ。とってもいい方だとは思うんだけど」

「それに黎華さまの反応が怖そう。──主上のこと、あまり快こころよく思っていらっしゃらないみたいだし」

「でも永皓さまのことだってお嫌いよ」

「あれは永皓さまが黎華さまのことを『叔お母ば上うえ』って呼ぶからよ」

　私も嫌だわ、という声を最後に、女官たちの声は聞こえなくなった。少しだけ顔を出すと、遠ざかって行く彼女たちの背中が見える。

　自分への非ひ難なんめいたものが交まじる会話に動揺しなかったわけではないが、一方であれが陰口か、と妙な関心をしていた。

　黒竜党にいた時代は、賛さん美びの声しか驪珠の耳に直接入ってはこなかった。趙家に引き取られてからも、血気盛んな門人たちは悪口よりも拳こぶしが先に飛ぶことが多く、悪口を言うとしても堂々と本人の前で口にすることが多かったのだ。

　──それにしても『他人事じゃないぞ』か。

　家の話をした時に朱明が言った警告めいた言葉。その意味が、今になってようやく分かったような気がした。

「知らなかったわ」

　ぽつりと呟いた言葉は、風に乗ってどこかへ消えていく。

　柳驪珠として生きるよう、かつて仲ちゆう毅きは言った。しかしそう言いながらも、滅ほろびた柳姓を背負う意義を知らない娘が何も困らないよう、守ってくれていたのだ。

　小しよう弓きゆう姫きに関して、祖父に沢たく山さん迷惑をかけていることを知った。けれど、それだけではなかったのだと実感する。

　驪珠は茂みから立ち上がると、裾すそについた土や葉も払わずに再び歩き始めた。一人でゆっくりできる場所を探したかったのだ。

　人を避けるように庭園の奥へ奥へと突き進んでいく。すると、壁にぽっかりと穴があいている所に行き当たった。

「門……？」

　近づいて驪珠は見事な曲線をなぞる。

　かつて青家の別邸から抜け出したような、劣れつ化かし自然にあいた穴ではない。まるで満月のように丸く美しくくりぬかれた、月げつ亮りよう門もんと呼ばれる門の一種である。

　くりぬかれた壁から見える一部分からでは、生い茂る草木と中心を走る小道しか見ることができない。首を伸ばして奥まで見ようと思った驪珠は、背後からまた人がやって来る気配を感じ、隠れるように門をくぐった。

『ここは後宮の庭園に通じておる。女官たちはここを通って行いき来きしておるのよ。無論、わらわが足を踏み入れることもある。──愚ぐ弟ていに会いたくはないが、な』

　初日に案内された際に黎華が言ったことなど、その時の驪珠の頭の中からはすっかり抜け落ちていた。










　月亮門の向こう側も、同じような庭園が続いていた。けれど公主宮の庭園よりもっと広いのか、人の気配がまったくといっていいほど感じられない。

　以前訪れた青家の別邸を思わせる池に辿たどりついた驪珠は、澄すんだ水面に映った自分の顔のひどさに呆れた。気を取り直すつもりで深呼吸をすると、荒こう涼りようとした空気が胸の中いっぱいに広がる。

　吐はき出した時には、大分気持ちも落ち着きを取り戻していた。

「何やってるんだろう、私」

　青々とした芝しば生ふが生えた池のほとりに座り込み膝を抱かかえる。手元にあった石を投げると、水面に波は紋もんが広がった。

　そのまま思考の海へ沈しずみ込もうとした驪珠を、何かの気配が邪じや魔まをする。

　──誰か、いる？

　反射的に振り返るが姿は見えない。しかし耳を澄ませばかさかさと葉っぱが揺れる音や、小枝が折れる音。そして、それを踏みつける音が確かに聞こえてくる。

　──こんなところを見られたら、また面めん倒どうなことに。

　どうしよう、と驪珠は腰を浮かせて周囲に視線を巡らしたが、すぐに身を隠せそうな場所はない。それに、近づいてくる音を聞いているうちに、驪珠の胸の内にある一つの疑惑が浮かび上がった。

　──人じゃ、ない？

　育った環境と、引き取られた環境が環境なので、驪珠は少しくらいは気配を読むことができると自負していた。

　その直感が、そう告げる。

　しかし、かといって鳥が羽をばたつかせているというふうでもなく、犬や猫とも違う気がして、驪珠は首をひねった。

　いよいよ音が近づいてくる。驪珠は息をつめ、警戒を解かないまま、微かすかに葉の色が変わり始めた低てい木ぼくの一点を見つめた。

　そして。

「──亀？」

　低木の間から顔を出した生物に、驪珠は思わず頓とん狂きような声を上げた。

　亀は驪珠の存在を認知するとさっと首を引っ込めたが、危害が加えられないことを悟るとまたそろそろと首を出し、ゆっくりと低木の隙間から這はい出してきた。

　それなりに大きな亀だ。川や池で見かけるような、掌てのひらに乗る大きさのものではない。両の手を使って甲こう羅らを摑つかみ、やっと持ち上げられそうなくらいの大きさである。

「な、何で亀がこんな所にいるのよ」

　近づいてくるそれに、驪珠はたじろぐ。先ほどまでは人に見られたくないと思っていたのに、今は誰かに来てほしいとすら思っていた。──今、すぐに。

　──誰かに飼かわれてる？

　驚きで回らない頭でかろうじてそう考えたのは、その亀の胴周りには綱つなが巻かれており、そのまま伸びた綱を引きずっていたからだ。

「王宮で、亀を飼ってる……？」

　宮の天井を飾るほど、亀は縁起のよい生き物として知られている。だから何かの儀礼用として飼育されているのだろうと極めて前向きに解釈してみたが、やはり無理があるような気がして驪珠は自分の考えを打ち消した。

　亀はこんな所にいるだけあって人に馴れているのかどんどん近づいてくる。触ってみようと一いつ瞬しゆん手を伸ばすが、まるで何かを求めるかのように首をにゅっと伸ばされて、驪珠は慌てて手を引っ込めた。

「ど、どうしよう……」

　亀の扱い方なんて知らない。あの物知りな飛龍だって、知らないのではないだろうか。

　仕方なくもう一度手を伸ばしてみる。ぬめぬめするかと覚かく悟ごをしながら触ふれてみたが、意外にも美しい模様の甲羅は乾いていた。亀は嬉しそうに首を精一杯伸ばし、驪珠の顔に近づけてくる。

「私ってば何やってるんだろう……」

　決してこんなことをするためにここに来たわけではないはずだ。とはいえ、何となく癒いやされているのもまた事実だった。

「そういえば」

　じっくりと亀を観察していた驪珠は、ふと思いつく。

「そういえば亀って食べられるわよね。立派だし、厨ちゆう房ぼうから──」

「いや、待て！　食材にされては困るぞ！」

「え、あ、はい」

　反射的に返事をしてから驚いて声の主を探す。見ると亀が現れた茂みをかき分けながら、一人の男性がこちらにやって来るところだった。歳としの頃は驪珠と同じか、少し上くらいだろうか。

　彼は驪珠のもとまでやってくると、肩で息をしながら亀の綱をしっかりと両手で摑んだ。

「ようやく捕まえたぞ。散歩をしておったのだが、うっかり綱を放した隙すきに逃げられてしまってな。まいったものよ」

「亀に、逃げられた……？」

　綱を放したからといって逃げられるものなのか、と驪珠は思ったが、失礼だと思う前に呆あきれすぎて言葉が出てこなかった。

「む。わしがとろいのだとでも言いたげな目ではないか。おぬしが考えているよりも亀とはすばしっこい生き物なのだぞ」

　弁護しながらも、男はいかにもばつが悪そうで、明らかに目が泳いでいる。そして間を持たすように、またどこかに歩き出そうとした亀の綱を力いっぱい引っ張った。

「ええい、おぬしもおぬしだ。少しは大人おとなしくしておらんか、黎華！」

「──黎華？」

「この亀の名よ。姉上のように美しく、誰にも愛される存在になってほしいと思ってつけたのだ。しかし姉上はお気に召めさなかったようでのう。とても怒っておるのだが、何がいけないのかわしにはさっぱりだ」

　はあ、と男は深々と息を吐きながら漏らす。その中で驪珠は、自身が打ち立てた「不幸な偶然で亀と名前がかぶってしまった説」が粉ふん砕さいされたことなど実に些さ細さいな問題だと思える言葉を、しっかりと聞きとった。

「姉、上……？」

　公主黎華をそう呼ぶことができるのは、現在至高の地位についている男ただ一人のはずである。

　──と、いうことは。

　一つの結論に至った驪珠の頭からは、礼儀を尽くすことも何もかもが完全に消え去っていた。ただ目の前に立つ男を、穴のあくほど見つめる。

　顔形は悪くない。しかし絶世の美女と称すに値する黎華の容貌に比べれば遥はるかに平凡だ。彼女が持つ鋭い雰囲気もまるでなく、よく言えば親しみの湧わく顔をしていた。

　背はそれなりに高く、枢昱のように逞たくましいわけではないが、均きん整せいのとれた身体つきをしている。無造作に身に纏まとっているものも質は良いが、亀を追って道なき道をかき分けてきたのか、あちこちに葉や土がついていた。
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「むむ、初対面だったかのう。これはいかん」

　驪珠の視線に気づき、彼は頭をかきながらやる気なさそうに自己紹介した。

「どうもここは人が多すぎて誰が誰だか分からんのだ。わしは玄げん奏そう。公主の黎華は知っておるだろう。あれの弟にあたる。まあ主上だなんだとも呼ばれておるが、別に好きに呼んでくれて構わんぞ。──で、おぬしの名は？」

「柳、驪珠と言います。あの、私、今黎華さまの所でお世話になっていて」

「姉上の？」

　今度は玄奏が驚く番だった。彼は驪珠をしげしげと眺め、やがてなるほど、と納得したように手を叩く。

「そういえばそんな話を誰かが言っておったかな……。しかしおぬし、それならなぜこのような場所におるのだ」

「……ここ、公主宮じゃないんですか？」

　宮を出たつもりがなかった驪珠が首を傾かしげると、玄奏は首を横に振った。

「後宮の外れに当たるのう。そうか、迷ったのだな。では公主宮まで送っていこう」

「大丈夫です。私、一人で帰れますから」

「気にすることはないぞ。〝黎華〟も捕まえてもらったことだし。困った時はお互いさまというではないか」

　王自らの申し出に驪珠は慌てたが、玄奏はへらへらと笑いながら何でもないことのように言った。

　──この方が、黎華さまの弟？

　同じ母親から生まれ、同じ父を持つ姉弟だと聞いている。だが目の前に立つ男を見ていると、違う母親──いやむしろ赤の他人にしか見えない。

　黎華が冬の吹雪ふぶきを思わせる苛か烈れつな性格をしているのに対して、玄奏は春の日だまりを思わせる、非常におおらかな性格をしているようだ。

　──私とたいして歳が変わらないのに。

　それなのに自分の祖父である仲毅よりも老熟しているのではないだろうか。どうしてこうも渋しぶいお茶が似合いそうな雰囲気を醸かもし出しているのか、驪珠には理解できなかった。

「あそこは気に入りの場所でな。このくらいの時間にはいつも〝黎華〟に甲こう羅ら干ぼしをさせておるのだ。あの日だまりほど良い場所は他にないぞ」

「亀の〝黎華〟さまとは、どのようなご関係なんですか？」

「〝黎華〟とは幼い頃から一緒に育ってきたのよ。末すえに生まれてあまり人に気にされずに育ったわしにとっては大切な友人で、こうして散歩するのが日課でな。──いつかわしを背に乗せて水みな底そこの楽園に連れて行ってはくれんかのう」

　愛あい玩がん用ようの亀を伴ともなって、玄奏はてくてくと歩き始めた。〝黎華〟の歩みは驪珠が思っていたよりは遅おそくなかったが、お世せ辞じにも速いとは言えないものだ。

〝黎華〟を蹴け飛とばさないように気をつけながら一歩ほど下がってつき従っていた驪珠に、玄奏は穏やかな語り口で話しかけてきた。

「姉上とは上う手まくやれておるか？」

「とてもよくしていただいております」

「それは羨うらやましい。是非姉上に気に入られるこつを伝授してはもらえぬか。姉上はどうもわしが嫌いなようで、顔を合わせれば愚図だののろまだの間抜けだのと……」

「それは……」

　本気で思い悩なやんでいるようで、玄奏は真剣な顔をして教えを乞こおうとしている。驪珠はつい視線を逸らし、口を閉ざした。

　かなり老ろう成せいしている上、摑みどころがなくのんびりとした性格が黎華をひどく苛立たせていることは簡単に想像ができる。亀と散歩なんて、黎華は天地が引っくり返ったってしないだろう。

「……主上は、どうして黎華さまと上手くいかないのか、心当たりはないのですか？」

「うむ」

　多少の自覚はあるのだろうかと尋ねると、玄奏は足を止め、大たい儀ぎそうに腕を組んだ。歩行が妨さまたげられた〝黎華〟が煩わずらわしそうに振り返る。

「それがまったく分からんから困っておるのだ。──むしろ最近は、あれが姉上の愛情の形なのではないかとすら」

　冗談を言っている口く調ちようではなかった。どうやら彼は、根本的な性格の不一致に気づいていないようだ。

「では、黎華さまのことは、どう思われているのですか？」

「心から尊敬しておるぞ。何をやらせても完かん璧ぺきな、自慢の姉上だ」

　今度はやや弾んだ声を出しながら、玄奏は再び歩き始めた。まったりと休息をとっていた〝黎華〟は綱を引っ張られる感触に、恨うらめしげに主を見上げながらのっそりと歩を進める。

「わしよりもよほど王にふさわしいと、おぬしも思わぬか？」

「…………」

　何と答えるのが正解なのだろう、と思案しながら、驪珠は引きつった笑みを浮かべて無ぶ難なんにやり過ごした。

「そうだ、わしにはもともと臣下に下ってどこか適当に領地をもらい、〝黎華〟と共に隠いん棲せいするという非の打ちどころのない人生設計があったというのに、兄上たちが亡くなってから完全に狂いおったのだよ。──ああ、あそこをくぐれば姉上の宮だ」

　山奥にこもり仙人でも目指しかねない口調で話していた玄奏が指をさす。見ると、白い壁にぽっかりと丸く穴が開いていた。見覚えのある月げつ亮りよう門もんの姿に、驪珠はほっと胸をなでおろす。

「公主宮に来るのはいつ以来だったか。──や、そこにいるのはもしかしなくとも姉上ではないですか。いつ見ても美しいとはさすがよのう。ご機嫌は麗うるわしくていらっしゃるか？」

　亀を先に行かせながら門をくぐった玄奏はぴたりと足を止める。亀の〝黎華〟が、本物の黎華を見た途端、手足と首を甲羅の中に引っ込めてしまったからだ。亀とは思えないほど素早い動きだった。

「機嫌？　ただでさえすこぶる悪かったのに、そなたの顔を見てこれ以上ないところまで悪くなったわ」

　黎華が美しい顔を歪ゆがめ、忌いま々いましげに吐き捨てる。しかし玄奏は慌てるわけでもなく「それはよくありませんぞ」と大おお真ま面じ目めに言った。

「たまにはのんびりと時を過ごされてはいかがか。〝黎華〟の甲羅干しなど、とても癒されますよ。よろしければ、わしと一緒に──」

「──その亀をわらわと同じ名で呼ぶなと申しておるだろう！」

　言うが早いか公主黎華はつかつかと亀に歩み寄ると、右足で甲羅を踏みつけた。何の遠慮も迷いも感じられない行為に、後ろで見守っていた驪珠は引きつった声を漏らす。しかしまだ門をくぐっておらず玄奏の陰に隠れているせいか、黎華が気づく気配はない。

「ふふふ。大分大きくなったの。わらわ、丁ちよう度ど鼈べつ甲こうの簪かんざしが欲しいと思っておったのよ」

　いつになく凄せい絶ぜつな笑みを浮かべている公主は、行く手を塞ふさぐ邪魔な石を転がすようにぞんざいに足で蹴って亀を引っくり返すと、そのまま屈かがみ込んで無防備に露あらわになった腹をなでた。

「ああ、〝黎華〟と戯たわむれたいのならきちんと扱い方をお教えするとわしが前から言っておるのに……」

　どう見ても苛いじめている光景だというのに、玄奏はそうぼやく。黎華のこめかみに一本、筋が浮かんだ。

　いらついているのがよく分かる。何を言っても自身の望む反応が返ってこないこと、どんなに邪じや険けんにしても慕したってくること、すべてが黎華の目には不ぶ気き味みに映り、余計に冷たくしたくなるのかもしれない。

「何の用じゃ。わらわは今、大変に忙いそがしい」

　一刻も早く話を打ち切りたいとばかりに黎華はとげとげしく告げた。

「姉上の手を煩わずらわせるようなことでは。迷い人を一人、見つけただけ──」

「──今、何と申した？」

「後宮の方で柳家の娘を見つけまして」

　玄奏が身体の位置をずらした。門の前で立ち尽つくしていた驪珠の姿が黎華にも丸見えになる。

　黎華が拳こぶしを握り込んだ。わなわなと震ふるえる唇くちびるに、驪珠は慌てて口を開く。

「すみません、黎華さま。あの──」

「──早く言わんか、この愚弟が！」

　一いつ喝かつすると、黎華は弟の横をすり抜け驪珠のもとへと駆かけ寄ってきた。危機を脱したことを悟った亀の〝黎華〟は手足と顔をそろそろと出したが、引っくり返ったまま起き上がれない。哀あわれに思うほど手足をばたつかせるそれを、玄奏が「ほれ」という間の抜けた掛け声と共に助け起こした。

「大丈夫だったか、驪珠。宮に戻ったらそなたがいなくなったと女官が青い顔をしておって。わらわは、心の臓がつぶれるかと思ったぞ」

「ごめんなさい」

「きちんと案内をしなかったわらわも悪いが、気をつけるのだぞ？　たまたま会ったのが亀のことしか脳がないこの愚弟だったからよかったものの、宮中には不ふ埒らちな輩やからも多いのだからな」

　すでに弟のことなど眼中にない黎華は、ただ愛いとおしそうに驪珠の手を握り、無事を喜んでくれている。顔を覗のぞき込んでくる瞳には先ほどの嫌けん悪おの色など吹き飛んで、ただ安あん堵どの色しかない。

　──本当に心配をかけたんだわ。

　今まで大切にされていると思う一方、自分は黎華にとって、「好きに愛めでることのできる、目新しい動く人形」程度でしかないのではないかと感じていた。沢山の美しい女官に囲まれる黎華にとって驪珠を気にかける意味など、その程度しかないと思えたのだ。

　しかし本気で身を案じてくれている黎華の姿に、驪珠はようやくそれだけではないのだと分かった気がした。

「本当にごめんなさい」

　申もうし訳わけないという思いで胸がいっぱいになる。驪珠が眉まゆ尻じりを下げていると、耳慣れた声が数人の足音と共に聞こえてきた。

「黎華さま、見つかったのですか──って亀!?」

　どうやら黎華の声を聞きつけて駆けつけたらしい朱明は、目に飛び込んできた光景にぎょっとして一度言葉を切った。

　驪珠を見て、黎華を見る。そしてもう一度亀を見て、玄奏に視線を移し。

「主上……！」

　蒼そう天てんから話を聞いたことがあったのか、朱明はすぐに男の正体を見抜くと膝ひざをついた。ついてきた女官たちも顔色を変えてそれに倣ならう。

　対して玄奏は、面おもてを伏せた朱明のうなじを食い入るように見つめた。

「面を上げるがよい。──おぬし、名はなんというのだ？」

「青朱明と申します」

　すっと顔を上げ、朱明がいつも通りのよく通る声で淀よどみなく答える。

　その整った顔と涼やかな目に、玄奏が、ほう、と感かん嘆たんの声を漏らした。

「美しい」

「……玄奏。そなた、男色の趣味でもあったのか？」

「何を言いますか、姉上。凜々しい男装姿ではありますが、どこをどう見ても美しい女性ではありませぬか！」

　断じられて、そうなのだが、と納得のいかない表情で黎華が口ごもる。朱明はひきつった表情を隠すため、再び顔を伏せていた。

「なぜこうも美しい娘が並ぶ中、よりによってそれを選ぶのじゃ……」

　誰に対してというわけでもなく黎華がぼやく。頭が痛そうなその顔は、驪珠が今まで見たことがないほど苦々しいものだった。










「敬達さま」

　あの後、驪珠はもう迷わないようにと、どこに行くにも芳春他数人の女官を強制的に伴ともなうことになった。

　ぞろぞろと公主宮の門近くを歩いていた驪珠が、盛大な欠伸あくびをしながら伸びをしている敬達を見かけたのは、うたた寝がしたくなるような晴れた午後のことだった。

「よう」

　驪珠に気づいた敬達が片手を上げながら陽気に話しかけてくる。

「聞いたぞ。主上に会ったんだってな」

「はい」

　驪珠は頷いてから、芳春たちに先に行くように指示した。こんな話を口が羽のように軽い彼女たちの前でしたら、次の日にどんな噂になるか分かったものではない。

「宮の中まで確かに送るから安心しな」

　敬達がそう言い添えると、それなら危険はないと判断したのか、彼女たちはこれといって渋しぶることなくその場を後にした。

　胸をなでおろす驪珠の横で、女官たちのあっさりとした態度に、敬達が苦笑する。

「ひどいな。ちょっと前までは俺のこと、頰を染めながら遠巻きに褒めてくれてたんだぜ？　それなのに朱明のやつが来てからふられまくりだ」

「朱明は……人気ですから」

「あの格好されちゃなぁ。反則だろ」

　女装はあんなに美人だったのに、と敬達は残念そうに漏らした。かなり好みだったらしく、彼は朱明に会うたびに再びの女装をねだっている。

　もっとも、その姿を目撃されて黎華に吹雪ふぶきのような視線を送られていたが。

「ああでも、主上は男装の朱明に一目ぼれしたんだったか。分からないもんだよな。──主上に会って、吃驚びつくりしなかったか？」

「はい」

「亀に〝黎華〟だもんな」

　言葉を濁にごそうかとも思ったが、敬達相手では意味がない気がして、驪珠は素直に頷いた。

「黎華さまとは大分性格も違うみたいで」

「愚弟だ何だと大分疎うとんじてるよな。──昔から何でも黎華さまの方ができがよくて、先王からも寵ちよう愛あいされて。それがいきなり皆の目が弟に向いたから、面白くないんだろ。性格の不一致はともかく、半分以上は嫉しつ妬とだと俺は思うぜ」

　敬達は人の目がないのをいいことに、声を潜ひそめることもなく、とても客観的に、かつ辛しん辣らつに評した。──敬達と黎華が親しいことを知らなければ、その不ふ敬けい罪ざいで訴うつたえられてもおかしくない内容に、きっと驪珠は顔を青くしていただろう。

「で、他には何か感じたか？　後宮入りの噂まである驪珠ちゃんの意見を、俺としては是非聞きたいね」

「……その噂、そんなに広がってるんですか？」

　驪珠はげんなりしながら、憎にくたらしいほど楽しそうな顔を見上げる。視線を受けて、敬達は肩をすくめた。

「あんたは周囲からそれだけ注目されてるってことさ」

「是非、全力で無視するよう、周囲の方々に仰おつしやってください」

「おいおい。──でも実際、驪珠ちゃんとしてはどうなんだよ？　豪ごう華か絢けん爛らんな王宮で、王に見染められて栄華を極める。女の子としては一度くらい夢に見るもんだと俺は思ってたんだが、違うのか？」

「それは……」

　どうなんだろう、と驪珠は言葉につまった。

　華やかな王宮を見てみたいという思いはあった。だからこそ、黎華の誘さそいを受けたのだ。だがそこに、王という存在が入り込む余よ地ちはなかった。

　──考えたこともなかった。

　国は何もしてくれないから黒竜党が苦しむ民たみを救わなければならないんだと、天てん正せい将しよう軍ぐんは高らかに謳うたっていた。住民をたきつけて、官府を襲おそったこともある。

　黒竜党を正義と信じ、飛龍へ嫁ぐことが当たり前の未来だった幼い日の驪珠にとって、敬達の言う女としての栄華など、憧れの対象になりえなかったのだ。

　改めて、あの王と並び至高の座につく自分の姿を考えてみる。──しかし、そうなりたいかと問われれば、答えは否いなだった。

「へえ」

　長い沈ちん黙もくを否定と受け取った敬達が、興味深そうに身を乗り出してくる。

「じゃあ驪珠ちゃんの夢は何なんだ？」

「え……？」

　この問いにも、驪珠は咄とつ嗟さに答えることができなかった。

　──どうなりたい？

　そう心の中で自問する。ふと、過去のことばかり振り返って、未来のことなど何も考えていない自分がいることに気づいた。

「そうだ、私……」

「ん？　どうした？」

　敬達は腰を落とし驪珠に視線を合わせると、人好きのする笑みを浮かべて「お兄さんに言ってごらん」と言わんばかりにこちらを見ている。

　きっとこの笑みで、何人もの女性をおとしてきたのだろう。つい心を許したくなるのだ。──でも、と驪珠は気持ちを引きしめまっすぐに敬達の視線を見返した。

　思いいたった自分の気持ちを、動揺を、悟られてはいけない気がしたのだ。

「どうして私が敬達さまにそんなことを語らなくちゃいけないんですか」

「いやいや、後こう学がくのために是非」

　本当に聞きたいのかもよく分からない態度の敬達を、驪珠は思い切りねめつけた。腕を組み、きっぱりと言い放つ。

「大体お仕事中でしょう？　こんな無駄話をしている場合じゃ……。そういえば、今日は一人だけなんですか？　最初にこの門の近くを通った時は、もう少しいたような気がしますけど」

　ふと気づいて辺あたりを見回すが、やはり他に武官の姿は見えない。もともと城壁の中、しかも奥まった場所にある宮だ。危険などないに等しいだろうが、門もん衛えいが敬達一人というのは不用心すぎる気がした。

「それがなぁ」

　ばれたか、と口の中で呟きながら、敬達は困ったように腕を組み、足を交差させた。

「ちょっと城外の方に人手が回されてるんだよ」

「何かあったんですか？」

「臥が竜りゆうと小弓姫を必死こいて追ってるだけさ」

　ごく普通に口から出された言葉に、驪珠は耳を疑った。

　──どういうこと？

　臥竜が、飛龍が追われるというのは分かる。けれどそれに加え、小弓姫が追われているとはどういうことなのか。

　動揺が顔に出ないように細心の注意を払いながら、驪珠はそのまま繰り返した。

「……臥竜と、小弓姫？」

「何だ、この話、知らないのか？」

「はい」

　努つとめて冷静に答えようとするが、声が上うわずってしまう。驪珠は袖そでの下で気づかれぬように腿ももをつねった。

　敬達は心底驚いた顔をしてまじまじと見てくる。驪珠は己おのれの顔色が変わっていないことを心から祈った。

「師匠も枢昱も本当に過保護なんだな。──臥竜は知ってるか？」

「義ぎ賊ぞくですよね。黒竜、賊の出身と噂されてて」

「そうそう。そいつがしばらく盗みをやめてたんだよ。丁度蒼天のやつが黒竜賊の残党をひっ捕とらえたくらいからだな。臥竜も警戒してるんだろうって話してた時に、復活しやがった。しかも、面白い噂つきだ」

「どんな、ですか？」

　そう尋ねるのが、驪珠には精一杯だった。反応が新鮮で面白いためか、敬達が口角を上げ、もったいぶって間まを開ける。

「臥竜が小弓姫と手を組んだ」

「そんな……！」

　ありえないと言いかけ、驪珠は慌てて己の口を両の手で押さえた。敬達が片かた眉まゆを上げる。武官らしい、鋭い瞳が怪け訝げんそうに細められた。

「それほど驚くことでもないだろ。驪珠ちゃんが言ったように臥竜は黒竜賊の残党といわれてて、小弓姫もまだ生きてるって話だ。両者が結びつくことはそんなに不自然なことじゃない」

　淡々と語った後、敬達は「そうだろ？」と驪珠に同意を求めた。

　そうですね。そう言って、頷くべきだと驪珠は思った。けれどできない。身体がまるでいうことをきかなかった。

　──ありえないわ。

　鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けながら、驪珠はかろうじてそう思う。

　敬達の言い分は分かる。

　しかし。

　──小弓姫の、私の、偽にせ者ものが出たっていうの？

　誰が。何のために。どうして。

　様々な思いが胸に去きよ来らいし、混乱が渦巻く。一いつ刻こくも早くこの驚きを誰かに伝え、共有したかった。しかし言える人など限られすぎている。

　すぐさま脳のう裏りに銀色の髪を持つ少年の姿が浮かび上がる。今すぐにでも彼と話したかったが、この場を離れる理由が思い浮かばない。仕方なく、わなわなと震える唇からやっとのことで絞しぼり出した声は、驚くほど細かった。

「でも、どうして小弓姫が……」

「あくまで噂になってるだけなんだけどな」

　話す前に、敬達はそう前置いた。

「何軒か商家や官吏の家が賊に入られたんだ。物だけを鮮やかに盗ぬすんでいくやつで、貧ひん民みん街がいでは空から金が降ってきたって話もある。臥竜再さい臨りんと誰もが言った。──だけど、今までとは決定的に違う点がある」

「違う、点？」

「矢だ」

　敬達は自分が腰に下げている矢や筒づつから一本矢を引き抜く。そして吸い寄せられるように視線を向けた驪珠の前で、白く美しい矢羽を指でぴんと弾はじいた。

「臥竜と思おぼしき賊は、標的とする家に予告状よろしく矢を撃うち込む。それも、黒い矢羽のものを、な」

「黒い、矢……」

「臥竜に黒に矢とくれば、黒竜賊の小弓姫を連想するだろ？　だから、臥竜が小弓姫と手を組んだんじゃないかって言われてて、その手がかりを摑つかもうと軍はてんてこ舞まいだ」

「それは……」

　驪珠はそれ以上、言葉を続けることができなかった。

　──だって臥竜は飛龍さまよ。

　飛龍にどれだけ武芸の才がないか、驪珠はこの世の誰よりも知っている。だから飛龍自身が矢を放つなど、そんなことをするはずが、できるはずがない。

　──誰かと手を組んだっていうの？

　一人での活動に限界を感じ、弓のような武芸にも長たける者と手を組んだというのは、さして不自然ではない気がした。黒竜党の流れを組むものをはじめ、飛龍が誘えばいくらでも仲間はできるだろう。

　しかし驪珠は頭を振ってその考えを追い出した。

　前もって矢を撃ち込み、相手を警戒させる。いくら腕のよい相棒と巡り合ったとしても、盗みの難度を自ら上げるようなことを彼がするとは、驪珠にはどうしても思えなかった。

「何を隠そう被害第一号は俺の家なんだよ。──まさか、こんなことになるなんて」

　敬達が悔しそうに顔を歪ゆがめている傍かたわらで、驪珠も己の唇を嚙みしめた。

　──こんなに身近で事件が起こっていたのに。

　何も知らなかった。教えてもらえなかった。悔しい、と思ったところで、驪珠は自分自身が何も知る努力をしていなかったことに思いいたった。

　──そうだ、私はいつも何かをしてもらうのを待っているだけで。

　言ってもらうのを。教えてもらうのを。誘われるのを。すべてを待っているだけで、自分では何も動かない。

　立場が立場なので動けないのだと、いつもそう心の中で言い訳をしていた。けれど黎華は驪珠以上に不自由な立場なのに、あんなに自由きままに、自分から動いているではないか。

　驪珠は、長い袖の中でぎゅっと拳を握り込んだ。










「──朱明！」

　部屋に駆け込むと、朱明は相変わらずたくさんの女官を周囲に侍らせ、にこやかに談だん笑しようしていた。

　その光景が神経を逆さかなでする。驪珠は女官たちを蹴け散ちらすように朱明のもとに近づくと、袖を引っ張って輪の中から引きずり出した。

「おい、驪珠!?」

　均きん衡こうを崩した朱明が慌てたように声を上げる。驪珠は答えず、袖の裾をぎゅっと摑んだまま女官たちの方へ顔を向けた。

「ちょっと朱明と大事な話があるの。呼ぶまで入ってこないでね。──朱明、来て」

　有無を言わせぬ口調で言い置くと、驪珠は寝室として与えられている部屋に朱明を問答無用で引っ張り込んだ。

「おい、驪珠。どうした？」

「──臥竜」

　驪珠が睨にらみ上げると、隠し事がばれた子供のように朱明がびくりと肩を揺らす。

「臥竜と小弓姫が──飛龍さまと私が、手を組んだんですってね」

「……誰に聞いた？」

　わずかな沈黙の後、朱明が諦めたように口を開いた。驪珠の態度から誤ご魔ま化かすのは無理だと察したらしい。

「敬達さまよ」

「会ってるのか？　あまり彼とは──」

「──誤ご魔ま化かさないで。ねえ、どういうことなの？」

　答えてくれるまでは逃がさないと、驪珠は出口を塞ぐように扉とびらの前に立った。朱明が気け圧おされたように一歩下がる。

「ただの噂だ、気にすることはない」

「いつから知ってたの？」

「…………」

「この間私の家に来た時には、知ってたんでしょう？　黒竜党のことで来たって、朱明言ってたものね」

　無表情を貫つらぬいていた朱明の眉がぴくりと動いた。やっぱり、と驪珠は唇を嚙みしめる。

「そうよ、爺じいさまも王宮は安全だからとか言って……。爺さまが簡単にここに来ることを許したのも、全部、それが関係しているの？」

　誰かが、あえて小弓姫を思わせるような行動をしている──。たまたまなのか、驪珠のことを意識しているのか。まだ何も分からないからこそ、最も警備が厳きびしく安全な王宮へ行かせてしまうことにした。

「──そうだ」

　少し考える様子をみせた後に、朱明が観かん念ねんしたように顎あごを引いた。

「確かに驪珠の家には、先日の報告に加えて今回のことを話すために行った。でも、私たちにもまだ何も分かってはいない。あいつが絡からんでいるのか。誰かと手を組んだのか。それとも、まったく別の人間がなりすましているのか」

「……きっと、飛龍さまじゃないわ」

　共に行こうと差し伸べられた手を、驪珠は結局とれなかった。そんな自分に、彼が誰とどうしていようと何も言える筋合いはないはずなのに、どういうわけか胸がざわつく。

　──飛龍さまじゃない、まったく別の人間であってほしい。

　飛龍にはできないという確信めいた思いの他に、そんな願望めいた思いも込めて、驪珠は力なく首を振る。しかし朱明はあっさりと同意を示した。
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「私もそう思う」

「どうして？」

「あの運動能力が皆無な男に弓を射るなんて器用な芸当ができるとは思えないし、あんなにお前にこだわっていたのに今さら別の誰かと組むとも考えられないからだ」

　飛龍のことをどう思っているのか丸わかりな失礼なことを言いながら、朱明はきっぱりと断じた。

「今活動している臥竜はあいつじゃない。別の誰かだ。だから、驪珠が気にすることじゃない」

「……気にすることじゃない？」

　義賊臥竜は飛龍が驪珠のために始めたことだ。気にならないはずがない。

　──どうして、いつも。

　臥竜に小弓姫。それは己に深く関わることのはずなのに、いつだって蚊か帳やの外になってしまう。何も知らない第三者からたまたま聞いて初めて知るというのは、驪珠にとって屈くつ辱じよくだった。

　──分かってる。

　驪珠にいらぬ心配をかけたくないから、仲毅は、枢昱は、そして朱明は口を閉ざすということは、嫌というほど分かっている。けれど何かしたいと思う。何も知らないうちに己の過去に関わることがらのすべてが始まりすべてが終わるというのは嫌だった。

「教えてくれたって、いいじゃない」

　恨うらみがましく驪珠が言うと、朱明が顔をしかめた。

　──こんなことが言いたいわけじゃないのに。

　隠されていた。でも、知ろうともせず、ぬくぬくと過ごしていた驪珠にも非がある。

　そう頭では分かっているのに、気持ちが追いつかない。ここ数日、なぜか朱明に対して苛立っていたことも手伝って、突っかかってしまうのだ。

「教えてどうなる？　偽小弓姫を捕まえようとでもいうのか？」

　朱明はあくまで落ち着いた声こわ音ねで、驪珠を納得させるようにゆっくりと話す。けれど驪珠にはそれが、まるで幼おさな子ごを諫いさめるような口調に感じられてならなかった。

「兄上や仲毅どのとも話したが、今活動している者が小弓姫だと人々が認識すればするほど、驪珠が小弓姫だったとばれる可能性が減る。だから、目的が分かるまで放置しようということになった。もしかしたら、うちや趙家にも来るかもしれないしな」

「それで、他人を小弓姫に仕立て上げて、過去のこともろとも裁さばいて終わらせようっていうの!?」

「そういうわけじゃ──」

「──そう言ってるじゃない！」

　耐たえきれずに驪珠は大きな声を出した。

　朱明の言うことは正論だ。驪珠が小弓姫であったことは絶対に露ろ見けんしてはいけないことであり、誰かを小弓姫として祭り上げることができれば最高である。いつばれるかと、怯おびえて暮らすこともなくなるのだ。

　──でも、朱明は言ったわ。

　ずっと悩んでいた自分に、小弓姫であった自分を捨てる必要はないと、その頃の驪珠がいるから今の驪珠がいるのだと、そう優しく言ってくれたのは朱明なのだ。

　分かっていても、彼の口からそんな話を聞きたくはなかった。

　──このままじゃ、駄目だ。

　顔が見られない。見たら、また何か余計なことを言ってしまうような気がする。

「ごめん、私──」

「──なら驪珠は、これからどうしたいと思う？」

　朱明に背を向けようとした時、彼はかすれた声で驪珠に問うた。意外に思い瞠どう目もくすると、彼は続けて畳たたみかける。

「どう折り合いをつけたい？」

「……分からないわ」

　敬達の問いにも答えられなかった驪珠にとっては、それが正直な回答だった。

　この先、どうしたいのか。

　今まで考えること先延ばしにしていたそれが、急に現実味を帯おびて驪珠に迫せまってくる。

　頭の中が今にも破は裂れつしそうなほどいっぱいになっていた。──でもこれらは、一人で考えて一人で答えを出すべきものだ。

「頭冷やして考えてみるから……ちょっと、一人にしてくれる？」

「……分かった」

　朱明が微かすかに頷き、それ以上は何も言わずに部屋から出ていく。その背に向かって、届くか届かないか分からない程度の声量で、驪珠はぽつりと呟いた。

「──でも、変わりたいと思うの」










　朱明はその後三日間、公主宮に現れなかった。

　それまでも毎日必ず来ていたわけではなかったが、続けて姿を見せないのは初めてのことだ。朱明の来訪を心待ちにしていた女官たちは、目に見えて落らく胆たんしている。

　──視線が痛い。

　驪珠と朱明がもめたという話は、女官の間にまたたく間に浸しん透とうした。おかげで恨みがましい視線が一日中ちくちくと驪珠に突き刺ささっている。

「喧けん嘩かでもしたのか？」

　公主宮でいつもと変わらない態度で驪珠に接するのは、この宮の主である黎華だけだ。むしろ彼女は気に食わない朱明が来ないので清すが々すがしいと言わんばかりの顔をしていた。

「……私がいけないんです。ちょっと、あたってしまって」

「いや、そなたは悪くない。そうに決まっておる」

　理由も聞いていないのに、黎華は迷わずそう断言した。

　彼女にとってはお気に召しているものはすべて正義で、お気に召さないものはすべて悪のようだった。

「ふっ。もっと喧嘩するがよい。これでようやくそなたはわらわ一人のものじゃ」

　まるで出来のよい愛あい玩がんの人形を愛でるように、黎華はうっとりと眼を細める。

「今までずっとあの邪魔者がおったからな。話す時はたいてい三人だったであろう？　まったく、そなたたちはべったりなのだから」

　黎華は椅い子すの背にもたれかかり、三本指を立てた手をずいと驪珠に向かって突き出した。

　どこかすねたようなその態度は、お気に入りの人形を他者にとられた幼女そのものだと思う。──そして、それは朱明を女官にとられた驪珠にも通じるものがあった。

「べったりって……。朱明は、女官たちとも仲良くしていましたよ」

「あれは上うわ辺べだけの付き合いじゃろう。──わらわもよくやられるからな。見ていれば分かる」

　確信を込めて言い切られ、驪珠は少しだけ気が楽になった。

　上辺だけ。確かにそうだ。

　女官たちが朱明のことを麗うるわしい男装の麗人として過か剰じように騒ぎたて、朱明は付き合いとしてそれに応こたえる。

　彼女たちとしては、女同士だからこそできる、ちょっとしたじゃれあいとしか思っていないのかもしれない。

　──でも、男だってばれたら。

　いくら格好よくても女だから、と無意識のうちにかけられていた自制が、男だと分かった瞬間外れるのではないか。

　美しい彼女たちが、本気で彼を追いかけ始めたら朱明はどうするのだろうか。

　勿もち論ろん秘密がそんなに簡単に露見するとは思っていないが、それでも、気づけばいつもそんなことを考えていた。

「そう案ずることはないと思うぞ」

　驪珠の不安を払ふつ拭しよくするように、そして労いたわるように、黎華は甘く優しく語りかける。

「そなたが後宮へ迷い込んでいなくなった日の朱明の慌てた白い顔、そなたにも見せてやりたかったわ。それに──」

「──すみません、黎華さま、驪珠さま。よろしいでしょうか」

　黎華が更に何か続けようとしたところで、隣室から聞き覚えのある声が入室の許可を求めてきた。驪珠と黎華が二人でいる時、女官たちは気を遣つかってあまり近づいてこない。珍しいことだったが、黎華は驪珠を見て一度頷いた後、許可を出した。

「申し訳ありません」

　そう言って顔を覗のぞかせたのは、戸惑った顔をした芳春だ。今の朱明についての話を聞かれていただろうかと驪珠は一瞬ひやっとしたが、どうやらそうではないらしい。

「驪珠さまに贈り物なのですが」

「また？」

　驪珠は思わず顔をしかめる。王に会ってから、また殊こと更さら増えた気がする。

「はい。ただ、匿とく名めいで、しかも少し変わっていて……」

　どうしますか、と芳春は小首を傾げ、ふっくらとした頰に指を滑すべらせた。

「匿名、とな？」

「はい。一応こちらで確認したところ危険はないと判断いたしましたが匿名ですし……やはり我々で処分いたしますね」

　早々と顔を引っ込めようとした芳春を、驪珠は短く止める。

「待って。少し変わった物って、何が来たの？」

「弓矢です」

「弓、矢……？」

「ほう？　見せよ」

　言い淀む驪珠の代わりに興きよう味み津しん津しんな黎華が身を乗り出して命じる。芳春が困こん惑わくした顔で、後ろに控えている女官を呼んだ。呼ばれた女官が手に持っているのは確かに細長い物体──弓である。

「──良い品だな」

　驪珠が固まっている横で、勝手に受け取った黎華が隅すみ々ずみまで眺めながら評ひようす。そうは思わぬかと話を振られるが、驪珠はその桃色の弓に視線を吸い寄せられたまま、離すことができなかった。

　──どう、して。

　出かかった声を、ごくり、と無理やり飲み込む。

　弓が送られてきた。このことだけなら、不ふ審しんに思ってもここまで動揺することはなかっただろう。驪珠が武芸でならす趙家に引き取られているのは周知の事実だし、多少は剣の嗜たしなみもある。装飾品ばかりで飽あき飽きしていると聞きつけた誰かが、気を回した可能性も考えられないことはない。

　けれど、それだけではなかった。

　──似てる。

　上質な木でできたそれは、色や模様がかつて持っていたものと似ているような気がしてならない。おまけに受け取ってみれば大きさもぴったりで、ずっと持ち続けてきたもののように手に馴な染じんだ。

　──どう、しよう。

　誰が何のために。

　このまま黙だまって受け取るべきか。

　朱明や祖父に知らせた方がいいのか。

　考えなければいけないことは沢山あるのに、頭が真っ白になってしまって働かない。黙りこくって弓を手にしたまま睨にらみつけていた驪珠の意識を現実に引き戻したのは、黎華の弾んだ声だった。

「そなたは、武芸を嗜んでおろう？」

　武の趙家に育ったのならば。そんな期待を感じ取り、驪珠はまだ混乱しながらも、とりあえず顎を引いた。

「剣なら、少し使えます」

「あまり似合わぬな」

　黎華は即座に断じ、ふむ、と何かを吟味するように驪珠を見る。

「いや、意外というべきか。敵に自おのずから立ち向かっていかねばならない剣を習わせるとは、あの頭が固そうでやけに過保護な男が許すのか。弓矢あたりが関の山かと思っておったが」

「弓は、その……まったくなんです」

　気まずくなって驪珠は視線を泳がせた。それを羞しゆう恥ちと取ったらしい公主は、薄うすく笑みを浮かべながら首を振った。

「では良い弓をもらったのに宝の持もち腐ぐされになってしまうな。──折角だ。わらわが教えてやろう。うむ、それがよい。我ながら妙みよう案あんじゃ」

「えっ!?」

　驪珠はぎょっとして得意そうに豊かな胸を反そらしている黎華を見る。

「何じゃ、弓ができるのがそんなに意外か？」

　黎華が不満そうに紅あかい唇を尖とがらせた。

「昔、黒竜賊の小弓姫がもてはやされた時期があったであろう？　大変弓が上う手まいというその話を聞いて思った。得え体たいも知れぬ小娘にできて、わらわにできぬはずがないと」

「は、はあ」

　得体も知れぬ小娘は出てきた己の異い名みように笑みを引きつらせながら、とりあえず相あい槌づちを打つ。

「丁度玄奏が弓の稽けい古こを始めておったから、とりあえずどんなものかと見学してやったのよ。そしたら当たらないわ当たらないわ。それほど難しいことなのかと弓矢を取り上げてやってみた。そしたら五発目で当たるではないか！」

　弟に対する呆れが半分。自分に対する称しよう賛さんが半分。そんな声こわ音ねで当時のことを思い出す黎華に、驪珠もまた当時のことを思い出した。

　──何だか、どこかで聞いたような話。

　思わず額を押さえ、天井を仰あおぐ。

「それから弓だけは嗜むようになっての。庭園内に稽古場もある。さっそく準備させよう」

　うきうきとした声を出す黎華の中では、それはすでに決定事項であるらしい。彼女が一度こうと決めたことを覆くつがすことがないことはすでに知っている。どうしよう、と驪珠は成り行き上突き返すこともできなくなった弓を握りしめた。










　庭園の東側の壁に沿うような形で、障しよう害がい物ぶつが何もない細長い空間は確保されていた。装具をしまう倉庫の中には大きな幕まくもしまわれており、真剣に弓射を行う際は万一に備えて壁の反対側に並行に張るのだと黎華は得意げに語りながら準備をさせた。

　本格的な施設をきょろきょろと驪珠は見回す。その反応に満足したのか、黎華はより、上機嫌になった。

「師は敬達じゃ。──あやつは、剣より弓の方が上手い」

　正式に弓を習いたいと言いたてた黎華に、初めは多くの人間が難なん色しよくを示したようだ。

　市し井せいではどこから漏れたのか驪珠の手にしているものとよく似た「小弓姫の弓」が売り出され、「小弓姫ごっこ」まで流は行やっていたが、公主まで国賊に感化されては国の威い信しんに関わると、大人たちは必死になって説得を試みたらしい。もっともそれは黎華の身を案じるというよりは、王の寵ちよう愛あいを一身に受ける少女に怪け我がをさせては大変と、不幸な指導者の身を案じてのことだったというが。

　しかしその当時、黎華の願いが退しりぞけられることなどありはしなかった。

　彼女が父王の許可をさっさと取りつけると、文官たちはあっという間に態度を翻ひるがえし、競きそって黎華の身の丈たけに合った特注の弓を献上した。

　困ったのは指導者を選出することになった武官である。将軍たちは三日三晩頭を悩ませた結果、家柄が上すぎず下すぎず、出仕を始めたばかりではあったがすでに弓矢が上手い若手として頭とう角かくを現していた敬達に白しら羽はの矢を立てた。

「年寄りどもが『歳が近い者の方が公主さまも接しやすいでしょう』とか何とか言って半ば引きずるように敬達を連れてきたのよ」

　当時のことを思い出しているのかとても楽しそうにしている黎華の横で、はあ、と敬達が気の抜けた返事をしている。

　休きゆう憩けい時間で、兵へい舎しやの中で仮眠していたところを叩き起されたらしい。欠伸あくびを嚙み殺しながら、寝起きで乱れた髪をなでつけていた。

　──どうりで。

　普通の武官と主あるじという関係ではないと思っていたが、二人が通常の主従以上に打ち解けている理由が分かった気がした。そういう形で昔から時間を共有していたのならば、確かに気安い仲にもなるだろう。

　黎華が、丈夫な布地に縫ぬいつけられた黒皮製の籠こ手てをつけた。美しく刺繡までされた極めて非実用的なそれをさすりながら、場の準備ができるのを今か今かと待っている。

　──どうしよう。朱明がいたらよかったのに……。

　きっと彼なら有用な助言をしてくれるのにと、驪珠は唇を嚙みしめると同時に過去の自分を呪のろった。

　──とりあえず下へ手たなふりをしないと。

　どうやって？　と心の中で自問する。

　下手な人の真ま似ねをしよう、と思って真っ先に思い浮かんだのは、かつて兄とも婚約者とも慕したった青年の姿だった。驪珠が弓を使い始めたきっかけともなった彼は、それは見事な腕を有していた。

『飛龍さまはもしかして、あの的まとに当てちゃいけないと思ってるの？』

　まだ小弓姫と呼ばれ始めてまもない頃だっただろうか。驪珠は真剣に訊きいたことがある。

　はじめの数本でコツを摑み、特に苦労することなく的に当ててきた幼い驪珠にとっては、見事なまでに的に当たらないのは、彼がそう思い込んでいるからだとしか思えなかったのだ。

　もっとも聞いていた大人たちは大爆笑し、すねた飛龍は三日間、驪珠と口をきいてくれなかったが。

　自分で思いついたはいいが、飛龍の真似をしろというのは拷ごう問もんに近い。

　──だいたい、小弓姫は私なのに。

　なぜ自分をきっかけに弓を持ち始めた人間に教わらなければならないのか。

　あれこれと考えているうちに、準備はすっかり整ってしまった。

　射る場所として台が置かれ、その先に扇おうぎを模もした的が置かれている。それぞれ左右にはかがり火が設もうけられているが、赤々と燃えるそれが風で揺らめくことはない。

　天を仰げば秋になりかけの澄すみ渡った高い空は文句のつけようのないほど青々としていて、色が変わりかけた葉の隙間から注そそぐ秋しゆう暉きで場は十分明るく照らし出されている。

　──これでどうやって外せっていうのよ。

　外す要素が何もない。いくら長く触っておらず腕が落ちているとはいえ、かつてと違い狙ねらいは静止した的。外す気がしない。

　──本当にどうしよう。

　黎華が弓を持ってみろとせっつく。控えた女官から渋しぶ々しぶ弓を受け取ると驪珠は無言で的の方を向き、左腕を地面と水平に上げた。

　先日持った時──朱明に矢を向けた時は、術をかけられ半分操あやつられていたので、明めい瞭りような記憶がない。

　けれど自分の意思で構える今回は、ばれてしまうのではないかという危き惧ぐや、小弓姫という過去を隠して生きる気まずさを押しのけて、懐なつかしさと高こう揚よう感かんがこみあげてきた。

　身体を動かすのも、剣を持つのも好きだ。けれど、驪珠にとって弓とはもっと思い入れのある、格別なものだった。

　──小弓姫。

　まるでそう呼ばれていたあの日に戻ったようだ、と驪珠は思う。

　はじめはその名が恥ずかしくて仕方がなかった。

　けれどいつしか誰もが呼ぶようになり、驪珠自身も、その二つ名で呼ばれることが決して嫌ではなくなってきた。──誰かの役に立っている証あかしなのだと、そう思えるようになったのだ。

『この娘が跡あと取とりの婚約者となる』

　天てん正せい将しよう軍ぐんの語る言葉のみを根こん拠きよに党内で敬うやまわれていた驪珠は、小弓姫と呼ばれることによってようやく、飛龍の隣に立つ資格を得たような気がした。実力で人々に認められたように思えて誇ほこらしかった。

　柳驪珠となって、過去のものとなったその名前に怯えもしたが、やはり自分は小弓姫で、弓はすべての原点だった。

　だからだろうか。弓を持っている時が一番しっくりとし、心が安らぐのは。

「──驪珠」

　誰かが呼んだ。

　──小弓姫でしょう。

　そう思いながら振り返るときょとんとした黎華と目が合い、驪珠はようやく我に返った。

「あっ……」

　空いた右手で口許を押さえるが、もう遅い。敬達が口くち笛ぶえを吹いた。

「へえ、凄いじゃないか。随ずい分ぶんと様になってるぜ。構えは完璧。──持ったこと、あるのか？」

「……家で、兄さまたちがやるのを見ていましたから」

　探さぐられているような気がして、驪珠は気まずくなって視線を逸らした。へえ、と敬達は一応引き下がったが、それでもどこか腑ふに落ちなさそうな顔をしている気がする。

「そなたは筋がよいな」

　幸いなことに、まるで自分のことのように誇ほこらしげに褒める黎華は、疑う様子など微み塵じんもない。

　──私は柳驪珠。弓なんて持ったことがないお嬢さま。

　気を取り直すように頭を振って胸の内で念じてみるが、まるで身体の一部のように手になじんでいる弓が、急に鉛なまりのように重くなるなんてことはない。

　──飛龍さまは。

　驪珠はかつて飛龍がやっていたことをなぞるように弓ゆ弦づるに手をかけた。わざと間違ったやり方をするというのは予想以上に難しく、逆にいい感じにたどたどしい手つきになった。

　敬達がすかさず横に立ち、己の手を添える。

「こうだ。──そう、そのまま引いて。力抜いていいから」

「こう、ですか？」

　驪珠はあえて肩に力を入れたまま、少し敬達の説明に改変を加えつつやってみた。

　こうやって一から他人に教えてもらうというのは初めての経験で、下手に見せる要領さえ摑んでしまえば意外と楽しいものだ。

「そうではない。驪珠、少しわらわを見てみよ」

　途中からは黎華も嬉々として口を挟み始める。さすが自分から言い出すだけあって、彼女が手本として射た矢は的の中心に命中した。

　──とりあえず、的に届かないようにして。

　非力さを装よそおって、矢が的に届かないように上手く調整する。そのついでに、的とはまったく違う場所にある、一枚の葉っぱを目標に定めることにした。

　しかしそれだけでは怪あやしいので、たまに偶然を装って的の端をかすめるのも忘れない。

　実戦になれた驪珠にとっては、ただ動かない的を狙うよりも、そちらの方がよほど楽しかった。

「失敗など気にするでない。大丈夫だ、そなたには才があるぞ」

　黎華は幼子に話しかけるように優しく驪珠を励はげます。

　才能がある。そんな褒め言葉は幼かった頃に耳にたこができるほど聞いたが、改めて言われるととてもむず痒がゆくなった。

　──それに、飛龍さまくらいの能力しか見せてないのに。

　飛龍に対して、慰なぐさめの言葉がかけられなくなったのは果たしていつのことだっただろうか。それはともかく、的に当たらない驪珠に対し辛しん抱ぼう強く励まし続けるその姿は、弟王や朱明に対する態度からは想像がつかないものだ。

「ありがとうございます」

　もう少しその優しさを実弟にも分けてあげればいいのにと思いながら黎華の顔を見上げていると、驪珠の視界の端で、何かが不自然に光った。

　──何？

　降り注ぐ陽光とは明らかに違う光だ。しかし光ったのは一瞬で、背を向けている黎華は勿論、敬達ですら気づいた様子がない。

　驪珠は少し疲れたふうを装って目を擦こする。気のせいかもしれないとは思ったが、何かが引っ掛かった。

　──あそこ。

　驪珠から見て右斜ななめ前。的よりも更に奥にある壁に近い所に生えた、葉のおいしげる広葉樹の上方を目標に定める。きちんと前を向き、これまでどおり的を狙うふりをしながらも、今まででは感じなかった緊張が身を支配した。

　弦つるを引き絞る。中途半端な飛距離にならないよう、全力で引き、そして一気に手を放した。

　反動で均衡を崩したふりをして、驪珠は大きくよろめいた。狙い通り矢は的ではなく、茂った葉の中に吸い込まれていく。

　──やった。

　弓を握る手を強める。成長して力が強くなったせいか、昔よりも飛んで行く矢に速度と切れが上乗せされている気がした。

「どうした、珍しく大きく外したのう。大丈──」

　笑いながら驪珠を支えた黎華の言葉がぴたりと途切れる。ずさっという大きな音がしたかと思うと、何者かが走っていく気配がした。

「何者！」

　一いつ拍ぱくののち敬達が走り始めたが、いくら彼の足が人並み以上に速くても、的の向こうでは距離が開きすぎていた。更に的のすぐ後方にも危険を避けるための白い布幕が張られてしまっているため、賊の姿はおろか、どの方向に逃げて行ったのかも見当がつかない。

「くそっ」

　敬達が悔し紛まぎれに幕を引き破いた。いつになく厳しい顔をして、黎華はゆっくりと首を振る。

「敬達、もう遅いとは思うが皆に通達を。──臥竜かもしれん」

「臥竜でしょう」

　敬達が忌いま々いましそうに吐き捨てた。余裕のある表情ばかり見せてきたが、今はとても動揺しているように見える。

「主だった家は狙われて、そろそろここも狙われるのではないかと言われていました。下見といったところでしょうか。とにかく黎華さまの身に何事もなくてよかったです」

「偶然とはいえ、驪珠のおかげだな。さすがわらわが見込んだ娘じゃ。礼を言うぞ」

「偶然、ね」

　すれ違いざま聞こえた小さな呟きに、驪珠はひゅっと息を飲み込んだ。

　外に知らせに行こうとした敬達が、細めた目で一瞬、こちらを射抜いていたような気がした。
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　がたん、と音を立てて馬車が止まった。

　恭うやうやしく差し出された手に小さな手を重ねながら驪り珠しゆは軽やかに地面に降りる。走っている最中は外を覗のぞいても暗くら闇やみばかりで何も見えなかったが、ここは煌こう々こうとたくさんの灯あかりで照らし出され、昼とはいかないまでも十分明るい。

「どうぞ」

　馬車に乗る時は邪じや魔まだからと預かってもらった色いろ鮮あざやかな弓を返される。皆みなが一様に持っている味気ない弓矢とは違う、驪珠のために天てん正せい将しよう軍ぐんが特別に作らせた、驪珠だけの弓矢だった。

「ありがとう」

　何も変わりはないだろうと頭では思いながら、つい弓の上から下までを手でなぞる。近くにいた男が気を利きかせ、松たい明まつを持ったまま近づき手元を照らしてくれた。

　小さいとはいえ、子供用と一言ではすませられないその姿がはっきりと映し出される。戦いに用いるものとして凜り々りしく、けれども少女が持つものとして可愛かわいらしく。金きんを使って装飾された木の部分は本来濃こい桃色をしていたはずだが、松明の光により深い紅あかに感じられた。

　小さく頷うなずいたのを確認した男が、こちらにと言って驪珠を促うながす。弓を携たずさえ言われるままに進むと祠し堂どうに辿たどりついた。

　前に広がる敷地は、黒こく竜りゆう党とうの集会場である。

　更さらに中心には木で簡単な祭さい壇だんが組まれている。三段になっており、一段目には武装した武に秀ひいでた幹部たちが、二段目には術に秀でた幹部たちが、厳きびしい顔をしながら立っていた。

「天正将軍……」

　一番上の段。四よ隅すみに据すえられた灯りの中心で髭ひげをなでながら集った信者たちを見下ろし、何やら演説しているのは黒竜党員にとっては至し高こうの人、天正将軍その人であった。

　傍はたから見ていて、少しずつ信者の気が高ぶっていくのが分かる。屈くつ強きような男ばかりではない。女も子供も一様に、天に向かって、天正将軍に向かって、拳こぶしを振り上げていた。

　──「かんふ」を襲おそうのって、そんなに凄すごいんだ。

　一連の様子を見ながら、驪珠はぼんやりと考える。

『凄いことですよ。きっとこれで、黒竜党は世を変える力を持つと気づく人が多いでしょう』

　飛ひ龍りゆうはそう言って頭を優しく撫なでてから驪珠をここへ送り出した。

　彼の言葉を疑う気など毛もう頭とうない。しかし、それでもぴんとこないというのが正直な気持ちだった。

「小しよう弓きゆう姫き」

　空から、すっかり慣れた二つ名を呼ばれる。

　人々が一いつ斉せいにこちらを向いた。数百の視線に、驪珠は居い心ごこ地ちが悪くなり身じろぎをする。

「待っていた。こちらに来なさい」

　天正将軍の言葉を合図に、まるで事前に幾いく度ども練習でもしていたかのように、人ひと垣がきがさっと二つに割れ、中心の祭壇までの道ができあがった。

　その道を、弓を胸元にぎゅっと抱き込みながら驪珠はゆっくりと歩いていく。横を見ることはなかった。興味と畏い敬けいの念で見られているのは、九つの子供でもはっきり分かっていた。

　裾すそを踏ふまないように気をつけながら祭壇の階段を上がり、天正将軍の隣に立つ。

　この位置に立つことが許されているのは、将軍を除のぞけば飛龍と驪珠だけだ。

　小弓姫。そう呼ばれる前から、許ゆるされていることだった。

　──どうしてなんだろう。

　それが当然として育てられてきたが、長じるにつれて胸の内で疑問が頭をもたげていく。──なぜ自分はこれほど厚こう遇ぐうされるのか、と。

　しかし尋ねている暇ひまはなかった。驪珠の登場に、信者たちの感情はより一いつ層そう高こう揚ようしている。手には剣から鍬くわまで身の丈たけにあった得え物ものを持ち、鬼き気き迫せまる顔でこちらを見上げていた。

　──怖い。

　こういう場に連れてこられたのは初めてではない。けれど、いつまで経たっても慣れることはないだろうと驪珠は思っていた。

「天正将軍さま！」

「小弓姫！」

　空が割れてしまうのではないかと思って、つい星が瞬またたく夜空を仰あおぐ。それほどの声が檀上の二人を称たたえていたが、天正将軍がすっと右手を宙ちゆうに掲かかげると、噓うそのように一いつ瞬しゆんで静まり返った。

　ぱちぱちと、炎が爆はぜる音がやけによく聞こえる。

　驪珠たちから少し離れた所で、するすると旗はたが掲げられた。知らない旗だったが、集まった人たちはなぜか苦にが々にがしげに風にはためく旗を見ている。

「あれを射いれるね？」

　天正将軍が腰を落として旗を指差しながら訊きいてきた。驪珠はその顔を見返し二、三度瞬またたく。

「そんなことでいいの？」

「いいんだ。──あれは、悪いやつの象しよう徴ちようだからね」

　ふうん、と驪珠は気のない返事をした。

　よく分からないが、あれを射抜くことで皆が喜よろこび、褒ほめてくれるならそれでいい。

「いい子だ。さあ、これを使いなさい。火矢だから気をつけるんだよ」

　甘い声こわ音ねで頭をなでた後、天正将軍はすでに火が点ともされた一本の矢を注意深く差し出した。

　炎に照らし出された矢羽の色は、まるで烏からすの濡ぬれ羽ば色いろのような──。










　暗闇の中で驪珠はぱっちりと目を開けた。

　浅い呼吸を繰り返す身体はまるで金かな縛しばりにあってしまったかのように動かない。けれど無言で宙を睨にらみつけていると、段々と強こわ張ばった全身に血が巡めぐっていく感じがし、驪珠はようやくゆっくりと息を吐はき出すと脱力した。

「夢……」

　自分自身に言い聞かせるように呟つぶやくと、驪珠はまだどきどきしている左胸に手を添そえながら寝返りをうち、頰ほおを柔やわらかな枕まくらに押しつけた。

　精神は驚おどろくほど疲れていたが、頭と目は冴さえ冴ざえとしていて、とてももう一度眠れそうにない。何より寝てしまうと夢の続きを見てしまう気がして、再び目を閉じる気にもなれなかった。

　──久しぶりに、見た。

　楽しかったこと。

　悲しかったこと。

　飛龍との思い出。

　引き取られてからの五年間に、驪珠はそれらを何度も夢で見てきた。

　過去の幻げん影えいに怯おびえて飛び起きることもあれば、喪そう失しつ感かんにさいなまれて枕を涙で濡らしたこともある。

　それでも少しずつ頻ひん度どは減り、最近ではほとんど見ることもなくなっていたのに。

　──あれのせいだわ。

　ぱちぱちと瞬きを繰り返すうちに闇に目が慣れてきた。

　ぼんやりと浮かび上がる、まだ見慣れない室内。一人では使うには広すぎる豪ごう奢しやな部屋の隅に、件くだんの弓は立てかけてあった。

　──どうしよう。

　幾度となく繰り返した問いが、再び胸中で浮かび上がる。

　不ふ審しん者しやの存在に、公主宮は上を下への大おお騒さわぎになった。

　普段は立ち入れないところまで厳いかめしい顔をした沢たく山さんの武官が出入りし、無む念ねんに顔を歪ゆがませる彼らの報告を黎れい華かは相あい変かわらず偉えらそうに聞き流していた。その横で、女によ官かんたちは互いに身を寄せ合うようにして怯えている。

『このことは、誰にも話してはならない』

　見るからに偉そうな口髭を蓄たくわえた武官が、状況を一通り説明した驪珠にそう釘くぎを刺さした。

『誰に言うっていうんですか』

　高こう圧あつ的な言い方にむっとして、驪珠はわざと武官の耳に届くように呟く。

　彼がその処置を決めたのではないとは知っていたが、もう少し言い方というものがあるだろうと思ったのだ。

　王宮内に賊ぞくが立ち入ったという話が広まれば威い信しんにかかわるため、緘かん口こう令れいが早々と出されたようだ。敬けい達たつたち担当武官たちの処しよ遇ぐうも保留となり、汚お名めいを返上したければますます職務に励はげむようにとのお達しがあっただけだった。

　公主宮の中で、事件は隠いん匿とくされた。──そしてそのせいで、関係者となってしまった驪珠も、公主宮に閉じ込められるような形で更なる滞在を強しいられているのが現状だった。

　むしろ家に帰した方がよいのではないか、という意見もあったらしいが、どうやら驪珠が今回の件を他者に漏もらすことを恐れたらしい。

　特に公主宮の近この衛え武官たちは花はな形がたでもある城下を守る者たちに対して闘争心を抱いており、枢すう昱いくの耳に詳しよう細さいが届くことを嫌ったようだ。おかげで驪珠は、もらってしまった弓の存在を、まだ誰にも言えずにいた。

　──あれは、何だったんだろう。

　黎華が沢山の人に恨うらまれていそうなことも手伝い、賊の正体に関しては様々な推すい測そくが飛び交かっていた。しかし口には出しながらも、誰も真に受けていない。

　臥が竜りゆうと小弓姫。

　その名前が、場にいる全員の頭をすっかり支配して、それしか考えられなくなっていたのだ。

　驪珠は何度か寝返りを繰り返した後、諦あきらめて起き上がった。無む駄だに高い寝台から下りて窓際に寄る。見上げると、澄み渡った空の高い所で丸い月が皓こう々こうと輝いていた。

　──寝てからまだそんなに時間が経ってない。

　夜がまだまだ長いことが分かり、驪珠は軽い落らく胆たんを覚えた。

　少し冷たい風が驪珠の頰をなでる。青せい家けの別邸でもこんなことがあったと、驪珠はつい懐なつかしくなって目を細めた。やはり朱明の髪を思わせる月が空に美しくかかっていた夜に、人目を忍しのぶようにして彼はやって来たのだ。

　──今、どうしているのかしら。

　思いはそのまま、言葉になって小さくこぼれ落ちる。

「飛龍さま……」

　呟きはそのまま風に乗って流れて消えていくはずだった。──それなのに。

「小弓姫？　そこにいるんですか？」

　押し殺した驚おどろく声が確かに耳に届き、驪珠は目を見開いた。

　記き憶おくよりも低くなった声には相変わらず慣れない。けれど、かつての二つ名を呼ぶ声の主を間違えるはずがなかった。

「飛龍さま？　そこに、いるの……？」

　間違えるはずがないという強い思いと、信じられない思いがせめぎあい、声が震ふるえる。

　わずかな音も、微かすかな声も聞き漏らさないようにと驪珠は耳を澄まし、必死で音を拾った。うるさく響く蟬せみの代わりにいつの間にか聞こえるようになった秋虫の細い鳴き声の中で、庭の地面を踏みしめる音がする。

　そして。

「小弓姫」

　抑おさえ切れない喜びが滲にじむ声が聞こえたのと同時に、ようやく飛龍の姿がぼんやりと闇の中から浮かび上がった。

　一歩一歩こちらに近づいてくるたびに、月明かりに照らし出された輪りん郭かくがはっきりとしてくる。先日五年ぶりに再会を果たした時──否いな、幼おさなかった頃と何も変わらない優しい面おも差ざしを目にした時には、膝ひざの力が抜けてしまう気すらしたものだ。

　澄み切った湖水を思わせる碧へき眼がんに驪珠の驚いた顔が映り込むと、飛龍は喜色を浮かべてようやく足を止める。
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「やっと、見つけましたよ」

　囁ささやきは、達成感に満ちていた。

「元気そうで安心しました。大丈夫だろうと思いながらも、ずっと気になっていたので」

「……私もよ」

　最初に声を聞いた時には驚いた。けれども、変わらない姿を実際に目にした時に、真っ先に湧わき上がってきた気持ちは、驚きでも喜びでもなく、安あん堵どだった。

「この間は、お別れも言えなかったから」

　意識を失っていた間に、駆かけつけてきた蒼そう天てんや枢昱を避さけるようにして飛龍は風のように去ってしまった。せっかく会えたのに、結局会話を交わしたのはほんのわずかで、驪珠は心残りを感じていた。

　──それに、返事をしていないわ。

　一緒に行こうと言われたあの場で、驪珠は飛龍の手をとらなかった。でも、拒きよ絶ぜつしたわけではない。ただ単純に選べなかったのだ。

　己おのれの口から明確な答えを返していないことが、胸の内でずっと引っ掛かっていた。

「さすが王宮。離宮の一つといっても広いですね」

　驪珠の表情がどことなく硬かたいことに気づいた飛龍が、緊張をほぐすように軽い口く調ちようで言って肩をすくめる。

「この宮にいることは知っていたんですが、どこにいるのかまでは知らなくて。実に困りましたよ。祈いのるような気持ちで一つ一つ覗のぞいていきましたが、どれも似たような部屋で、若い少女が眠っているんですから」

　勿もち論ろん僕がそんな少女たちと小弓姫を見間違えるわけがありませんがね、と飛龍は念を押すように微笑ほほえんでみせた。

「でも、見つけられずに困っていた時に、僕のことを呼ぶ小弓姫の声が聞こえたんです。──僕は、運命を感じました」

　それは驪珠も同じだ。まるで夢の続きを見ているのではないかとすら思う。

　──でも、現実よ。

　こっそりと右足で左足を踏み、夢ではないと確認すると、今度は戸と惑まどいが心の中に生じた。

「会えたのは嬉うれしいわ。でも、どうしてここに」

「どうして？」

　問われる理由が分からない。そう言わんばかりに飛龍は心外そうな顔を向ける。

「小弓姫に会いに来たに決まっているじゃないですか。こんな警備が厳しそうなところ、そうでもないとなかなか来る気にはなれませんよ。お宝は沢山眠っていそうですけどね」

「……私を、連れ出しに来たの？」

「来ていただけるのなら喜んで連れ出しますよ。でも、今はちょっと僕たちにとってただならぬ事態が起こっていますから、そちらを先に話し合いたいと思います」

　次に飛龍が何を言うのか、驪珠には分かった気がした。ただ黙だまって先を促うながす。

　連れ出してと言われることを少しは期待していたのか、彼は残念そうな顔をしたが、気を取り直すように首を振った後に注そそがれた眼まな差ざしは、恐ろしいほど真剣だった。

「その感じだとご存じのようですね。──臥竜と、小弓姫の話」

「……入って。その先は、中で聞くわ」

　やはり、という思いだった。

　しっかりと話が聞きたいと考え、驪珠はわずかに迷った後、手招いた。

　月明かりだけでは心もとないので小さな灯りをつける。照らし出された豪ごう奢しやな部屋を興味深そうに見ながら、飛龍は引かれた椅い子すに座った。

「小弓姫と向かい合って座るのすらこんなに難むずかしくなるなんて、子供の頃は思ってもいませんでしたよ」

　夜よ着ぎだけでは寒いので上着を羽は織おって卓たくを挟はさんだ席につくと、飛龍がしみじみと述べる。驪珠も同じ気持ちだった。何しろ物心がつく前から同じ屋根の下で暮らしていたのだ。

　まだ男女の別のない幼い頃から一緒だったし、歳としも近い。築きずいていた関係は枢昱に対するものよりも遥はるかに密接だった。

「懐かしいですね。怖い夢を見たと言って泣きながら、小弓姫が僕の寝台に潜もぐり込んできて──」

「──い、いつの話よ！」

　驪珠は慌てて言葉を遮さえぎった。顔がかあっと熱くなったのを感じ、ぱたぱたと手で扇あおぐ。

　──灯りなんてつけなきゃよかった。

　つんと横を向いた驪珠の顔を、飛龍はにこやかに見ている。その目は楽しそうだったが、失ってしまった日常を惜おしむ色の方が強いように思われた。

「もし彼があの時父を……」

　言いかけたが、飛龍は結局続きの言葉を言わずに終えた。代わりに深く息を吐き出す。

「……言っても仕方がないことですね。あの性別詐さ欺ぎ男は元気にしていますか？」

「え……？」

　驪珠ははじめ、何を言われたのかが分からなかった。一いつ拍ぱく置いてようやく朱しゆ明めいのことを言っているのだと気づく。

　──飛龍さまったら。

　最後の最後まで気づいていなかった、と朱明は驪珠の意識が戻った後、とても楽しそうに語っていた。騙だまされた飛龍としてはよほど腹に据えかねて、根に持っているのだろう。

「元気、よ。うん、そうだと思うわ」

「そうですか？」

　公主宮に来ないのは、あんな別れ方をしてしまったからだろう。そう考えながらも確証が持てないため微び妙みような言い回しになった驪珠に、飛龍は片かた眉まゆを上げた。

「小弓姫が美少女好みと評判の公主のもとにいるからには、心配して離れないだろうと踏んでいたので、驚いたんですよ。もしや何かあったのかと思ったんですが杞き憂ゆうだったようですね。──勿もち論ろん、あんな男、何かあってくれてまったく構わないのですが」

「朱明だって、毎日来るわけじゃないわ」

「それが信じられませんよ。僕だったら絶対に小弓姫から目を離したりしません！」

　力説する飛龍に、でも、と驪珠は言い淀よどんだ。来てと頼んだのは自分なのに、その自分がこの宮から追い出したような気がして、罪悪感があったのだ。

　──黎華さまは朱明が嫌い。

　驪珠の前で思いきり貶けなすことは少なくなったが、それでも顔を合わせるたびになぜか首を傾かしげられるのだ。朱明が、男とばれたのではないかと日々冷や冷やしていたことを驪珠は知っている。彼が相当この宮に居づらかったのではないかということは、簡単に想像できた。

　──それなのに、毎日のように来てくれてた。

　あたってしまい、本当に悪いことをしたと思うが、後の祭りだった。

「……ところで飛龍さま。何で、そんなことを知って」

　随ずい分ぶん風ふう評ひようが広まっていたようなので、驪珠が公主宮に滞在していることくらいは簡単に分かるだろう。だが、それにしては詳くわしすぎるような気がした。

　──朱明が側にいないって、どうして分かるの？

　彼はとにかく目立つから、公主宮に出入りしていたことはある程度認知されていたかもしれない。けれど、飛龍の言い方は人づてに聞いたというよりは、まるで直接見てきたかのようだ。

　驪珠は若じやつ干かんの疑いを込めて飛龍の顔を見やった。

「その、ですね」

　飛龍は目に見えてたじろぎ、あたふたと手を振っている。その手を見て、驪珠は目を見開いた。

「飛龍さま!?」

　反射的に立ち上がった驪珠は、身を乗り出して飛龍の手を摑つかんだ。今までは気づかなかったが、薄うすぼんやりと照らされた室内では手についた痛々しい擦すり傷がよく目立つ。

　──そういえば。

　今回、飛龍は驪珠に対して手を伸ばしたり、触ふれたりしようとしなかった。これを隠すためか、と妙に納なつ得とくする。

　飛龍はしまった、と顔をしかめて手を袖そでの下に隠そうとしたが、驪珠が放さなかったので早々と諦あきらめたようだ。

　愛いとおしく思う少女の手をぞんざいに振り払ったりするような人でないことは、驪珠が一番よく知っている。ただ単に、幼き日ですら力比べで負けた驪珠の手を振り払える自信がないだけかもしれなかったが。

「だ、誰かと違って手当はきちんとしてありますよ！　これでも医者ですからね！」

「そんなことが聞きたいんじゃないわ。──どこで怪け我がをしたの？」

　子供を問いただす母親のような有う無むを言わさぬ口く調ちように、飛龍は観かん念ねんしたように苦く笑った。

「その、ここで、昼間……」

「あれは、飛龍さまだったの!?」

「ここに出しゆつ没ぼつした謎なぞの賊のことでしたら……僕です」

　飛龍はさも決まりが悪そうに怪我をしていない方の手で頭をかく。驪珠は愕がく然ぜんとし、返答に窮きゆうした。

　噓をついているようには見えないし、つく理由もないと思う。けれど、ならなぜ飛龍が。

　──やっぱり噂の臥竜も飛龍さまなの？

　そして噂うわさ通り、王宮を次の狙ねらいに定めているというのだろうか。

「まさか、飛龍さま……」

　続きは震えて言葉にならない。しかし察したらしい飛龍は慌あわてて弁解した。

「ち、違います！　確かに今日忍び込んだのは僕ですが、小弓姫の様子を見に行っただけで、他にやましいことはしていません！」

「でも、何かきらりと光って」

「鏡です！　鏡に映して陰から見ていたんですよ。──そうか、それで気づいたんですね」

　疑いを晴らそうと飛龍は悲鳴に近い声で力説した後、どこか納得したように付け足し、小さく頷いた。

「私、てっきり刃物か何かが光っているのかと思って」

　一方で驪珠の顔からはどんどん血の気が引いていく。

　違い和わ感かんを覚えた。場所が場所なだけに、用心するに越したことはないと思ったのだ。だから手元を狂くるわせたふりをして──。

「じゃ、じゃあ私は飛龍さまを射っちゃったの？」

　導みちびき出した結論に、驪珠は激しく動揺した。

「違います違います！　矢自体は木の幹みきに刺さりましたよ」

　真まっ青さおになり今にも泣き出しそうな顔をしている驪珠を見て、飛龍は顔の前で物凄い勢いで手を振って否定した。けれど驪珠には飛龍が気を遣つかって噓をついているようにしか見えず眉をひそめる。

「でも、怪我をして……」

「その、ですね」

　驪珠の視線を受けた飛龍は、気き恥はずかしそうに言葉を濁にごした。

「実は、あまりに突然に矢が向かって来たものですから、驚いて木からずり落ちてしまって、その時に擦すって……」

　何のことはない擦り傷です、と言い切りながら飛龍は手をさする。確かに驪珠の目にも軽傷には見えるが、面積が広いので痛々しい。こういう傷は、地味に痛いのだ。

　平然とした様子の飛龍を見ながら、驪珠は困こん惑わくした。

　──木から落ちる？

　これが朱明だったら、驪珠は疑って更に問いつめただろう。だが今回、相手はあの飛龍なのだ。

　──ありえるかもしれない。ていうか、ありえるわよね。

「……分かっていてもその反応はなかなか傷つきますね」

　納得顔の驪珠を見て、運動能力が欠けたまま育ってしまったかつての婚約者は半分やけになって乾いた笑いをこぼした。

「微び瑛えいの一件を機に、僕はしばらく活動をやめることに決めました。しばらくは青蒼そう天てんをはじめとする官の目も厳しくなると思いましたし、頭でいくら策が練ねれても身体からだが追いつかなければ意味がありませんからね」

「そ、そんなに自じ虐ぎやく的てきにならなくても」

「いいんですよ。事実なんですから」

　口ではそう言いながらも、飛龍はかなりすねた様子を見せている。

　頭脳派と割り切って行動しているが、その裏で彼が運動能力に関して多大なる劣れつ等とう感かんを抱いていたことを驪珠は思い出した。どうやらまだ開き直るにはいたっていないらしい。

「だから噂を聞いた時には驚きましたよ。しかも小弓姫を相棒にして。そんな羨うらやま……とにかくいてもたってもいられなくなり、僕も王都に来たんです。田舎いなかにいましたから、大分遅おそくなってしまいましたが」

「それで、私が黎華さまの所にいると聞いて、見に来たと？」

「そうです、一目でいいから姿が見たくて。どうしようかと身を潜ひそめながら様子を探さぐっていたら、たまたま小弓姫が弓を持ってやって来たんですよ。──やはり小弓姫には弓が似合いますね」

　驪珠の姿を思い出しているのか目を細めながら、飛龍は顔を綻ほころばせた。その顔には喜びと、誇ほこらしさが滲み出ている。

「自分の意思で弓を構える小弓姫を見たのは随分と久しぶりですが、何も変わっていなくて、懐かしく思いました」

「勘かんは鈍にぶったわ。──ずっと、持っていなかったから」

　飛龍のような苦手な者から見れば変わりなく見えるのかもしれないが、驪珠としては自身の腕の衰おとろえを感じずにはいられなかった。身体が成長したことによる加減の違いにすら苛いら立だってしまう。

　それほどに、成長期の、そして空白の五年間は大きかった。かつてと同じだけの勘を取り戻すには、それなりの時間がかかるだろう。

　弓に触るなという祖父の命に逆さからう気はないし異論もない。けれど、この間のように例外的に弓を触ることになっても、二度とかつてのように本当に自由自在に扱あつかうことはできないだろうと思うと、一いち抹まつの寂さびしさが胸をよぎった。

「いえ、そうではなく。──何と言ったらいいんでしょうか」

　飛龍は一度言葉を区切り、しばし虚こ空くうに視線を彷徨さまよわせて言葉を探す。

「小弓姫が弓を持っている姿は、ぐっと惹ひきつけられるものがあるんです。可か憐れんなだけでなく、神聖で、神秘的な……」

「それは飛龍さまのひいき目よ」

　手放しで褒められ、驪珠はわずかに赤くなった。

「そう思っているのは僕だけじゃないと思いますよ。そうじゃなければ『天から黒竜にまたがって降こう臨りんした絶ぜつ世せいの美女』だの『その矢で射られた者は死なずに小弓姫の虜とりこになる』なんて話が流る布ふしたりしません」

「……その噂、知ってたの」

　今度は別の意味で、驪珠は耳まで赤く染そめ上げた。そんなことを言い出したのは誰だと問いつめたくなるくらい、小弓姫に関する噂は顔から火が出そうなほどに恥ずかしいものだった。昔から自身が神格化されていたのはそれなりに察していたが、こんなことならどんな手を使ってでもやめさせておくのだったと今更ながら思う。

「あの姿を再び見ることができたんです。醜しゆう態たいをさらしましたが、ここへ乗り込んだこと、僕は後悔していませんよ」

「とりあえず飛龍さまは、逃げたのが臥竜だと信じて警備に奔ほん走そうしている武官たちに謝るべきだわ。──私も、そう思ったもの」

「小弓姫も、今臥竜と言われているやつが僕だと思っていたんですか？」

　ようやく肩の力を抜いて息を吐くと、飛龍はおどけたような口調で問い、更に畳たたみかけるように続けた。

「僕が自みずから弓矢を扱っていたと？」

「それはないと思ったわ。だって無理でしょう？」

「……その通りなんですが、頑がん張ばって練習した可能性を少しくらい考えてくれてもいいじゃないですか」

　驪珠が何の迷いもなく間かん髪ぱつを入れずに告げると、飛龍は顔を引きつらせた、不自然な笑みを浮かべた。

　──そんなに気にすることないのに。

　そうは思ったが、未いまだに引きずっている飛龍の傷口にこれ以上塩を塗り込む必要もない。気をつけよう、と驪珠は心の中で反省した。

「でも、誰かと手を組んだかもしれないと思って……」

「僕が小弓姫以外の者と手を組む？」

　返ってきた声は、ありえないと言げん外がいに言っている。それを聞き、驪珠は無意識のうちにほっと息をついた。

　──あんなにお前にこだわっていたのに今さら別の誰かと組むとも考えられない。

　問いつめた時に、朱明も言っていた。

　その言葉が信じられなかったわけではないが、直接本人の口から聞いて得られる安心感は格別だった。

「あくまで可能性の一つとして考えてたの。違うだろうと思っても、心の中で引っ掛かっていたっていうか」

「僕が義ぎ賊ぞくとして小弓姫以外の誰かと手を組んだら嫌いやですか？」

「それは……嫌だわ」

　誰かと手を組んでいるかもしれない。

　そう考えるだけで胸がもやもやしたのだ。

　身勝手なことだと思いながらも、驪珠は飛龍が誰かを伴ともなって己の前に現れた時に、素直に再会を喜べる気がしなかった。──特に、想像するたびに浮かぶ彼の相棒は、どういうわけか自分と同じ年頃の少女なのだ。

　それを聞いて、飛龍が嬉しそうに声を弾はずませる。

「妬やいてくれるとは、嬉しいですね」

「そ、そんなんじゃ」

「そうですか？　ちなみに僕は、弓矢を扱う人物の存在が気になって仕方がなかったんですけどね」

　飛龍は特に恥ずかしがることもなく、いたって真ま面じ目めにそう言った。

「臥竜と小弓姫の話を聞いて、そんなわけはないと思いながら、小弓姫が誰かと動いているのではないかと、気づくと考えているんです」

「それは、私じゃ」

「もちろん分かっていますよ。でも、小弓姫の言葉を借りるなら可能性の一つとして。──どうしても、引っ掛かりましてね」

　少し茶ちや化かすような物言いだったが、けっして飛龍は驪珠をからかい、反応を楽しんでいるわけではなかった。どこまでも真しん摯しな色を浮かべる碧眼に視線を捉とらえられ、心臓が大きく音をたてる。

「気になって気になって。もし噂の通り小弓姫が動いているのなら、いったい誰と組んでいるのだろうと考えました。──何度あの忌々しい銀の髪が脳裏をよぎったことか」

「朱明が？」

「くだらない嫉しつ妬とですよ。彼は、小弓姫の隣となりという、かつて僕が立っていた位置を簡単に奪って行こうとしますからね。でもそれで大人おとなしく引き下がり指をくわえて見ているほど、僕は暢のん気きではないつもりです」

　声が、徐じよ々じよに緊張の色を帯おびていった。

　一度言葉を切った飛龍は、祈るように瞑めい目もくする。そして目を開いた時、青い瞳は物言いたげに揺れていた。

「…………」

　飛龍が何を言おうとしているのか、驪珠にはよく分かった。

　──行けない、わ。

　飛龍と別れたくはない。昔のように一緒にいたいと思っている。──けれど、彼の手をとるということは、こちら側のすべてを捨てるということだ。

　それだけの覚かく悟ごがあるのかと言われれば、相変わらずないままだった。

　驪珠はじっと見つめてくる視線に耐たえられず、ふいと顔を逸そらす。ふっと飛龍が笑った気配がした。

「……話を元に戻しましょうか。偽にせ臥竜と、偽小弓姫のことなのですが」

　いつも通りの優しい声音だ。今言っても無駄だと分かっているから、彼は言わない。──いや、無言がむしろ「ずっと待っている」と告げているような気がした。

　今決めなくてもいい。そんな飛龍の優しさが、驪珠の気持ちを更に迷わせる。

「一つ、試したいことがあるんです。──よければ協力してくれませんか？」

「試したい、こと？」

　驪珠が怪け訝げんそうな視線を再び飛龍に向けると、彼は一つ頷き、丁てい寧ねいに説明を始める。

　──昔みたいだわ。

　飛龍の説明に頷きながら、驪珠は黒竜党にいた頃の自分たちをぼんやりと思い出していた。










「驪珠さま？」

　遠くで誰かが呼ぶ声がする。「あと少し」と口の中で呟きながら、驪珠は寝がえりをうって布ふ団とんの中に潜り込んだ。

　──ん、今日は二つ名で呼ばないのね。

　不思議に思うが、頭は霧きりがかかったようにはっきりせず、考えもまとまらない。再び意識を闇に沈しずめようとしたところで、寝台に備えつけられた薄い紗しやを誰かがめくる気配がした。

「驪珠さま、朝でございます」

　揺り起こされ、驪珠はようやくはっと目を開けた。

「お加か減げんでも悪いのですか？」

　芳ほう春しゆんが心配そうにこちらを覗き込んでいる。普段寝起きがいいだけに、なかなか起きてこない驪珠に驚いているようだった。

「……私、何か変なこと言わなかった？」

「？　いいえ？」

　何のことか分からないと首をこてんと傾ける芳春に胸をなでおろす。夢の中で、意識が完全に過去に飛んでいた。

　──黎華さまの前でもやったのよね。

　あの時は弓が原因だった。今回は──。

　そこまで考え、驪珠ははっと辺あたりを見回した。

　──夢、だった？

　のそのそと起き上がりながら、一瞬、昨夜のことも夢だったのではないかと目を瞬またたかせる。けれど飛龍の声はしっかりと耳に残っていて、そうではないと思い直した。

「驪珠さま？」

「大丈夫。ちょっと、眠いだけよ」

「色々ございましたから、お疲れなのでしょう。黎華さまもできるだけ寝かせておくようにと仰おつしやったのですが、朱明さまがいらしたので」

「朱明が？」

　驪珠はようやく布団をめくり床に下り立つ。その布団を丁寧に整えながら、芳春が頰を赤く染めた。

「相変わらず凜り々りしくいらして。──驪珠さまをお待ちなので、申し訳ありませんが起こさせていただきました。早く支し度たくを整ととのえてしまいましょうね」

「ええ」

　芳春が用意した服に袖を通しながら驪珠は頷く。枢昱が選んだと思われるそれは、相変わらず驪珠がそれまで一度も着た覚えのないものだった。

「お気持ちは分かりますが、お食事を取らないとお身体に障さわります」

　支度を終えると、そう言う芳春の心配そうな顔に押し切られるように、驪珠のためにとっておいてくれた朝食を胃にかき込む。熱いお茶を苛々しながら飲み下して、ようやく朱明の待つ部屋に行くことを許された。

「朱明……」

　また女官に囲まれているかと思えば、今日の朱明は黎華と二人きりだった。肩身が狭そうにして顔を引きつらせていた朱明は、驪珠の姿を見て明らかに安堵の表情を浮かべる。

「おお、起きたのか」

　黎華はいつも通りの、蕩とろけるような笑みを浮かべて驪珠を迎えた。

「疲れておるのじゃろう。色々と話したいこともあるが、非常に不本意なことに武官から話を聞いてこねばならん。いたしかたないがちょっと朱明に貸してやろう」

「恐れ入ります」

　黎華は忌いま々いましそうにため息をついた。普段なら呼び出しなど無視するのかもしれないが、状況が状況なのでさすがにそれはできかねるようだ。名残なごり惜おしそうに驪珠を見てから部屋を去っていった。

　部屋に女官の姿はない。二人だけが取り残される。

　立ったままの驪珠と、長椅子に腰かけ、立つ機を逸いつしたらしい朱明の、互いに困こん惑わくが満ちた視線が絡からみ合った。

　静まりかえった部屋で、沈ちん黙もくが重くのしかかる。普段よりも、一瞬がずっと長く感じられた。

「その──」

「──ごめんなさい」

　朱明が何かを紡つむぐよりも先に、驪珠は一息に言い切った。この数日、ずっと言いたくて仕方がなかった言葉だ。

「本当にごめんなさい。私が、一緒に来てって言ったのに」

　俯うつむいた顔を上げることができない。しかし床だけが広がっていた驪珠の視界に、朱明の靴くつが入り込んできた。

「私の方こそ」

　ふ、と張りつめていた空気が緩ゆるんだ気がした。

「すまなかった。──私も、どうしたらいいのか、正直分からなかったんだ」

　とても近い所から朱明のかすれた声が聞こえる。驪珠は、自分の気が一気に緩んだのを感じた。

　──ああ、朱明だ。

　話したいことがあった。

　尋たずねたいことがあった。

　何より、側にいてほしかった。

　離れていたのはたったの数日。けれどその間にあったこと一つ一つが、一人では不安なことばかりだった。──それが、声を聞いただけでこんなに安心するなんて。

「大変な、ことに、なって……」

「兄上から聞いた」

　朱明はそう、神しん妙みように頷いた。

　なぜ、と驪珠は一瞬言いかけるが、すぐに思い直す。青蒼天は黒竜賊討とう伐ばつの第一人者だ。臥竜の犯行の可能性が高いと目もくされている事件なら、すぐに報告が上がるのだろう。

「賊が出たと。おかげで今日ここに来るのも色々と面倒だった。危うく追い返されるところだったぞ」

「それもだけど、それだけじゃ、なくて」

　何から言おう、と驪珠は口ごもる。朱明は不審そうな顔をしながらも、じっと驪珠が口を開くのを待っていた。

「弓を、もらったの」

「弓？」

「それが、昔私が使っていたのにそっくりで……」

「今、見られるか？」

　怪訝そうに問い返した朱明を連れて、驪珠は自分の部屋に移る。話が話なので、途中で会った女官にはきっちりと人払いを頼んだ。

　部屋に入った途と端たん、朱明は壁に立てかけている弓を見つけた。これか、と息を漏らす。

「贈り主は？」

「匿とく名めいよ」

「誰かに話したか？」

「ううん」

　驪珠は力なく首を振る。話せたら、どんなによかっただろうか。

「爺じいさまには話したかったけど、ここから出られなくなっちゃったし」

「そうか……」

　朱明が弓を手に取り、長い指で弦つるをぴんと弾はじいた。申し分ない加減で張られた弦は、微かな音を立てて振動する。

「送り主は、偽臥竜かもしれないな」

「飛龍さまも、そう言ってたわ」

　あの後、帰り際ぎわに飛龍が弓の存在に気づいたので少し話をしたが、彼もまるで同じ反応を示したのだ。──偽臥竜は王宮内でそれなりに地位がある人間かもしれない、とすら言っていた。

「──飛龍？」

　そんなやりとりを知るはずのない朱明は、突然出てきた名前に秀しゆう麗れいな顔を明らかにしかめてみせた。

「なぜあいつの名前が出てくる。会ったのか？」

「……昨日」

　隠しておくことではないと思った。しかし、何となく気まずい。

　しどろもどろになって昨夜のことを話すと、朱明は弓を元の位置に戻し、空いた手で長い前髪をかきあげた。

「のこのこと、よくもまあ。──何だ、昨日の賊騒ぎの犯人もあいつか」

「え、ええ」

「……まあ、あいつも自分のふりをされていい気はしないだろうからな。そのことで来たんだろう？」

　飛龍が来ても驪珠が変わらずここにいるせいか、朱明は思いのほか落ち着いていた。いつか現れることくらいは彼も予想していたようだ。

「何か言っていたか？　不本意だが、聞く価値はある」

「試してみたいことがあるって、言っていたわ」

　驪珠は昨夜の会話を思い出しながら、できるだけ忠実に彼の言ったことを伝えようと努つとめた。

「偽臥竜は、犯行前に必ず黒い矢を放はなつでしょう？」

「ああ、そうだな」

「なら、先にこちらも黒い矢を射て、何かを盗ぬすんでみないかって」

　朱明が息を飲んだ。

「……挑ちよう発はつするのか？」

　やや間があいた後、彼は腕を組みながら問う。

「悪くはないと思うが、あいつではできないだろう。──まさか」

　自分で言いながら、朱明は気づいたらしい。鳶とび色の目を見開いて、彼は驪珠の顔をまじまじと眺ながめた。

　ある程度の反応を予想していた驪珠は、内心ではどきどきしながらも表では平静を保たもっていた。何食わぬ顔で、一気に告げる。

「そう。飛龍さまが、私に協力してほしいって」

「馬ば鹿かな！」

　朱明が吐き捨て、拳こぶしを握にぎって壁を叩たたいた。痛みではなく、怒りでその拳は震えている。

「どうして驪珠が」

「だって飛龍さまじゃ一生矢を当てるなんてできないじゃない！」

「だからって」

「いいの」

　更に言いかけた朱明の言葉を、驪珠は強い語気で制した。その瞳が予想以上に力強いものだったのか、わずかにたじろぐ気配がする。

「いいのよ」

　驪珠はもう一度、自分自身に言い聞かせるように繰り返した。

「私が射るわ」

　昨夜も、「問題は、僕が、その……」と矜きよう持じのために言い淀よどんだ飛龍の後を継いで、驪珠は自分から明めい瞭りような声で宣言したのだ。

　迷いはなかった。

　人を傷つけろというわけでもないし、せめてそのくらいの役には立ちたかった。

「でも、どこに。ここから出られないだろう、驪珠は」

　意思の強さを悟さとり、説得は諦めたらしい朱明がため息をつく。少しほっとしながら驪珠は声高らかに答えた。

「ここに」

「は？」

「王宮に、射るの」

「…………」

　朱明は眉み間けんに皺しわを刻きざんで黙り込んだ。剣けん吞のんな表情に、驪珠もつられるように眉を寄せる。

　──それはそうよね。

　飛龍からそう聞いた時、驪珠も驚いた。けれど彼は言った。中途半端な家ではいけない。挑発する以上、目立つ方がいいのだと。

「……確かに、手かもしれないな」

　朱明の反論に対しての説得方法を頭の中で考えていた驪珠は、その一言に拍ひよう子し抜けした。すぐに同意が得られるとは、まったく考えていなかったのだ。

「え？」

「これ以上目立つ場所はない。それに驪珠が射るなら、確かにここしかないだろう」

「そ、そうでしょう？」

　慌てて大きく頷き、驪珠はほっと胸をなで下ろす。しかし朱明は険しい顔を崩すことなく顎あごに手を添えた。

「でも、どこに射るにしたって危険だぞ」

　大丈夫なのか、と問う彼の視線を受け、分かってるわ、と驪珠は小さく口の中で呟く。

「だから、その、ね」

　胸の前で手を合わせ、驪珠は朱明を上うわ目め遣づかいに見た。

　──一緒に来てって、言っていいかしら。

　これは小弓姫と臥竜の──驪珠と飛龍の問題だ。二人が勝手に決めたことで、朱明に頼める筋合いではない。

　飛龍のことを、朱明が快こころよく思っていないことだって知っている。けれど、そんな状況でも朱明にいてほしいと思うほど彼に依い存ぞんしている自分がいる。

　──朱明が、いてくれれば。

　それほど心強いものはない。戦力としてではない。驪珠の、気持ちの問題だ。

　何と切り出したらいいのか分からずに、驪珠はじっと朱明を見る。彼の、女にも男にも見える中性的な顔もまた、じっと見返していた。

「あの」

「分かっている」

　はあ、と諦めたように息を吐いた朱明が、驪珠の頭に乱暴に手を乗せた。

「一緒に行ってやる。何かあったら困るしな。──望むなら、どこにでも。そう言っただろう？」










「──で、来たんですか。予想はしてましたけど」

　待ち合わせの場所は、城門から少し離れた場所だ。

　驪珠は夜中に起き出すと、長い枕を布団の中に入れ込み、万が一誰かが様子を見に来ても、きちんと寝ているように装よそおってから部屋を出る。

　夜とはいえ、あちこちに篝かがり火びが焚たかれていて、決して少なくはない警備の兵が目を光らせている。しかしその間をかいくぐっていくのはそれほど難しいことではなかったし、たとえ見つかったとしても適当に言いわけをすれば、とりあえずひっ立てられることはないだろうという自信もあった。

　一番の難所だと目していた城門の兵士は、気の毒なことに昏こん倒とうしていた。犯人だと思われる銀髪の少年を見つけ駆け寄ると、その横で闇色の髪を持つ青年が嫌な顔をしているところだった。

「運うん痴ち野郎には任まかせておけない」

「よく言いますね、鬘かつら野郎が」

「……二人とも」

　売り言葉に買い言葉で稚ち拙せつな言い合いを始めようとする二人に、驪珠はどうしたものかとこめかみを揉もむ。すると驪珠の不興を汲くみ取った二人はすぐに互いの視線を逸らし、朱明は短く詫わび、飛龍は咳せき払いをして誤魔化した。

「早くやってしまいましょう」

「はい。──小弓姫、これを」

　飛龍がどこからともなく一本の矢を取り出す。本来白いはずの矢羽は、墨すみで黒く染められていた。

「でも、大丈夫なのか」

　黒い矢をしげしげと眺めていた朱明が、ふと口を開く。

「驪珠の話だと、ここに盗みに入るつもりなんだろう？」

「それは勿論。こんなことで意い気く地じなしと臥竜の名前を落としても意味がないですし」

「できるか？　ここの警備は甘くないぞ」

　朱明が慎しん重ちような口ぶりで意見を挟はさむ。それは決して、飛龍の身体能力がどうとか、そういう話ではなかった。

「矢が射られれば尚なお更さらだ。あまり舐なめない方がいい。皆、それこそ徹てつ夜やで警備を──」

　矢が射られた日から三日。

　それが、偽臥竜の手口だった。

「──そこなんですが、別に夜に忍び込む必要はありませんよ」

　遮さえぎった言葉に朱明と驪珠は首を傾げる。しかし飛龍は当然だといわんばかりの顔をした。

「これまで通り夜に来ると思い込んで、寝ずの番をする。気持ちは分かりますけど、僕だってわざわざ警戒が厳しいところに入り込もうとは思いませんよ。そんなのは僕には無理です」

「それは……」

「僕が夜に盗みに入っていたのは、人目もなく、何も警戒されずに寝静まっている時間だったからであって、僕の偽者だって僕に倣ならっているか、もしくは昼に仕事があるからやむをえず夜中に活動しているだけだと思いますよ。だけど予告もあってこれまでの手口から夜来ると分かって警備しているところに、偽者だってのこのこ来るかどうか疑問ですね。だから今回は白はく昼ちゆう堂どう々どう行きます。──さあ、そろそろやりましょうか」
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　飛龍はこともなげに言うと、城門の方を振り返り空を振り仰ぐ。外門の上部は左右に欄らん干かんが続いていて、隅すみには高々と旗が揚あがっている。闇の中、設置された松たい明まつによりそれは赤々と照らしだされ、風に揺られて翻ひるがえっていた。驪珠は弓を握る手に力を込める。

「大丈夫か？」

　驪珠の手に己の手を重ねながら朱明が尋ねる。驪珠は気き丈じように笑った。

「大丈夫よ。──私を誰だと思っているの？」

　門上に立つ寝ずの番は、人の目がないことからかなり気を抜いている。これなら火矢を仕掛けても、到達するまで気づかれることはないだろう。

　矢羽まで燃えてしまう可能性もあるので火矢を仕掛けるかどうかは迷ったが、昨日の飛龍との話し合いでそうしようと決めた。そのくらいのことをしなければ、気づいてもらえないと考えたからだった。

　──大丈夫。

　驪珠は息をつめ、旗を見上げる。風にあおられて不規則に揺れているので狙いにくいが、小弓姫と呼ばれていた頃、何度か経験はある。

　たとえ外したとしても城門は石づくり。燃え広がることもない。

　飛龍が件くだんの矢に火をつけ手渡してくる。驪珠は受け取ると手早く構え、そして放った。まるで流れ星のように火矢は暗い宙を飛んでいき──。

「やった」

　どんな的まとでも、当たった時にはそう思ってしまう。軽く右の拳を握り込み、驪珠は口の中で呟いた。

　星が落ちてきたかのように、一瞬だけぱっと空が明るくなる。しかし旗が燃え尽きるまでさほどの時間はかからず、すぐにまた闇が辺あたりを支配した。

　しかしそこにいる兵士たちは異変に気づいたようで、ほどなくして松明がいくつも燃えた旗のあたりに集まった。空が、少しだけ赤く照らし出される。

「さあ、驪珠。戻れ」

　朱明に背中を押され、驪珠は頷く。──が、飛龍のことが気になってしまう。

　なかなか一歩が踏み出せず、案じるように闇ごしにその顔を見上げた驪珠に対し、彼は気安く笑ってみせた。

「大丈夫ですよ。──僕を誰だと思っているんですか？」

「……そうね」

　さっき自分が言ったことをそのまま返されて、驪珠は黙るしかなかった。お互い一度頷き合うと、その場から身を翻す。そしてまだ昏倒している門もん衛えいの脇をすり抜け、慌ただしくなってきた城門を後にして公主宮に辿たどりつくと、驪珠は上がった息のまま布団に潜り込んだ。

　しかし、何度寝返りをうっても興奮が冷めることはなかった。手にはしっかりと、手加減することなく放ったあの矢の感覚が残っている。

　まだどきどきと激しく鳴っている心臓の音をおさめようと、額ひたいに手の甲こうを当てた驪珠は深く長く、息を吐き出した。

「駄だ目め、寝ないと」

　また朝はやってくる。おそらく誰もが緊張に包まれた朝が。

　そうは思っても、一向に安らかな眠りは訪れなかった。驪珠はふかふかの寝台に沈み込むように横たわりながら、暗闇に慣れた目で天てん井じようの木目をひたすらに数え時間を潰つぶす。

　そんなことをしているうちに明け方ようやく意識を手放した驪珠はしかし、窓から聞こえてくる人々のざわめきに、すぐに目を覚ました。

「……芳春？」

「驪珠さま！」

　久しぶりに誰の手も借りずに着替えて寝室から顔を出すと、隣室で別の女官と話し込んでいた芳春が駆け寄ってきた。丸みを帯びた幼い顔が少しだけ引きつっている。いつも屈くつ託たくなく笑う彼女がこんな恐怖に怯おびえた顔をするのを、驪珠は初めて目にした。

「随分ざわついているようだけど」

　しらじらしいと思いながらも問えば、芳春は大きく身体を揺らす。驪珠を見上げてくる黒目がちの大きな目は、すでに潤うるんでいた。

「城門の旗に、火矢が射かけられたそうなんです。矢羽の色は、黒だったって……」

「黒……」

　驪珠は、目の前の小動物のような少女が恐怖に震えているのを見て申し訳ないと思う一方で、きちんと矢羽が燃え残って、その色が人々に認識されたことに安あん堵どせずにはいられなかった。

「臥竜が、黒竜賊が、ここにも来るのかと思うと、もう私、怖くて怖くて……！」

「芳春、大丈夫よ」

　飛龍さまは怖くなんてないわ、と続けたいのをぐっと我が慢まんし、驪珠はみるみるうちに盛り上がった芳春の涙を、指先でそっとぬぐった。

「だって……」

「ほら、臥竜は人を害したことは一度もなかったでしょう？　何かが盗まれるだけよ。──私たちに害が及ぶことなんて、ないわ」

「まあ、そうであろうな」

　よく知った、不ふ遜そんな声が驪珠に同意を示す。見れば黎華が、長い黒髪を背に揺らしながら部屋に入ってきたところだった。

「この広い王城。どこに出るかと皆てんやわんやしておるが、臥竜だとすれば無駄な殺せつ生しようはせんだろう。これまで通り、な」

　長椅子に座り、黎華は自分の髪に指を絡ませながら、薄い笑みを浮かべた。

「皆そう考えておるようだ。今宝ほう物もつ庫この方を見てきたが、蟻ありの子一いつ匹ぴき通さぬ構え。この間は賊の侵入を許し、このたびは火矢を射られることを許し。これ以上何かあっては大変と、皆やっきになっておるぞ。──何ごともなければよいのだが」

「そんな、黎華さまは臥竜がまんまと何かを盗むとお考えなんですか？　きっと、兵の皆さまが臥竜なんて……！」

「……臥竜なら、な」

「まだ、何かあるというのですか！」

　どこか含ふくみのある言い方に、芳春が声を震わせ、驪珠に縋すがりついてくる。自分の発言が彼女を怯えさせているだけだと気づいた黎華は、口を閉ざしてやんわりと首を振った。

　相変わらず、いつもの辛しん辣らつさが噓のように、お気に入りの娘たちにはどこまでも優しい。

「大丈夫じゃ。わらわも我が近衛兵がそこまで役立たずではないと信じておる。驪珠の従兄いとこもおるしな。──ただ、そう。覚えておくといい」

　ふっと笑った黎華の視線を、驪珠は真正面から受け止める。青みがかった灰色の瞳は、思った以上に険しい色を秘めていた。

「ここは国で一番警備があついところであるが、国で一番安全な場所ではない、ということはな」










　相変わらず重い昼食を食べた後に、相変わらずの男装で朱明がやってきた。

　気づけばうつらうつらしながら午前中を過ごした驪珠とは対照的に、いつも通りの闊かつ達たつとした姿である。

「朱明さまだわ」

「今日もまた一段と凜々しくて」

「朱明さまがいらしたら、私、賊なんて恐ろしくないわ」

　遠目からでもよく目立つ高い所で一つに括くくりあげられた銀髪を、女官の一人は彼が公主宮に辿たどりつく以前に捕ほ捉そくする。それに伴い宮の入口に人が集中し、次々に黄色い声が飛び交った。

　──まるで賊の危機に瀕ひんする王宮を救いに来た、輝かしい王子さまね。

　朱明の来訪を聞き、女官に引きずられるように入口まで一緒に来ていた驪珠が失笑している横で、黎華が不満そうな顔を隠そうともせず、腕を組んだ。

「駄目だ。やはり理解ができん」

「黎華さまは本当に、朱明のことがお嫌いですね」

「何なのだろうな、わらわにもよく分からん。さすがのわらわも、男装は守備範囲外だったということか？　しかし最初から違和感が……。驪珠は、あれが格好よいと思うのか？　臥竜から守ってほしいと？」

　唸うなっていた黎華が、大真面目に驪珠に問う。一瞬返答に迷ったものの、自分の気持ちに噓はつけなかった。

「……はい」

「ほう？　是ぜ非ひ詳しくその心境を聞かせてもらいたいものだな」

「実際に、背に庇かばわれたことがあって」

　まだ朱明の名前すら知らなかった時だ。それが初対面だと、しばらく思っていた。

「結構、危ない状況だったんです。その時に颯さつ爽そうと助けに入ってくれて。とっても──」

「──ああ、よいよい」

　遮った黎華が嫌そうに手を顔の前で振る。朱明はともかく、驪珠は今までこのような声音で声をかけられたことも、聞きたくないと話を遮られたこともなかった。

　驚いて横を見ると、紅べにがひかれた唇くちびるが歪ゆがんでいる。

「このまま聞いていてはとんだ惚のろ気けが始まりそうじゃ。聞きたくない。女官たちの言でもうすでに胸やけしておるというのに、そなたの口からも聞きたくはない」

「惚気なんて、そんなつもりは」

「それを惚気と言わず何と言う。非常に不本意じゃが、相思相愛でめでたいではないか。──朱明！」

　驪珠は面めん喰くらって反論するが、黎華が聞く耳を持つ様子はない。そして代わりに不機嫌さ全開の声を、早くも女官たちに捕まり、王宮に起こった大事件を吹き込まれている朱明に投げかけた。

「黎華さま、すみません。ご挨あい拶さつが遅れまして」

「そんなことはどうでもいい」

　女官たちが黎華の鋭するどい眼光に怯ひるんだ一瞬の隙すきをつき、朱明は転がるように抜け出して来る。残念そうなため息が、その後ろから聞こえてきた。

「そなた、厄やつ介かいなものを連れてきてくれたものだな」

「え、一体──」

「──まあ、主しゆ上じよう！」

　女官の一人が悲鳴に近い声を上げたことで、黎華が「厄介なもの」と称したものの正体はすぐに知れることとなった。

「わらわの宮に立ち寄るなと、そう申しておるではないか！」

　あたふたとまごつきながら膝をつく女官たちを押しのけ、これ以上踏み込ませないと言わんばかりにずいっと黎華が前に出る。足を肩幅に広げ、腕を組み、胸を反そらし。いかにも偉そうに一いつ喝かつされ、この国の至高の存在であるはずの男は見ていて気の毒なほどたじろいだ。

「大体そなた、執しつ務むはどうした。印いんを押すという、そなたにすらできる簡単な仕事があるじゃろう！」

「皆浮足立ってしまって仕事になどならんのです。慌てたところでどうにもならんのにのう。──それに、このような麗うららかでのどかな日に、部屋の中で閉じこもっているなどもったいないではないですか。そろそろ〝黎華〟の散歩の時間でもありますし」

　事件のことを耳にしているはずの国王は、この王宮内で誰よりも落ち着いているのではないかと、見ていた驪珠は思った。

　盗られる時は盗られる。防げる時は防げる。

　そう、どこか達たつ観かんしている節ふしすら見受けられた。

「臥竜が何を盗む気かは分からんが、わしが何か頭をひねってその品を使うより、よほど世の役に立ちそうだからのう……」

　そうかもしれない、とつい思ってしまいたくなるような雰ふん囲い気きを伴って、玄げん奏そうがひとりごちる。その一方で、前に立つ黎華の苛立ちは最高潮に達しようとしていた。

「ええい。だったらさっさとあの忌いま々いましい名の亀を連れて散歩にいけばよかろう！」

「でも、黎華さま。主上がこちらにいらっしゃるということは、何か御用がおありなのでは？」

　勇気ある女官の一人がとりなすと、玄奏は思い出したとばかりにぽんと手を叩いた。

「そうだった。朱明の姿を見かけ、追いかけてきたのだ」

「──は？」

　国で一番高貴な姉弟の、実にくだらない応おう酬しゆうを呆あつ気けにとられて見守っていた朱明が、突然の名指しに引きつった声を上げた。

　巻き込まないでくれという、心の悲鳴が驪珠にも届いた気がする。

　──そういえば朱明、主上に見染められて。

　あの時は朱明が適当に受け流しうやむやのまま分かれたのだが、どうやら王にとっては一いつ時ときの問題ではなかったらしい。

「おい、どうしたらいい。助けてくれ」

　隣に立つ朱明の顔を見上げると、視線に気づいて切実な声で囁ささやいてきた。いつも驪珠が助けてもらうばかりで、助ける機会などないに等しい。そんな彼が、折せつ角かく助けを求めてきたのだ。

　──何とかしたいけど。

　必死に頭を回転させる。だが、妙みよう案あんなど浮かぶはずがなかった。

「……ごめん」

　いたたまれない思いでいっぱいになりながら、驪珠は縋すがるような朱明の視線から逃のがれるようにそっと顔を背そむけた。そんな二人の前に、玄奏がやって来る。

「おぬし、今時間はあるかのう」

　相変わらずのんびりとした口調だったが、先ほどにはなかったわずかな緊張をはらんでいるような気がするのは驪珠の気のせいだろうか。

「よければ一緒に〝黎華〟の甲羅干しでもどうであろうか。後こう宮きゆうの庭園に、絶好の場所があるのだよ」

「いえ、後宮は、ちょっと……」

　言いながら朱明が一歩下がる。が、思わぬ所から玄奏を援護する声が上がった。

「よいではないか。わらわが許す。行けばよい。──むしろ行け。行ってしまえ」

「おお、姉上！」

　疲れたような投げやりな黎華の声に、玄奏が顔を輝かせる。彼には姉が、自分の恋こい路じを応援してくれているように聞こえているのかもしれない。

「〝黎華〟はあちらに待機させておる。まずは迎えに行くとするかのう」

「ちょっ……！」

　姉の後押しを受けて玄奏が促す。相手が相手なのでどうすることもできず、気の毒な朱明は王に伴われて奥の方へ消えていってしまった。きっと以前驪珠が通ったあの門をくぐり、後宮へと抜けるつもりなのだろう。

　女官たちが一斉にため息をつく。

　それは、夢に見ていた王子さまを、王に取られてしまったという落胆だった。

　──どうしよう。でも、朱明ならきっと上手く……。

　そつなく対応するだろう、と思う一方でどことなく不安がよぎる。どうすることもできずに呆ぼう然ぜんと二人が消えて行った方を見ていると、ふふふ、と鼻歌交じりの笑い声が耳に届いた。この状況で上じよう機き嫌げんになる人物など、一人しかいない。

「あの、黎華さま？」

「邪魔者どもは消えた。二人きりじゃな」

　子供のような喜びを瞳にちらつかせながら黎華が弾んだ声を出す。朱明はともかく王まで邪魔者呼ばわりしたことを咎とがめることができる勇者は、残念ながらこの場にはいなかった。

「珍しく愚ぐ弟ていが役に立ったな。──しかし愚弟はどこまでも愚弟じゃ。なぜ純粋に散歩ではなく甲羅干しに誘さそうのか理解ができん。亀の甲羅を干しながら一体何をしようというのじゃ」

「それは、確かに……」

　玄奏一人なら、亀の横でまったりしている姿が容易に想像できる。しかしその横に更に朱明がいる図というのは、驪珠には上手く浮かばなかった。

「そこでじゃ。どうであろう、あの二人、追いかけてはみぬか」

「え？」

「無む論ろん、ばれぬようにこっそりとな」

　思わず訊き返した驪珠に、黎華が片目を瞑つむってみせる。

「それとも何か。折角の二人きり。そなたが他にしたいことがあるというのならそれでまったく構わぬぞ」

「いえ、そういうわけじゃ」

「なら決まりじゃ」

　言うが早いか黎華は驪珠の手を握った。弓が扱えることが不思議なほど繊せん細さいで、手荒れの手の字も見当たらない美しい指が、驪珠の指に絡からめられる。

「聞いておったな？　後宮の方へ行く。すぐに戻ってくるゆえ、茶の用意を頼むぞ」

　黎華はまだ名残惜しげに朱明たちが消えて行った方を見ている女官たちにそう言い置いて、ぐいぐい手を引っ張っていった。引きずられるように、小走りに近い形で驪珠はそれについていく。

「でも、意外です」

　件くだんの月亮門をくぐりながら驪珠は黎華の白く小さな顔を見上げた。ん、と彼女の目が細められる。

「ほう、何がじゃ？　わらわがこのようなことを言いだすことが、か？」

「はい。──黎華さまは、あの二人が、その……」

　言葉を選ぶつもりが見つからず言い淀んでしまった驪珠に、黎華はからからと声をたてて笑った。

「そなたは気にならぬか？」

「それは、勿論」

　驪珠は大きく頷く。わらわもじゃ、と黎華は大おお仰ぎように返した。

「朱明のやつ、本気で嫌がっておったろう。あやつが苦境に陥おちいる様、是非もっとよく見ておきたいではないか」

「……本当に朱明のこと、お嫌いなんですね」

　冗談を言っている口調ではないし、そもそも彼女がこんな冗談を言うとは思えない。本心なのだろうと思うと、驪珠は朱明が不ふ憫びんでならなかった。

「わらわが面おも白しろければそれでよいのよ。──それにしても、あそこまで積極的な愚弟は初めて見た。これは、もしかするともしかするかもしれんぞ」

「いや、それはさすがに」

　どう頑張ってもそんなことにはなりません、という言葉を、驪珠は乾いた笑いと共に必死で飲み込んだ。

　──でも、どうするんだろう。

　驪珠は「朱明を召めし上げたい」という旨むねの打診が青家に届く様を想像してみた。受取人は当然家の主である、彼の兄。

　──うわあ、凄すごく状況を楽しみそう。

　驪珠の脳のう裏りに、にっこりと非の打ちどころのない笑みを浮かべる蒼天の姿が描えがき出された。

『素す晴ばらしいじゃないか、朱明。頑張って色々と内情を仕入れてくるんだよ』

　そんなことを言い放ち、問答無用で後宮に押し込んでも不思議ではない人。──驪珠は数回しか会っていない青蒼天という人物を、そんなふうに認識していた。

「お、いたぞ」

　あれこれと考えているうちに、前を歩く黎華の足が止まる。木の陰に身を隠した驪珠たちから少し離はなれたところに、座り込んでいる二人の姿が見えた。

　──ここ、私が主上と初めてお会いした所だわ。

　麗らかな午後。降り注ぐ穏おだやかな日差しに煌きらめく湖水が、頰をなでる程度の風にわずかに波立つ。その畔ほとりでは玄奏の傍かたわらを亀が陣取り、濃い茶色の甲羅を気持ちよさそうに干している。

　──そういえば、お気に入りの場所だって言ってたわね。

　驪珠は先日のことを思い出しながら二人を観察する。朱明が意識したのか両者の間にある微び妙みような距離が、苦笑を誘った。

「ふっ。遠眼鏡でも持ってくればよかったぞ」

　辺りは静まり返っているのでわずかながら声も届く。けれど何よりも黎華は、朱明の整った顔がこれ以上ないほど引きつっていることに快感を覚えているようだった。

「ええい、玄奏。動かんか。この絶好の機会に何をのんびり陽に当たっておる。引退した官でももう少しきびきび動くぞ。まったく、これでは何も面白くないではないか」

　声量は抑えてあるものの、黎華がそう罵ののしった時。それまで俯うつむき加減で時間が過ぎるのをただ耐えているように見えた朱明が、急に顔を上げた。

　遠目ながら、その顔にわずかな緊張が走っているのに驪珠は気づく。玄奏には悟られないように、鋭い目だけが注意深く動いていた。

「ぬ、聞こえたか？」

「いえ、違います。──誰か、いる」

　声を押し殺して答えながら目を眇すがめる。朱明のいる場所を挟んで対極あたりに、驪珠は何者かの気配を感じ取った。

　──まさか、飛龍さま？

　一瞬そんな考えがよぎるがすぐに打ち消す。彼だとしたら、こんな所に姿を見せようとするはずがない。

　それに──。

　──前とは、違う。

　何か嫌な予感がした。亀の〝黎華〟が出てきた時とも違う感覚。

　小弓姫として培つちかってきた本能が何かを告げ、頭の中で警けい鐘しようを鳴らす。

「朱──！」

「──お命、頂ちよう戴だいする！」

　覆ふく面めんをした男たちが茂みから飛び出し朱明たちに切りかかっていったのと、朱明が玄奏の腰に形ばかりに帯びられていた剣を抜き去り庇かばうようにして前に立ったのと、思わず悲鳴のような声が口をついて出てきそうになった驪珠の口を黎華が塞ふさいだのは、ほぼ同時だった。

「黎華さま……！」

　口くち許もとを押さえられたまま、驪珠はくぐもった声を出して非難がましく見上げる。しかし後ろから抱きとめる形で言葉だけでなく身体の自由も奪っている彼女は、険しい顔をして弟たちの方に視線を向けたまま、首を横に振った。

「声を出すでない。気づかれてはならん。我らではどうすることもできんからな。賊は三人。一人でもこちらに向かってこられては、あやつの足を引っ張る」
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　冷静な、しかし真剣な声が耳元で発せられる。いいな、と念を押して驪珠が渋々頷くのを確認してから、黎華はようやく手を放した。

　向こうでは朱明が攻撃を受け流した隙に容よう赦しやなく一人の腹を蹴けり飛ばしていた。苦く悶もんの表情を浮かべながら膝をつく一人を庇うようにしながら、残った二人が剣を構えながら視線を交わし合う。

「聞いてないぞ、どういうことだよ。この時間、王は一人でのほほんと亀と戯たわむれてるんじゃなかったのか！　何なんだよ、こいつは！」

「知るかよ。楽勝だって言ったあいつに訊けよ！」

「──あいつ、とは？」

　尖とがった刃物のように鋭く冷たい朱明の声が二人に突き刺さる。一人倒した後だというのに、まったく息の乱れは感じられない。

「洗いざらい、吐いてもらおうか」

　うっとつまった二人に対して言うが早いか、朱明は軽やかに地を蹴った。数では優位であることを頼みに、相手も耳障りな怒声を上げながらそれぞれ剣を振りかぶる。

「勝負あったな」

　じっと様子を見守っていた黎華が至し極ごく冷静に言う。目の前で繰り広げられる二対一の剣劇に、朱明の腕に感心する素そ振ぶりこそあっても、状況に怯える気配はまったくなかった。

「どうして……」

「雑ざ魚こが。あの者たち、臥竜ではないな」

　黎華は普段と変わらぬ声音で、目を細めてそう断じた。

「臥竜が来るからには、どうしても兵の目はそちらに行きがちになるが……。その隙をついて、こういうことがあるやもしれんとは思っておった」

「そんな……！」

「言ったであろう。ここは国で一番安全な所というわけではないと」

　腕を組む黎華の声には、諦めにも似た響きが宿っていた。驪珠は驚き、目を瞬かせる。

　──黎華さまも。

　幼少時から絶対的な権力を持っていた黎華。でもそれゆえに敵も多かったと思われる彼女も、こんな目に遭あったことがあるのだろうか。

「それに、愚弟とはいえ王族の端くれ。一通り身を守る術すべは身につけておる。それで駄目なら所しよ詮せんそこまでの器うつわということ。──まあ、今回は不要だったようだが」

　ふんと鼻が鳴らされる。視線を戻すと、丁度朱明が最後の一人の腕をひねり、地に捻ねじ伏せるところだった。全員の動きが封じられたのを確認し、黎華は堂々と木陰から出ていく。

「……ご覧になっていたのでしょう。兵を呼ぶくらいのこと、してくださってもよいではないですか」

　驪珠たちの存在などとっくに気づいていたらしい朱明が、特に驚くこともなくただ恨めしそうに呟く。

「心配せずとも今からそうするわ」

　偉そうに胸を反らして男たちを見下ろしていた黎華が、面白くなさそうに再度鼻を鳴らす。その横で、驪珠は座り込んだままの玄奏の横に膝をついた。

「お怪我はありませんか、主上？」

「問題ないぞ。それよりも、格好よかったのう」

　腰が抜けているというわけではないらしい。立ち上がった玄奏は、むしろ、眼がん福ぷくだと言わんばかりの表情だ。

「わしが格好よく守るどころか守られてしまった。さすがは朱明と言ったところか。惚ほれ直すのう」

「驪珠、そんなもの、放っておけばよい」

　黎華が言い捨てる。

　その足元で、今まで甲羅の中に閉じこもっていた亀が、ようやく顔と手を出した。
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「折せつ角かく帰ってきたのに……」

　寝返りをうつ。──とても疲れているはずなのに、しかも今まで眠りにくくて仕方がなかったふかふかの寝台ではなく、自室の、慣れ親しんだ寝台の上であるにもかかわらず眠れそうになかった。

「はあ……」

　兵士を呼んでからが、思い出したくもないくらい大変だった。一国の主あるじが、こともあろうに後こう宮きゆう内で襲おそわれたのだ。玄げん奏そうや黎れい華かには訊ききにくいだろうから当然と言えば当然だし、仕方がないのかもしれないが、目撃者となってしまった驪り珠しゆと、当事者になってしまった朱しゆ明めいは、武官相手にとにかく何度も、嫌いやになるくらい状況を説明することになった。

　武官たちから解放されるまでにかかった日数が二日。その後は、臥が竜りゆうの警戒はどうした、と問いただしたくなるくらい厳重になった黎華や玄奏の警備の関係で、驪珠はようやく趙ちよう家けに帰されることが決まった。

　小耳に挟はさんだ話では、仲ちゆう毅きが何か申し立てをしたらしい。

『これらの話、決して他た言ごんしてはならぬぞ』

　厳いかめしい顔をした高位の武官に幾いく度どもそう釘くぎを刺さされた上、趙家に辿たどりついたのが夕刻。さすがに枢すう昱いくはまだ帰っていなかったが、何も知らない使用人たちは華はなやかな王宮──特に仲毅ですら詳しく知らない公主宮の様子について色々と聞きたがり驪珠をせっついてきた。仲毅が部屋に戻るよう命じてくれなければ、驪珠は皆みなが寝静まるような時間である今もまだ、公こう主しゆや王の話を語るはめになっていたかもしれない。

「はあ……」

「ため息ばかりついていると、幸せが逃げてしまいますよ」

　心地良い眠りを求めて何度目か分からない寝返りをうった時、唐とう突とつに穏おだやかな声が聞こえた。暗闇の中でゆるゆると目を見開いた驪珠は、次の瞬間寝台から半身を起こし、窓の方を振り返る。

「飛ひ龍りゆうさま!?」

「はい、僕です。すみませんね、不自由な身の上なもので、こんな時間ばかりで」

「どうして──」

　趙こ家こにいるのという、つい出かかった言葉を驪珠はすんでのところで飲み込んだ。

　その問答はすでに公こう主しゆ宮きゆうにいる時にしたし、あそこまで乗り込んできた飛龍に「爺じいさまや兄さまにでも見つかったら」などというのは今いま更さらすぎる気がした。

「……ちょっと待ってて、今灯あかりを」

「入っても？　初めて来ましたが、随ずい分ぶん奥まった所に部屋を構えていますね」

「だって私、『深しん窓そうの姫君』だもの」

　寝台から下り、灯りに手を伸ばしながら驪珠は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

　代々武の名門として栄さかえた趙家は、敷地内に鍛たん錬れんの場があったり、門弟となった人間を泊める部屋があるので、名家と呼ばれる屋敷が並ぶこの一帯の中でも特に広く部屋数も多い。人──特に若い男の出入りが激しいため、驪珠はそれらの人々が立ち入りにくい屋敷の奥の方に部屋を与えられていた。

　夜中に厠かわやに起き出した誰かが通るという場所でもない。灯りがついていたとしてもおそらくは誰も気づかないし、声も聞かれることもない、ある意味絶好の場所に位置した部屋だった。

「よし、と」

　灯りをつけると、驪珠が一人使うには大きすぎる、けれど黎華のもとで与えられていた部屋を思えば小さすぎる部屋が、ぱっと照らし出された。

「聞きましたよ、色々と大変だったそうですね」

　浮かび上がった白い顔が疲れを帯びているのに気づいたのか、飛龍が労いたわるように声をかける。

「明日にしようかとも思ったのですが──」

「──分かってる。話を聞きに来たんでしょう？」

　申もうし訳わけなさそうにしている飛龍に椅い子すをすすめ、自身は寝台に腰かけながら驪珠は引き継いだが、同時に眉まゆを寄せた。

「でも私は見ていただけだし、詳くわしく知りたいのなら多分朱明の方が」

「いえいえいえ、是ぜ非ひ小しよう弓きゆう姫きで」

　頼まれたって嫌ですと顔に書いてあるので、仕方がない。衝しよう撃げき的てきなことだったし、何度も説明したことなので、疲れ切った頭でも、すぐにすらすらと口にすることができた。

「……黎華さまが、どうしても臥竜という物取りに皆の目が行くからその隙すきを縫ぬってこういうことがあっても不思議じゃない、と言っていたわ」

「そうですか。──それだけなら、いいんですけれど」

　締めくくると、飛龍は腕を組んで難むずかしそうな顔をしながらそう言った。薄明かりでもはっきりと分かるほど眉み間けんに皺しわが寄っている。何が引っかかっているのだろうかと驪珠は首を傾かしげた。

「それだけって？」

「ご丁てい寧ねいに予告状を出す偽にせ物ものの僕は、今までは物取りしかしていないようです。しかし、もし万が一それ以上のことをやってしまったら──。そしたら、それも『臥竜』のせいと民衆は噂うわさするのだろうなと思いまして」

　あ、と口から声が漏もれた。

　臥竜は飛龍だと、驪珠は知っている。彼のことも誰よりもよく知っているつもりだ。

　でも、噂で勝手に臥竜を描えがき出す人はどうだろう。義ぎ賊ぞく臥竜が、とうとう義のために人を殺あやめる決断をした。──臥竜を恐れる人にも、支持する人にも、その話は瞬またたく間に広まるに違いない。

「じゃあ、今回のことも？」

「臥竜がやったのかもしれない。そう言われてしまうと、臥竜でないという証拠もないですからね。王宮の宝とはすなわち王の命のことだったんだ、などと誰かが言いだせば……。もしやそれを狙ねらっての犯行か、と話を聞いた時にふと思い立ちまして」

「そんな！　飛龍さまはそんなことしないわ！」

　驪珠は思わず立ち上がった。

　──違うのに。

　小弓姫にしても、臥竜にしても、人は勝手に驪珠たちのことを思い描く。違うと訂正したくても、できない自分の立場がもどかしい。

「おや、小弓姫が望むなら、やったっていいのですよ」

「飛龍さま！」

　笑えない冗じよう談だんに咎とがめる声を上げると、彼は軽く肩をすくめた。

「小弓姫が分かっていてくれれば、僕は何と言われてもいいんですけれどね。ただ、今は小弓姫と組んでいるという噂もありますから少し心配で。でも過ぎたことですし、あまり気にしないでください。大丈夫です。僕はもう、きちんと王宮から宝物を盗み出しましたから。あの予告は達成しましたよ」

　飛龍が近づいてきて肩に手を置く。そのまま少し力をこめられて、驪珠は再び寝台の上にすとんと腰を下ろした。

　王に会ったあの穏やかな場所。あそこの美しく澄すんだ湖水のような青い瞳が、優しい色を浮かべて驪珠のことを見下ろしていた。

「……何を盗んだのか、訊きいてもいい？」

「ああ、実は──っ!?」

　ひゅん、と風を切る音がして驪珠は身を強こわ張ばらせる。それは驪珠にとっても飛龍にとっても、慣れ親しんだ音だった。

　飛龍が驪珠を庇かばうように覆おおいかぶさる。しばらく息をつめながらその体勢でいたが、続く音が聞こえないことを確認し、恐る恐る振り返った。そして、すぐにその視線は床に釘付けにされる。

「あ……」

　驪珠も飛龍の肩越しにその光景を見る。薄ぼんやりとした、けれども目が慣れたせいでとてもよく見える室内。留守にしていた間もいつ帰ってきてもいいように毎日掃除されていたらしい床に、衝撃でまだ微かすかに揺れる矢が深々と刺さっていた。

「小弓姫、危ないです。やめなさい！」

　矢は窓から入ってきたものだ。我に返った驪珠は、不ふ審しん者しやの影を探そうと飛龍の身体をすり抜け窓辺に寄ろうとしたが、すぐに腕を摑つかまれ動きを阻はばまれた。

「今近づいては射いられる可能性があります。部屋の灯りで向こうからこちらの姿は丸見えですから……！」

「あ……」

　驪珠を落ち着かせながら飛龍は床に刺さった矢をきつく睨にらみつける。矢羽の色は、二人にとって最も思い入れがあり印象深い色。──黒だ。

「臥竜と小弓姫の目の前で射るとは、やってくれる……」

　呻うめくような呟きには怒りが押し込められている。間近で耳にした驪珠は、背筋が凍こおる思いがした。










　遠くで小鳥のさえずりが聞こえ、その音をかき消すように朝あさ稽げい古この声が飛び交かっている。

　中でも一ひと際きわ気合いがこもった祖父の声に、驪珠はぱちっと目を開けた。

「え、朝!?」

　夜に灯りをつけたのとは違う、燦さん々さんとした光で部屋の中が満ちている。驪珠は状況が理解できず、ただ瞬まばたいた。

「だって、昨日は、飛龍さまが来て。──そう、矢が」

　寝台で上半身を起こした状態のまま床に目を向ける。記き憶おくの位置にそれは刺さっていなかった。夢だったのだろうかと落らく胆たんと安あん堵どが胸中に広がるが、すぐに床が傷ついているのに気づく。

「えっ……」

　あたふたと寝台から下りて見回すと、すぐにそれは見つかった。卓たくの上に置かれている黒い羽を持つ矢は、室内においてかなり異質な存在で目を引いた。

「ゆうべ、は」

　それを手にしながら思い返す。矢が刺さった後も、飛龍と少し話をした。彼が帰ったらすぐに祖父に知らせようと考えていたところまでは記憶があるものの、その先はぷつりと途切れている。

「私、寝ちゃった……？」

　最後はどんな態勢だっただろうか。それすらも定かではないが、もしかしたら飛龍が寝台に運んでくれたのかもしれない。灯りも消して、そっと部屋を後にする彼の姿が、くっきりと脳のう裏りに描き出される。

「いけない！　早く爺さまに言わないと！」

　早く知らせた方がいいに決まっている。驪珠はここ数日の半分以下の時間で身み支じ度たくを終わらせると、矢を手に取り、部屋を飛び出した。

　どたどたと普段は絶対にたてないような音をたてながら廊ろう下かを走る。──が、慣れないことをしたせいで、角を曲がったところで早さつ速そく誰かにぶつかった。

「うおっ、誰だよ気をつけろ。──って、驪珠？」

「兄さま……！」

　明るい日差しが差し込む廊下でぶつかったのが驪珠だと知ると、顔をしかめていた従兄いとこは瞬く間に態度を翻ひるがえした。昨日の夜は帰ってきていなかったから数日ぶりに会うが、枢昱はいつにも増してご機き嫌げんの様子で、蕩とろけるような笑みを向けながら、弾はずんだ声で話しかけてきた。

「なんだ、どうしたんだ驪珠。そんなに俺に会いたかったのか？　慌あわてなくても俺は逃げたりしないぞ」

「兄さま──！」

　それどころじゃないの、と言おうとするが、「俺の胸に飛び込んでこい」とでも言いたげに両手を広げた枢昱は口を挟む余地を与えない。

「やっぱり朝、驪珠の声を聞かないと始まらないな。やる気になる。ああ、驪珠、お兄ちゃんは寂さびしかったぞ！」

　相あい変かわらず熱い従兄は、会わなかった数日分をとり戻すように怒ど濤とうの勢いで喋しやべり続けた。

「公主宮で苛いじめられなかったか？　敬けい達たつが余計なことしなかったか？」

「あの、兄さま」

「まさか毒どくされて黎華さま付きの女によ官かんになりたいなんて言い出すんじゃないだろうな。お、俺は許さないぞ！」

「…………」

「そういえば顔色が悪いな。どうしたんだ？　風か邪ぜか？　風邪でも引いたのか？」

　反応する気力もなくなったところで、浮かれた顔が一転し、急に心配そうに太い眉が寄せられる。枢昱は屈かがみ込んで、驪珠の額ひたいに大きな右手を乗せた。

「大丈夫よ、そんなんじゃないから。──それよりも、これ」

　手を軽く払いのけると、枢昱はこの世の終わりが訪れたような、絶望に打ちのめされた顔をした。しかし驪珠が差し出したものを見てはっと息を飲み、目を瞠みはる。次の瞬間目の前にあったのは、兄馬鹿な姿ではなく、有能な武官としての顔だった。

「ど、どうして早く言わなかったんだ！」

「兄さまが言わせてくれなかったのよ！」

　枢昱は驪珠から矢を受け取ると、壊こわれものを扱あつかうように慎しん重ちように両手で持った。色々な角度にしながら見下ろしていると、朝の眩まぶしい光を受けて鋭するどい先端が光る。

「こんなもの、どこに……」

　枢昱の声に戸と惑まどいと困こん惑わくが入り交じっていた。

「夜中に、窓から部屋に刺さったの」

「その時、起きてたのか？」

　ぎょっと枢昱が矢からこちらに視線を移す。少し気まずさを覚えながら驪珠は頷いた。

「射た奴を見たか？」

「それは見てない。だけど、刺さった角度から考えると、塀へいの上から射たんだと思うわ」

「どうしてその時に俺を呼ばなかった？」

　思いの他きつい口く調ちようで問われ驪珠は口ごもった。

　飛龍がいたからすぐには呼べなかった。しかも途中で寝てしまった、なんて言うことはできない。ただ黙だまって俯うつむくと、枢昱は目に見えておろおろとした。

「わ、悪かった。そうだよな。怖くて声なんて出なくて、布ふ団とんの中で怯おびえてたんだよな？　きつく言ってすまない」

「……そうなの。ほとんど眠れなくて」

　他にいい言い訳も思いつかず驪珠は頷いたが、少し心苦しさを感じた。

　知らず知らずのうちに目線が下を向く。しかしそれにより、枢昱はどんどん勘かん違ちがいという名の妄もう想そうを繰り広げていった。

「おのれ……！　どうしてよりによって驪珠の部屋に！　間違って刺さったりしたらどうしてくれるんだ。うちも狙われる可能性があるとは思っていたが最悪の形だ。許さん、許さんぞ臥竜！」

　枢昱は拳こぶしを固く握にぎり、吠ほえるように言う。

　灯りがついていたから射やすかったというのが驪珠の部屋が選ばれた理由だろう、とは口が裂さけても言える雰ふん囲い気きではなかった。

「臥竜は、人を襲ったりはしないわ」

　一応そう言い添えるが、枢昱は驪珠が驚おどろくほどその健康そうな顔色を変えた。ほんの一いつ瞬しゆんだけ、瞳に怯えにも似た色が走る。

「どうしたの……？」

「いや、何でもない。とにかく爺さんに言いに──」

「──兄さま」

　歩き出そうとする従兄の袖そでを、驪珠は引っ張った。厳きびしい声に、枢昱は仕方がなさそうに振り向く。けれど珍めずらしく、その瞳は驪珠を映さず泳いでいる。

「何か、あった？」

　自分の声が震ふるえていることに驪珠は気づいた。

　嫌な予感がした。そしてそれは、すでに胸の中に確信として存在していた。

「……お前は関係者だ。多分、すぐに耳に入るだろう。だから、言う」

「関係者って……」

　今、この時期に「関係者」と言われることなど、驪珠は一つしか思いつかない。鼓こ動どうが少しずつ速くなっていった。

「主上の、事件？」

「そうだ」

　枢昱は頭をくしゃくしゃにかきながら、嫌そうに一気に言い捨てた。

「犯人として拘こう留りゆうされていた三人全員──牢ろうの中で殺された」

「…………！」

　驚きすぎて、声すらも出てこなかった。驪珠は喘あえぐように枢昱のことを見上げる。冗談だと笑い飛ばしてほしかったが、一方で彼がそんな不ふ謹きん慎しんなことを言うはずがないというのは、よく知っていた。

　枢昱は眉をこれ以上ないほど寄せ、忌いま々いましそうに手中の黒い矢を見ている。折れてしまうのではないか。いや、すでに折れているのではないかと思えるほど、手には力が入っていた。

「まだほとんど供述は取れてなかった。口くち封ふうじだろうと言われてて──俺たちは、臥竜が人にまで手をかけた可能性を視野に入れてる」

「そんな……！」

　──どうしたらいい？

　このままでは飛龍の言った通りになってしまうと自問自答を繰り返すが、よい答えが浮かぶわけがない。

「あの実行犯が、決定的な何かを持っていたのかもしれない。そうすると、目撃者である驪珠も狙われる可能性がないわけじゃない」

　そこまで言った枢昱は、驪珠の顔があまりにも色を失っていることに気づいたのだろう。大丈夫だ、と今までの表情が噓うそに思えるほど力強く、自信に満ち溢あふれた笑みを浮かべてみせた。

「まだただの推測だし、何があっても俺が守ってやるから。──臥竜も小弓姫も、俺が絶対に捕まえてやるから安心しろ」

「……うん」

　臥竜と小弓姫。ここでいうそれが飛龍と驪珠のことを指しているわけではないとは分かっていても、闘志を燃やしている枢昱を見ていると胸がちくりと痛んだ。

　折角の力強い約束に、曖あい昧まいに微笑ほほえむことしかできない。

　そんな自分にとても嫌気が差して、驪珠は視線を落とした。










『どうしてお前が公主宮にいる時にはあちらに、帰ってきた途端にこちらに来るんだ。何のために行かせたと……』

　知らせを受けた仲毅は渋じゆう面めんを作りため息をついたが、その対応は迅じん速そくだった。まだ現役だった頃の部下や門弟に呼びかけて、夜間は交代で厳重な警備をさせることにしたのだ。話を聞きつけた黎華も、できるだけ協力するようにと近衛このえたちに言いつけたらしい。

　武の名門と謳うたわれる趙家の威い信しんがかかっているだけあって、今まで見てきた王宮にも勝まさる警備だと驪珠は感じていた。

　──息苦しい。

　屋敷を取り巻く空気がひどくぴりぴりしている。小さな物音一つにまで血走った眼を向ける武人たちは、小弓姫として赴おもむいた戦いの場にいた者たちと重なった。

　──仕方がない、か。

　仲毅の呼びかけに対し集まった武官の数を思えば当然のことかもしれない。中には驪珠も名前を知っているような歴戦の将軍も交ざっているのだ。捕まえた後のことに備えてか文官らしき姿も数人いる。その中で蒼そう天てんの姿がないのだけが、意外だった。

　──それに。

　偽臥竜も警戒しているのか、一日目二日目共に現れなかった。今まで通りの三日という法則で考えるなら今日が三日目。法則が破られる可能性もあるが、皆の気持ちが前二日に比べて高ぶるのも無理はない。

　──偽臥竜は何を考えているのかしら。

　一日目よりも二日目が、二日目よりも三日目が警戒されることなど明白だ。それなのに、あえて三日目を選ぼうとしているのだろうか。

　予告状的な性格を持つ矢の存在から、自己主張の激しい人間だということは推測できるが、それにしたって利点がなさすぎる。集まった人数は今日が一番多く、ほとんどが趙家の門弟であり、仲毅や枢昱の顔見知りである。武人たちに紛まぎれ込むことは不可能に近いはずだった。

「捕まったら、その人が臥竜や小弓姫ということにされるのよね……」

　そうだ、と聞いたわけではなかったが、以前の朱明の口ぶりからして、祖父も蒼天もそのつもりなのだろう。

　だが、ずっと怯えてきた小弓姫の呪じゆ縛ばくから解き放はなたれる瞬間が目の前に迫せまっているかもしれないと思っても、驪珠の心はまったく躍おどらなかった。

　──夜が、長い。

　驪珠は寝台の上で枕まくらを抱きかかえる。夜が浅いうちは枢昱たちと共にいたのだが、更ふけるに伴ともない部屋に戻るように言われた。疲労を見抜いた仲毅が、寝るように言ったのだ。

　とはいえ一人にしておくのは危ないということで、部屋の前の庭に二人、驪珠とも面識がある武人が待機していた。

　外だけでなく内側にも人を立てるべきだ。そう誰かが言ったが、それは枢昱により一いつ蹴しゆうされた。この部屋は屋敷のかなり奥で、武人たちの詰め所となっている部屋を通らなければ中からは来られない。だから、廊下で見張る必要などないという判断だった。

　それでも部屋の前で夜通し立って警備をしたいという、半分は善意なのだろうが下心が見え見えの武官たちが食い下がり、それをことごとく突っぱねる枢昱の図は見ていてなかなか面おも白しろかった。

　──兄さまが変なことばかり言いふらすからこういうことになるのよ。

　臥竜よりも、驪珠に一目会いたがる若い武官たちを警戒する従兄に、少しは懲こりてくれればいいと驪珠は切実に思った。

「明日には、全部終わってるのかしら」

　ぽつり、と驪珠は呟つぶやく。

　目を閉じて、意識を飛ばして。そして再び目を開けた時にはすべてが終わっていると思っても、今日ばかりは寝る気になれない。就寝をすすめてくれた祖父の気き遣づかいは嬉うれしかったが、張りつめた空気と屋敷のいたる所でする知らない人の気配──そしてどうしても抜けない見張られているような感覚に、驪珠の目はすっかり冴さえていた。

「……ん？」

　あれこれと考えていた時、武人らしい規則正しい足音を拾い、驪珠は枕から身を離した。

　集まった武人たちは、広い屋敷の内外を武器を手に交代で巡じゆん回かいしている。庭の方で何度か人が通る気配はしたが、屋敷の中からこちらに向かってくる気配はこれまでなかった。間違いなく、枢昱が目を光らせていたからだろう。

　近づいてくる人物が折り返す気配がないので、驪珠はするりと寝台から下りた。

「兄さま？」

　この部屋に堂々とやって来られる人物など限られている。足音から仲毅ではないだろうと思った驪珠は、音が止まったのと同時に少しだけ扉とびらを開ける。

「悪いな、枢昱じゃなくて」

「敬けい達たつさま！」

　顔を覗のぞかせた意外な人物に、驪珠は驚き扉を大きく開けた。

　こんな時だというのに相変わらず若じやつ干かん着き崩くずした格かつ好こうをしている敬達は、皆が大なり小なり緊張している中で、唯ゆい一いついつもと変わらない気がする。

「こんな時間に、乙女おとめの寝しん所じよに何の用ですか？」

　飛龍を招き入れた自分を棚たなに上げ、少し可愛かわいい子ぶって恥はじらってみせると、敬達は残念そうな顔をして、わざとらしいため息を落とした。

「折角来たのに夜よ着ぎじゃないのか。残念だ」

「万が一の時に備えて昼間と同じ格好で寝なさいと爺さまが」

「さすがはお師匠。──まあ、髪を下ろした姿を見たんだ。良しとしよう。枢昱にばれたらそれだけで殺されそうだ」

　な、と同意を求めてくる敬達に驪珠は声を立てて笑った。話しているうちに、滅め入いっていた気持ちがどんどん明るくなっていく。

「兄さまや爺さまには内緒で？」

「おいおい驪珠ちゃん。逢あい引びきは普通、保護者には内緒でするもんだぜ。覚えておきな」

　片目を瞑つむり、格好をつけながら敬達が言った。

「分かりました。それで、人目を忍しのんでまでどうしたんですか？　それも、こんな時に」

「こんな時だから、緊張で胸が高鳴っているのを恋のときめきと勘違いしてだな」

「敬達さま、兄さまを呼びますよ」

　過保護を絵に描かいたような枢昱が、驪珠に近づけたがらない訳がようやく分かった気がする。一向に見えない用件に、呆あきれて軽くねめつけると、敬達は「それは困る」と苦笑して両手を肩の上に上げた。

「実は、な。──黒き竜の秘宝を、いただきに来たんだ」

「────！」

　まるで今までの軽口の延長のような口調で言われたせいで、驪珠は一瞬、何を言われたのか理解できなかった。

　凍りついていた思考が少しずつ動き出す。理解するにつれ、驪珠は己おのれの顔から血の気が引いていくのを感じた。

「冗談は……」

　扉にかけたままの手が震える。驪珠は少しでも震えが止まるよう、扉に爪つめを立てた。

　いっそこのまま扉を閉めて、それと一緒にすべての恐怖にも蓋ふたをしてしまいたい。──何も聞かなかったことにしてしまいたかった。

「本気さ」

　驪珠の願いとは裏腹に敬達は腕を組み余よ裕ゆうの表情を浮かべながら、自分は武官だと紹介するくらいの自然さで、平然と言ってのけた。

「──巷ちまたで騒さわがれている臥竜は、俺なんでね」

　驪珠はゆるゆると目を見開く。

　──そんな。

　息苦しい。一瞬、呼吸の仕方を忘れてしまった気がした。

「……何が」

　声が震え、そしてかすれる。真夏に丸一日水を飲まなかったかのように、喉のどがからからに渇かわいていた。

　──しっかりしなくちゃ。

　驪珠は自分を叱しつ咤たすると無理やり唾つばを飲み込んだ。心臓が、乙女のときめきなんて悠ゆう長ちようなことを言っていられないくらい激しく鳴っている。

　敬達にその音が聞こえないように祈いのりながら、驪珠は腹に力を込めた。

「何が、目的？」

「だから驪珠ちゃんを」

「そうじゃないわ。なぜ、臥竜になりすますのかと訊いているのよ」

　驪珠は敬達を睨み上げる。背後の壁には、部屋から漏もれ出した光で彼の影が映し出されてゆらゆらと揺ゆれていた。

　──追及したら、多分もう、引き返せない。

　大丈夫かと自分自身に問いかける。

　大丈夫。そんな力強い頷うなずきが、返ってきた気がした。

「何を言ってるんだよ。俺が──」

「──違うわ」

　敬達の言葉を遮さえぎり、更さらに反論する隙を与えず、驪珠は静かに断じた。

「臥竜は、あなたじゃない」

「……俺たちが血ち眼まなこになって探してる奴の正体を、まるで知ってるみたいに言うんだな」

　わずかな沈ちん黙もくの後、敬達は唇を引き結んでいる驪珠を見下ろすとふっと笑った。相変わらず顔に焦あせりの色はない。

「噂どおり、臥竜は黒こく竜りゆう賊ぞくに絡からむ者ってことか」

「どうして黒竜賊が出てくるの」

「枢昱は知らないのに驪珠ちゃんは知ってる。つまりはそういうことだろ。──なあ、小弓姫」

　当然のように呼びかけられ、驪珠は唇を強く嚙かみしめた。口の中に生ぬるく鉄くさい血の味が広がる。

　──やっぱり。

　気づかれている。そんな予感はしていた。

「最初から、怪あやしんでたの？」

「まあ、そうだな」

　とてもあっさりと敬達が頷く。あの軽い態度の裏でずっとそんな目で見られていたのかと思い、驪珠は愕がく然ぜんとした。

「最初に言っただろ。柳りゆう家けに娘がいるなんて話は聞いたことがなかったって。息子はいたけどな。深窓で、とか言うなよ？　あのご当主なら娘がいたら歳としなんて関係なく、とっとと永えい皓こうさまと祝しゆう言げんを上げさせてるぜ」

「…………」

「そしてお師匠だ。ここ数年、青蒼天とやけに仲がいい。いや、違うな。便べん宜ぎを図はかってやってるんだ。枢昱と蒼天の仲がいいからとか、そんなことで動く人じゃないことは、俺はよく知ってる。──まあ、確信したのはこの間。賊が公主宮に出た時だけどな」

　壁にもたれかかって腕を組んだ敬達が、驪珠の思いに応こたえるように滔とう滔とうと続けた。

「下へ手たなふりをするにはあんたは技術的に完成されすぎてるし、何より構えた時の気き迫はくから違う。小弓姫の噂が伝説めいてるのが分かった気がしたよ」

「弓を私に送ってきたのはあなた？」

「あの公主さまなら絶対に弓を引かせるだろうと思ってな。長く子守りしてるんだ、そのくらいは読める」

「そうでしょうね」

　軽い言動に惑まどわされがちだが、敬達はよく人を見ている。

　──いや、違うわ。

　侮あなどらせて、人の本質を引き出した上で、じっくりと観察をしているのだ。

　──気をつけなくちゃと思っていたのに……！

　後悔するがすべてが遅おそい。──いや、はじめからどうすることもできなかったのかもしれない。

「あの賊を射たのは見事だった。あんな不自然な格好でよくできるもんだ。是非ご教授願いたいね」

「私こそ、また習いたいものだわ。ああいうふうに弓の扱い方を習ったことはなかったから」

　できる限り感情を込めない平坦な声で返したが、それは紛まぎれもない驪珠の本心だった。おそらく敬達も半分以上は本気だろう。

　互いに弓矢を得手としているからこそ、相手の実力がいかに優すぐれているかが分かる。

「それにしてもあの賊には礼を言わなきゃいけないな。実にいい時に現れてくれた。あれがあった後じゃ俺に疑いの目なんて誰も向けない。誰か雇やとっているのを忘れてるのかと一瞬真剣に考えたぜ」

　臥竜に感謝する偽臥竜。その図が鮮せん明めいに脳のう裏りに浮かんでしまった驪珠は、首を振って想像を打ち消した。その横で「そういえば」と思い出したように敬達がぱんと手を叩たたく。

「弓といえば俺ではない誰かが王宮に射かけたが──あんただろ？」

「……そうよ」

　微み塵じんも疑っていない口調だった。否定しても仕方がないと、驪珠は渋しぶ々しぶ頷く。

「もらった弓を使ったわ。とても、使いやすかった」

「そりゃあどうも。俺は突然のことで結構大変だったんだけどな。自分で自分の首を絞しめたってことか」

「……大変？」

　あの日敬達は警備に明け暮れていると黎華は言っていた。しかし、それとは違った意味を含ふくんだ口調に、嫌な汗が背を流れる。

　──聞きたくない。

　その切実な願いが届くことはない。

「近いうちに王宮に矢を仕掛けて実行するつもりだったさ。でもその時は俺が直じき々じきにやるつもりだったんでね。急きゆう遽きよ適当な人間を引っ張ってきたが、やっぱ駄だ目めだな。使えない」

「まさか、あれ」

「馬ば鹿かだよなあ」

　くすくす、と敬達は今まで見たことのない笑い方をした。ぞっと背筋が凍る。驪珠は思わず一歩後退した。

「折角警備が厳しい中、あそこまで手引きしてやったのに。王の目の前まで通してやったんだぜ？　それで失敗するなんて。朱明の存在は予想外？　そんなの言いわけにならねえな」

「あの、人たち、は」

「同士っていうほどの存在じゃないぜ、あんな奴ら。でもまあ、ちょっと焚たきつければそんなものいくらでも湧わいてくるんだよ。あの王さまが嫌いなやつは、決して少なくはないってことさ」

　──この人は、誰？

　たとえようのない恐怖が少しずつ驪珠を支配していく。

　自分の知る敬達は、少し軽いが屈託がなく、もっと明るく笑う好青年だ。──こんな怖い笑い方をする人では、ない。

「あなたが、殺したの？」

　同時に、枢昱から聞いたことが蘇よみがる。朱明が生け捕りにした三人が、何者かによって殺されたと。口封じだろう。

　それは、つまり。

「俺とのつながり、ばれると困るだろ？　俺も簡単に捕まるつもりはないんでね」

　まったく悪びれぬ様子で敬達は言い切った。

「代わりはいくらでもいる。いつ口を滑すべらせるか分からない。──なら、封じるのが一番合理的だと俺は思うが、どうよ」

　あんたたちもそうしてきただろう？　そう言げん外がいに、言われた気がした。

　じっと敬達がこちらを見下ろしている。その視線に、驪珠は耐えることができなかった。

「主しゆ上じようを手にかけることが、一番の目的だったの？　そのためにずっと臥竜の真ま似ねごとを？」

　仕方がなく話題をずらす。敬達が若干鼻はな白じろんだ気配がしたが、それでも彼は律りち義ぎに答えてくれた。

「正確に言うと手にかけた後だな。前から言ってるだろ。永皓さまを王位につけたいんだって」

　永皓。驪珠の父と敬達の父が推おしていたという、元第一王子の息子。

　まだ幼おさないと聞いている。彼を王位につける意味が、そこまであるというのだろうか。

「聡そう明めいな坊ちゃんだぜ。あんなじじくさい王よりよっぽどいい」

　驪珠の視線の意味を正確に読み取って、敬達はにやりと白い歯を見せた。

「親父はいかにも出世しなさそうな、風ふう采さいの上がらない男だった。柳家の機嫌を窺うかがうことで、そのおこぼれにあずかろうとしてた。俺はそんな親父が大嫌いでね。──親父が柳家の力を借りてもできなかったことを、俺が一人でやり遂げたら、実に痛快だと思わないか」

「でも、弑し逆ぎやくは大たい罪ざいで」

「今までの歴史の中に、何度簒さん奪だつがあったよ。結局勝者が正義になるんだ。今回のことだって、変わらない」

　嘲笑ちようしようが入り交じった声で敬達は言い切る。

「それに蔡さい妃ひさまは俺の力を最大限使わせてくれる。我わが儘まま公主の子守りなんかよりずっとやりがいがあるじゃねえか。──そうだな。まだ黒竜賊があったら、そっちに属していたかもしれないが」

　聞いていて、驪珠は愕然とした。

　敬達は、これといった主義も主張もないのだ。ただ己の欲求のためだけに、永皓を王位につけ──玄奏を弑しいそうとしている。

「……それで、殺人や弑逆、すべての罪を臥竜に押しつけるっていうの？」

　責せめる口調で厳しく問うものの、敬達は肩をすくめて簡単に受け流してしまった。

「俺は一言も臥竜だなんて名乗ってないんだけどな。人間ってのは単純な生き物だよ。──黒い矢が刺さった一連の事件。驪珠ちゃんは、最初の被害者が誰か覚えてるか？」

　訝いぶかりながら記憶の糸を辿る。最初に臥竜と小弓姫が手を組んだという話を聞いた時、敬達は──。

「あなたの家だわ。第一号って言って……」

「そう、最初は俺の自作自演さ。あれからすべてが始まった。違うな。あの時からすべては計算されていた」

　その時のことを思い出したのか、敬達は小馬鹿にするように鼻を鳴らした。表情には蔑さげすみの色が見え隠れしている。

　彼は両手を大おお仰ぎように広げ、歌うように言った。

「あんなに上う手まくいくとは思わなかった。我ながら驚いたよ。何でもかんでも人っていうのは結びつけたがる。義賊なら臥竜、弓矢なら小弓姫ってな。ちょっと誘ゆう導どうして連想させてやれば家うちだけじゃない。近所にまで三日といわずに広まった」

　黒竜党のことも、小弓姫のことも、大人たちの胸の中にはしこりのように残り、ひっそりと息づいているのだろう。名前を聞いて抱く恐怖や希望が、話の広がる速さに拍はく車しやをかけるのだ。

「どうして、ひ……臥竜の名前を騙かたったの？」

「一番有名だった。それが一つ」

　敬達は人差し指を立て、驪珠の前に突き出した。そしてすぐに中指を立てる。

「二つ目は、臥竜が黒竜賊と関係があるってされてたからさ。そんな存在が国王暗殺。──黒竜賊討伐の第一人者である蒼天の官かん吏り生命はこれで終わりだ。俺はあいつが嫌いなんでね。邪じや魔まな人間は一人でも多く消すに限る。──さて、お喋りが過ぎたな」

　敬達は壁から身を起こすと、肩をすくめた。

「永皓さまを王位につけるとすると、その後ろ盾に柳家の名前は必要だ。未来の后きさき。地位に不足はねえだろう」

　一歩、敬達がこちらに踏み込んだ。

「兄──！」

「──あんたにだって、悪い話じゃないはずだ。そうだろ、小弓姫？」

　危機を感じて枢昱を呼ぼうとするが、敬達による一言で驪珠は動きを封じられる。

　敬達は薄い笑みを浮かべていた。小弓姫。伝説にも近いその存在が今、自分の支配下にあることが嬉しくて仕方がないと言わんばかりだ。

　──呼べない。

　小弓姫という、驪珠にとっての最大の弱みを握られてしまっては、大きな声を出して助けを求めるわけにはいかない。枢昱を呼ぶなど、もっての他だ。

　──どうしよう。でも、このままじゃ。

　いけない、とは思うが足がすくむ。浮かんだ考えは形にならないまま霧む散さんしていく。

　まるで他のことができなくなったかのように、驪珠はじっと、狂きよう気きが見え隠れしている敬達の目を見つめた。

「何もしないさ」

　敬達は、驪珠の反応を愉たのしんでいるようだった。

「大人おとなしくしてれば、今日は何もしない。驪珠ちゃんは後日、永皓さまから打診があった時に黙って首を縦に振ればいいんだ。──今日俺は、あんたの未来と、自由をいただきに来ただけなんだから」

　いつもとは違う、どこか自分に酔よった気配すらする男の声を聞きながら、驪珠はすべてを知って、それでいていつも助けてくれる人物の姿を無意識のうちに心に思い描いていた。

　──しゅ、めい……。

　しかし声は出なかったとはいえ口をその言葉の形に動かしてしまったのは、突とつ如じよとして天てん井じようから降り立った人影に驚いたからだ。

「──おいおい、物ぶつ騒そうだな。でも現役武官を舐なめるなよ」

　ぽたぽたと鮮せん血けつを滴したたらせながらも、敬達の口調には余裕がある。

　鈍にぶい光を放っている刃物。──おそらくは背後から敬達の首筋に突きつけられようとしていたそれを、彼は躊ちゆう躇ちよなく右手で握り込んでいた。

　一方、猫のようにしなやかに、音もたてず均きん衡こうも崩さず現れた刃物の主の髪は、冴え冴えと輝く銀。

　口の動きを見ていたのか朱明は敬達ごしに無言の圧力をかけてきた。険けわしい色を灯ともした鳶とび色の瞳から言わんとすることを察し、驪珠は敬達に聞こえるように、今度はきちんと声に出して彼の別名を紡つむぐ。

「……昊こう天てん」

　裾すその短い黒く動きやすそうな服を纏まとい、中性的な顔も半分以上を覆ふく面めんで覆っている。何よりも、いつもは高く括くくられ背中に流されている豊かな銀の髪がざっくりと短く切られていた。

　ああ、と驪珠は嘆たん息そくした。最初に彼を見た時の記憶が驪珠の脳裏に鮮あざやかに蘇り、今に重なる。

　当時小柄ながらも存在感のあった少年は、更に迫力を増してそこに立っていた。

「昊天、ね。驪珠ちゃんが知ってるってことは臥竜の正体か──」

　手を放し、互いに飛び退のくことで距離を保たもちながら、敬達が口角を上げた。

「──噂に名高い青蒼天子飼いの刺し客かくってとこか」

　やれやれおっかないな、とそんなことはまったく感じていなそうな口調で敬達が呟き、血に濡ぬれた手を振る。声を知られているため喋りたくないのか朱明は相変わらず一言も発することはなかったが、動じる様子のない敬達に対し忠告するように刃物を持つ手に力を込めた。

「最近蔡妃さまも活発だったからな。色々動きを見られていたのは知ってたさ。朱明も少し気にしてるようだったし。──便利なんだが無計画なお妃きさきさまにも、そろそろ退場してもらうべきかもな」

「…………」

「それにしても青蒼天。あれだけ黒竜賊に通じている男が、小弓姫のことを知らないわけがないよな。追ってる側が実はとんでもない大物の存在を隠いん匿とくしてる。はは、面白いな」

「驪珠」

　ここにきて、朱明が初めて口を開いた。

　地を這はうような低い声に感情はない。声の主が朱明だと知っているのに、驪珠は恐怖を感じずにはいられなかった。

「目を閉じていろ」

「何、を」

「知られている以上、口封じが一番合理的だ。こいつも言っていただろう」

「……そいつは困ったな。俺は接近戦は苦手なんだ」

　無事な左手で頭をかきながら、敬達は武官らしくきちんと腰に帯おびていた剣を抜いた。手の怪け我がをまったく感じさせない所しよ作さだ。興奮のあまり、痛みのことなどどこかに行ってしまっているのかもしれない。

　朱明が短剣を煌きらめかせる。長さに差があるため一見不利にも見えるが、ここは廊下だ。いくら趙家の廊下が一般のそれより幅はばがあるとしても、長剣は扱いにくいだろう。

　朱明が地を蹴けった。──しかしそれよりも早く、敬達が動いた。

「というわけで、悪いな」

「え……？」

　首筋に剣を押しあてられている。驪珠がその事実に気づいたのは、突如敬達に手を引かれ、後ろから抱きかかえられるような態勢になってから、少し経たった時だった。

「なっ……！　そんなことをしてどうする。お前に驪珠の命は奪えない」

「首刎はねる気はねえよ」

　朱明の言及に、敬達はごく当たり前のように頷いた。密着しているので彼の心音が聞こえてくるが、まったく速くない。落ち着いている証拠だった。

　──油断した。

　不ふ甲が斐いなくて、驪珠は仕方がなかった。朱明の邪魔をしたくなかったが、こんな態勢では何もできない。

「でも、五体満足じゃなくても構わないぜ。欲しいのは柳家の娘という存在だしな。──たとえば手とかどうよ？　女官が沢たく山さんいるんだ。全部やってもらえるさ」

「きゃっ……！」

　敬達は剣を持っていない左手で、驪珠の左手首を摑んだ。「細いな」と口笛を吹きながら捻ねじられて、声にならない悲鳴が漏れる。
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　折られるかもしれないといった恐怖より何より、痛みが頭の中を支配した。

「やめろっ！」

　敬達の本気を悟さとった朱明が顔色を変えた。けれど敬達は愉ゆ悦えつの表情を浮かべながら、その手を緩ゆるめる気配はない。

「なら諦あきらめて、ご主人さまに伝えな」

「いや、その必要はない。私が直接聞こう」

　唐とう突とつに聞こえた声に、剣を持つ敬達の手がわずかに揺れる。左手を捻じる力も弱まったが、ずっと痛みに耐えていた驪珠には、それを振りほどくだけの余力は残っていなかった。

「敬達……」

「兄、さま……？」

　とても馴染みのある声に、驪珠は伏せていた顔をようやく上げた。等間隔に灯りが灯されている廊下の向こうに、見知った姿が立っている。

　驪珠の視線を受けた枢昱は、驪珠を見て、敬達を見て、また従妹に視線を移した。信じられないと、いつもは力強い光ばかりを浮かべた瞳が戸惑いに揺らめいている。

「蒼天が来て、お前が犯人かもしれないと」

　枢昱とは対照的に涼すずしい顔をしている蒼天にとっては、ある程度予期していたことだったのだろうか。

「馬鹿げていると思ったさ。でも探したけどいなくて。あとは、ここくらいしか残ってなくて……」

　枢昱が拳を握りしめた。

「どうしてだ！　敬達……！」

　枢昱が剣を抜く。稽古で見ている時とはあまりにも違う気き迫はくに、驪珠は息を飲み、敬達が舌した打うちをした。

「可愛い従妹が怪我してもいいのかよ！」

　問答無用で切りかかってきそうな枢昱に対し、敬達は驪珠を盾たてにするように強調した。

　──ここから脱しないと……！

　いつの間にか手は自由になっているし、首筋に当てられた刃に殺気はこもっていない。敬達は驪珠を利用したいのだ。殺すつもりはない。

　深く息を吸う。その様子に、朱明が気づいたらしかった。

　驪珠はまっすぐに朱明を見つめ──そして、敬達の足を思い切り踏み抜いた。

「──っ！」

　どうしても意識が下に行く。同時に、殺気のこもっていなかった刃は驪珠の首筋からわずかに離れた。その一瞬の隙をつき、朱明が驪珠の腕を思い切り引っ張る。敬達が剣を持っていた手とは反対──左側の空間に倒れ込むようにしながらも自由を得た驪珠の身体を、朱明がしっかりと抱き止めた。

　先ほど捻じられていたせいで左手には引きつった痛みが走るし、頰も剣先にかすって傷がついた。それでも驪珠は、敬達から解放されたのだ。

「くそっ」

　躊躇の理由がなくなった枢昱が踏み込む。上段からの攻撃を、盾がなくなった敬達は剣を横にして受け止めた。

　それでも容よう赦しやなく追撃を加える枢昱に、敬達の顔が歪ゆがむ。受け流すたびに剣を握る手からは鮮血が飛び散り、鉄の臭においが鼻についた。袖口もすっかりどす黒い色に染まっている。

「大事な大事な驪珠ちゃんが本当はどんな女かも知らないで、暢のん気きなものだな」

　一度間合いを取った敬達が、息を弾はずませながら嘲笑を浮かべる。何を言いたいのかを察し、驪珠は身体からだを震わせた。

「大丈夫だ」

　廊下の隅すみで驪珠を守るように抱き止めたままの朱明が小声で囁ささやく。

「教えてやろうか？　お前の従妹いとこは──」

　その先は言葉にはならなかった。無言のままの枢昱の剣が、ひゅんと音を立てて風を裂き、激しく敬達に襲いかかる。

　敬達はこれまでどおり受け止めようと剣を横に構えた。──が、すぐに硬かたい金属音が耳に届くことになった。枢昱の剣が、敬達のそれをはねとばしたのだ。

「教えてやろうか」

　剣を失った敬達の首筋に剣先を突きつけながら、枢昱がゆっくりと言った。

「俺の従妹に危害を加えたら俺が黙っちゃいない。そのくらいは知っていると思っていたが、改あらためて覚えておけ」

「……お前、本当に驪珠ちゃん大好きだな」

　ふっと笑った敬達は何かを言いたそうにしていたが、結局それ以上何も言わなかった。
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「──そうだ貴様！　何どさくさにまぎれてずっと密着しているんだ！　早く離れろ！　ていうかお前は何だ！　何者だ!!」

「彼は私の手の者だよ。話したじゃないか。それよりも敬けい達たつを早くあちらへ引き渡してきてくれ。私がやりたいところだが、残念ながら抵抗された時に対処しかねる」

「分かったよ。でもすぐに戻ってくるからな！」

　枢すう昱いくはぎろっと覆ふく面めんの男を睨にらみつけてから、敬達を引きずって表へと出ていった。

「どうするつもりだ？　あいつは小しよう弓きゆう姫きのことを知っている」

　驪り珠しゆから離れながら、朱明が枢昱を見送る蒼そう天てんの顔を見上げた。彼は気だるそうに髪をかきあげる。

「そうだね、まだ考えているが……。最悪、記き憶おく喪そう失しつにでもなってもらおうかと思っているよ。幸い腕のいい道士は先日の驪珠どのの協力のおかげで手の内にあるしね」

　かつて黒竜党が抱え込んだ多くの道士たち。中でも力がある者は、人を操あやつったり記憶を弄もてあそんだりすることも不可能ではない。祖父仲ちゆう毅きですら、道士の手をかりて驪珠の記憶を無理やり奪ってしまおうかと本気で考えたという。

「さて、私もそろそろ向こうに行くよ。朱明もご苦労。先に戻りなさい。驪珠どのは……着替えてからの方がいいかもしれないな。そしたらあちらで怪け我がの手当てをしよう」

「はい」

「では。──と、そうだ」

　来た道を戻ろうとした蒼天が、ふと振り返る。そして、意味ありげに朱明が飛び降りてきた、板の外はずれた天てん井じように視線を走らせた。

「『本物』には、今日の所は見み逃のがそう、と伝えておいてくれ。私も忙いそがしいのでね」

　今度こそ蒼天は廊ろう下かの角を曲がって消えていく。遠ざかる足音が聞こえなくなってから、驪珠は朱明に困こん惑わくの目を向けた。

「どういうこと？」

「──だ、そうだ。聞こえていたんだろう？」

　朱明は驪珠の問いには答えずに、天井に向けて話しかけた。ほどなくして、ぬっと知った顔が現れる。

「お願いですから飛び降りろなんて言わないでくださいよ」

　真っ先にそう言い置いた飛ひ龍りゆうに、驪珠は張りつめていた気持ちが緩ゆるむのを感じた。

「それにしても何ですか。情けない。どうせ小弓姫を守るのならもっとしっかり守ってください」

「……見ていただけのお前に言われたくない。何をしに来たんだ」

「折せつ角かくの偽にせ者ものの顔くらい見ておきたいじゃないですか」

　力説する飛龍に、朱明は反論する気力もなくなっているようだった。

「顔も見ましたし、捕まったようですし、僕もぼちぼち活動を再開することにしますよ」

「飛龍さま……もう、予告なんてせずに？」

「おや、僕のために予告の矢を射いてくれるんですか？」

　飛龍は質問を質問で返した。返答に窮きゆうした驪珠を見て、分かっているというような、諦あきらめにも似た笑みがよぎる。

「いいですよ。あれは僕には向きません。王宮に入った時は大変でした」

「そういえば、結局何を盗ぬすんだの？」

　驪珠が問えば、朱明も興味があるのか腕を組みながら見ている。一方で飛龍はくすりと笑みをこぼし、まるで壮大なことを言うように勿もつ体たいぶって口を開いた。

「まったく害にならないものですよ。実は──」










「──よりにもよって、あの忌いま々いましい亀が盗まれおったのよ」

　また臥が竜りゆうの被害が出たらしい。そんな話を門弟が話しているのを聞くようになるのと時を前後して、驪珠と朱明は久しぶりに公主宮に招き入れられていた。

　迎えに来た人物は当然敬達ではない。そのことに一いち抹まつの寂さびしさを覚えながらも黎れい華かに会うと、彼女は朱明に対してお決まりの鋭するどい視線を投げかけないばかりか、少し疲れた様よう相そうをしていた。

「確かに愚ぐ弟ていの命を狙ねらった者以外にも何者かが侵入した形跡はあった。されど宝ほう物もつ庫この目録と金品を照らし合わせても何かがなくなった痕こん跡せきなどはなかった。──それなのに、あの愚弟が血けつ相そうを変えて亀がいなくなったというのじゃ！」

　どん、と黎華は拳こぶしを握にぎって卓たくを叩たたく。お茶が揺ゆれて少し器うつわからはみ出した。すかさず控ひかえていた女によ官かんがまっさらな布でふき取り、新しいお茶が用意される。

　──主しゆ上じよう、黎華さまに何て言ったのかしら。

「〝黎華〟がいなくなったんです」──そう、黎華の前で大真ま面じ目めに言う王の姿を想像し驪珠はおかしくなったが、笑ったら黎華に何と言われるか分からないので必死に耐たえた。

「しかもあやつ、最初はわらわが鼈べつ甲こうにしたのではないかと疑いおったのよ！　ふん、あんな貧ひん相そうな亀など使わずとも、わらわに鼈甲を貢みついでくる輩やからは腐くさるほどおるわ！」

「で、でも見つかったんですよね？」

　驪珠は飛龍から亀を盗んだことを聞いていた。──そして、その亀がどこにいるかも知っている。

　しかし驪珠の問いかけに黎華は、何が気に入らないのか、ふふふっと不ぶ気き味みな笑みをこぼした。

「そうよ、あのわらわのことを『叔お母ば上うえ』と呼ぶ忌々しい子供が、外堀で亀が悠ゆう々ゆうと泳いでいるのを見たと言うてな！　その報告を受けるのに一体何度『叔母上』と呼ばれたか……！」

　黎華にとって永えい皓こうは甥おいにあたるので、その呼び方は正しい。だが十四の時にそう呼ばれて以来、彼女はずっと根に持っているようだった。

「名で呼べ。そう言えばその場では直る。だが次に会うとまた元に戻っておる！　あれはきっと蔡さい妃ひの嫌いやがらせじゃ。そうに決まっておる」

　決めつけた黎華は再度、卓を力いっぱい叩いた。

「玄げん奏そうは玄奏で『もっと外に目を向けろという臥竜のありがたい忠告なのかもしれんのう』などと抜かして喜んでおる！」

　弟の様子を思い出したのか、はあ、と黎華は深いため息を漏もらし、視線を木々が色づき始めすっかり秋めいてきた外に投げやりに移す。その隙すきを突くように、今まで刺激しないようにと沈ちん黙もくを貫つらぬいていた朱明がくすりと笑い、こっそりと隣となりに座る驪珠の耳元に口を寄せた。

「……好意的に解釈されているようだがあいつのことだ。どうせ重くてそれ以上運び出すのを諦めて、堀に捨てたんだろう」

　驪珠は頭の中で飛龍が亀を盗み出そうと格闘している図を思い描えがく。そうかもしれない。──いや、間違いなくそうだろう、と思ってしまった。

「ちょっと、朱明……」

　折角さっきは耐えたというのに、思わずつられて笑ってしまう。何もこの場で言わなくても、と咎とがめる声にも笑いが交まじり、驪珠は両手で口くち許もとを押さえた。
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「──なんじゃ？」

　二人だけでこっそり笑い合っていることに気づいた黎華の視線が戻される。仲間外れにされたと不快そうに細められた目を見て慌あわてる驪珠の横で、朱明が何食わぬ顔で取り繕つくろった。

「いえ、大変だったんですね、と」

「まあな。──でも、そなたも大変だったであろう」

　黎華の青灰色の瞳が、物言いたげに揺れながら驪珠を映す。そこにいつもの苛烈な色はなく、少し翳りすら感じられた。

「……話は聞いておる。あやつの責任は、監かん督とく者しやたるわらわの責でもある」

　あやつ。そう言った黎華の美しい眉まゆが苦しそうに寄った。この限られた世界で、きっと敬達は指折りの親しい人物だったはずだ。

「先日の趙ちよう家けの一件に限らず、危険な目に遭あわせてしまったし、助けてももらったからな。何か礼をせねばと思っておった。──望みはあるか？」

　何でもよいぞ、とこの国で誰よりも権力がありそうな女はいつもより神妙な態度でのたまう。

「私のことは無視か」

　相変わらずの態度の違いに失笑する朱明の横で、驪珠はそのくっきりと紅べにがひかれた口許をじっと見つめた。

『豪ごう華か絢けん爛らんな王宮で、王に見み染そめられて栄えい華がを極きわめる。女の子としては一度くらい夢に見るもんだ』

　かつて敬達が言った言葉が蘇よみがえる。公こう主しゆに頼めば栄華を極めることは簡単かもしれない。けれど驪珠は、まったく魅み力りよく的てきに思えなかった。

「……また、ここに来てもいいですか？」

　利害なんて関係なく、ただ話し相手として──友人として。

　言外にそう匂におわせた驪珠に対し、黎華は大輪の花のような輝かがやかしい笑顔を向けた。
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　はじめまして。もしくはお久しぶりです、こんにちは。文ふみ月づき更さらです。お手に取ってくださって、しかもこんな戯たわ言ごとまでお読みくださって、本当にありがとうございます。

　二冊目です。しかも二巻です。前作は投稿作でしたし、正直「これで完結。続きとか無理」と思って主張もしていたのですが……。何が起こるか分からないもので、こうして二巻を出させていただく運びとなりました。

「折せつ角かくですから王さまを出しましょうよ」

　と担当さまから言われたはずなのに、出張っているのはなぜか公主さま。いや、そもそも私は宮廷劇を書きたくないからヒロインを「良家の娘」に設定したのに！　と、色々誤算もありましたが、無事に出せて本当に良かったです。

　ところで出張るどころか表紙すらのっとっている公主さまは名前を黎れい華かと言いますが、最近、この名前にしたことを物もの凄すごく後悔しています。画数が多い字は最後手書きで直していく時に面倒だと驪り珠しゆで学んだはずなのに、自分、本当に馬鹿じゃないかと……。担当さまも、校正さまも、本当にご迷惑をおかけいたしました。

　そうです。今回も、様々な方のお世話になりました。

　まずは担当さま。一年ちょっとという短い間でしたが、お世話になりました。新担当さま、沢山ご迷惑をおかけすると思いますが、これからどうぞよろしくお願いします。

　椎しい名な先生。今回も華やかすぎるイラストを、どうもありがとうございます！　表紙も、どうせ帯で隠れてしまうのに飛ひ龍りゆうまで入れてくださって。──皆さまも、是ぜ非ひ帯を取って表紙をご覧くださいね。

　友人たちも、本当にどうもありがとう！　特に某団体（って書くと凄く怪しいけど）の人たちには、一番忙しい時期に色々と被ってしまって本当に申し訳ないことを……。で、でもこれの予定が遅れたのは決して私のせいじゃないんだよ！

　その他、この本を出すに当たって関わってくださった方々。そして何よりここまで読んでくださったすべての方に、心から御礼申し上げます。

　それでは、またいつかどこかでお会いできることを祈りつつ、失礼させていただきます。
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